
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
6
月
14
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男�

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

5
月
3
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で
し

た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
は
中

止
と
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
今
後
も
縮
小
し
な

い
場
合
は
、
6
月
以
降
の
本
部
例
会
、

分
科
会
等
は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
公
式

サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
登

録
者
の
み
）
で
、
開
催
の
可
否
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
一
応
開
催
日
前
日

も
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で

学
術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
悟

り
」
と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、

ブ
ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た

の
で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

今
月
号
の
記
事

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
第
29
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
五
月
、
六
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
31
年
2
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
四
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
四
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
力
（
透
視
）
現
象
生
起
時
の
意
識

　
（
A
S
C
、
無
意
識
）

◎
地
震
の
動
物
予
知

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、
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政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人

類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�
D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年

間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

※�

五
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
四
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
円
也　
　
　

千
葉
ゆ
か
り　

様

金
一
万
円
也　
　
　

山
崎　

正
男　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円
也　
　
　

武
井　

豊　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
2
年
7
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・
4
月
号
」

に
年
会
費
の
通
知
と
郵
便
振
替
用
紙
が

同
封
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
も
し
お
振
り
込
み
が
未
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了
の
方
は
、
い
ろ
い
ろ
出
費
の
多
い
時

期
で
恐
縮
で
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
活
動
は
皆
様
の
年
会
費
で
支
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お
振
り
込

み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
通
常
総
会
出
欠
用
（
正
会
員
・

維
持
会
員
）
も
兼
ね
た
会
員
全
員
に
ハ

ガ
キ
を
同
封
致
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
登
録
希

望
の
可
否
を
記
入
し
て
返
送
願
い
ま
す
。

登
録
希
望
の
方
は
左
記
の
事
務
局
ア
ド

レ
ス
に
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
受
信

用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
願
い

ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
M
L
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ

科
学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
信
願

い
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
24
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表

ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

変
更
後
の
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
免
疫

力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
含

め
て
～
」と
な
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
 F 

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
癒
し
の
チ
ャ
イ
ム
」

～
「
音
」
の
身
体
的
影
響
と
治
療

の
可
能
性
～

�　
　
　

講
師　

牧ま
き

野の　

持じ
ゅ
ん侑�

氏

日
時　

令
和
2
年
5
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
4
時
45
分

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

※�

大
阪
市
立
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ

ー
は
工
事
の
た
め
休
館

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

病
め
る
地
球
の
処
方
箋

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　
　
　
　

講
師　

小
澤　

頼
仁�

氏

日
時　

令
和
2
年
6
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
4
時
45
分

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�
三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�
一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
14
回
U
F
O
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人（
ホ
モ
＊
コ
ス
ミ

ク
ス
）」

日
時　

令
和
2
年
7
月
23
日（
木
・
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　

ス
カ
イ
サ
ロ
ン

　
　
　
（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

�

会
員�

1
千
円（
日
本
サ
イ
科
学

会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
60
歳
以
上
・
学
生
）、

　
　
　

一
般�

2
千
円
、
宇
宙
人�

0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

栄
養
と
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
、
E
M
の

研
究

　
　
　
　

講
師　

東
中
川　

徹�

氏

（
前
回
か
ら
の
続
き
）

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
変
化
す
る

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
、
メ
チ
ル
化
さ
れ
た

「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」
の
状
態
か

ら
、
脱
メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
ア

セ
チ
ル
化
酵
素
+
R
N
A
に
よ
り
、
ア

セ
チ
ル
化
し
て「
遺
伝
子
発
現
あ
り
」

か
ら「
タ
ン
パ
ク
質
」
を
形
成
し
た
り
、

ヒ
ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵
素
、
D
 N 

A
メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ
ル

化
酵
素
に
よ
り
、
ま
た
メ
チ
ル
化
し
て

「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」
の
状
態
に

戻
っ
た
り
し
ま
す
。

1
個
の
受
精
卵
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

生
体
が
で
き
る
か
?

● ❹●



卵
子
と
精
子
が
受
精
し
て
、
体
細
胞

系
列
で
は
神
経
と
か
心
臓
（
内
臓
）
と

か
筋
肉
と
か
皮
膚
を
造
り
ま
す
し
、
生

殖
細
胞
系
列
で
は
精
子
あ
る
い
は
卵
子

を
造
っ
て
、
受
精
す
れ
ば
次
の
世
代
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
全
体
と
し
て
は

老
化
し
て
死
ぬ
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で

最
近
の
こ
と
と
し
て
は
、
i
P
S
細

胞
や
ク
ロ
ー
ン
個
体
を
造
れ
ば
元
の
細

胞
は
死
な
な
い
で
、
次
に
繋
が
る
わ
け

で
す
ね
。

1
個
の
受
精
卵
か
ら
ど
う
や
っ
て
神

経
、
心
臓
、
筋
肉
、
皮
膚
を
造
る
の
か
、

こ
れ
は
ま
さ
に
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

の
問
題
で
、
こ
の
過
程
を
立
体
モ
デ
ル

に
表
し
た
も
の
が
、
ワ
デ
ィ
ン
ト
ン
の

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
」と
な
り
ま
す
。

坂
の
上
に
玉
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
こ

ろ
が
っ
て
あ
る
も
の
は
筋
肉
に
な
り
、

あ
る
も
の
は
神
経
に
な
る
と
い
う
も
の

で
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
裏
側
に
は
仕

掛
け
が
あ
っ
て
、
坂
の
構
造
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ワ

デ
ィ
ン
ト
ン
が
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
を
提
唱
し
た

の
は
1
9
5
7
年
な
の
で
、
遺
伝
子

の
実
体
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
彼
は
細
胞
の
分
化
を
制
御
す

る
も
の
を
意
識
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
最
近
の
考
え
方
で
す
が
、
受

精
卵
に
は
種
々
の
遺
伝
子
が
あ
っ
て
、

例
え
ば
コ
ラ
ー
ゲ
ン
遺
伝
子
が
発
現
す

れ
ば
、
皮
膚
の
線
維
芽
細
胞
が
で
き
ま

す
し
、
グ
ロ
ビ
ン
遺
伝
子
が
発
現
す
れ

ば
赤
血
球
細
胞
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
遺
伝
子
は
D
N
A
全
体
の

2
%
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の

情
報
か
ら
選
ば
れ
て
発
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
、
非
常
に
細
か
い
レ
ギ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン（
調
節
）が
入
っ
て
各
細
胞
が

で
き
て
く
る
と
い
う
の
が
今
の
細
胞
分

化
の
考
え
方
で
す
。

こ
う
な
っ
て
き
ま
す
と
、
現
代
の
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
右
図
の
詳
細

な
各
系
列
ご
と
に
多
数
の
研
究
者
が
制

御
構
造
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

●❺ ●



栄
養
と
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
細
胞
の
分
化
、
す
な

わ
ち
筋
肉
を
造
る
と
か
、
神
経
を
造
る

と
か
、
そ
う
い
う
基
本
的
な
生
命
活
動

に
お
い
て
の
調
節
に
関
わ
っ
て
い
る
、

一
つ
一
つ
の
段
階
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
研
究
分
野
で
す
が
、
実
は
栄
養

と
い
う
、
我
々
が
毎
日
取
り
入
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
に
お
い
て
も
、
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
関
係
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
ミ
ツ
バ
チ
を
例
に
致

し
ま
す
と
、
ミ
ツ
バ
チ
は
社
会
性
昆
虫

と
言
わ
れ
て
、
分
業
が
成
り
立
っ
て
い

ま
し
て
、
1
つ
の
集
団
は
1
匹
の
女
王

蜂
と
数
千
オ
ー
ダ
ー
の
雄
蜂
と
数
万
オ

ー
ダ
ー
の
働
き
蜂
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
卵
子
が
受
精
し
な
い
と
雄
蜂
と
な

り
、
受
精
し
た
幼
虫
の
段
階
で
は
、
雌

で
あ
る
働
き
蜂
と
女
王
蜂
は
同
じ
で
す
。

そ
し
て
最
初
の
3
日
間
は
両
方
と
も
ロ

ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
食
す
の
で
す
が
、
そ

の
後
は
花
粉
と
蜜
だ
け
食
す
と
働
き
蜂

に
な
り
、
4
日
目
以
降
も
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ

リ
ー
を
食
す
と
女
王
蜂
と
な
り
ま
す
。

女
王
蜂
の
候
補
は
数
匹
が
い
て
、
担
当

の
働
き
蜂
が
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
与
え

る
と
女
王
蜂
と
な
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
の
一
匹
が
そ
の
巣
の
女
王
蜂
と
し
て

残
り
ま
す
。

2
0
0
6
年
に
ミ
ツ
バ
チ
の
ゲ
ノ
ム

が
解
読
さ
れ
た
の
で
す
が
、
D
N
A
に

メ
チ
ル
基
を
結
合
さ
せ
る
酵
素
の
遺
伝

子
配
列
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
バ
エ
は
メ
チ
ル
基
を
結
合
さ
せ

る
酵
素
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
ち
ょ

っ
と
驚
い
た
の
で
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
酵
素
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

た
だ
し
女
王
蜂
と
働
き
蜂
を
比
べ
ま

す
と
、
女
王
蜂
の
方
が
D
N
A
に
メ
チ

ル
基
が
付
い
て
い
る
度
合
い
が
大
き
く
、

働
き
蜂
の
方
が
メ
チ
ル
基
が
付
い
て
い

る
度
合
い
が
少
な
い
。
そ
こ
で
一
つ
の

実
験
と
し
て
、
D
N
A
メ
チ
ル
化
阻

害
し
ま
す
と
、
女
王
蜂
に
成
長
し
ま
す
。

ヒ
ト
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
?

ヒ
ト
に
関
し
て
は
「
オ
ラ
ン
ダ
冬
飢

餓
事
件
」
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

事
件
は
右
図
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
例
え
ば
1
日
の
食
料
は
少
量
の
パ

ン
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
砂
糖
大
根
の
切
れ

っ
端
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
関
し
て
、「
オ
ラ
ン
ダ
飢
餓
事
件
バ
ー

ス
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
で
は
、
低
栄
養
条

件
に
さ
ら
さ
れ
て
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

の
追
跡
調
査
で
す
が
、
妊
娠
初
期
・
中

期
・
後
期
に
分
け
て
、
低
栄
養
状
態
に

お
か
れ
た
母
体
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
の

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
影
響
を
調
べ

た
も
の
で
す
。

妊
娠
初
期
で
は
、
心
疾
患
、
耐
糖
能

異
常
、
高
血
圧
、
肥
満
、
脂
質
異
常
症
、

情
動
障
害
が
あ
り
、
妊
娠
中
期
で
は
、

耐
糖
能
異
常
、
肺
疾
患
、
腎
疾
患
が
あ

り
、
妊
娠
後
期
で
は
耐
糖
能
異
常
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

妊
娠
初
期
に
胎
児
が
低
栄
養
状
態
に

お
か
れ
る
と
、
左
図
の
よ
う
に
D
N
A

メ
チ
ル
化
が
通
常
よ
り
も
ア
ッ
プ
し
た

り
、
ダ
ウ
ン
し
た
り
す
る
差
が
大
き
く

な
り
、
こ
れ
が
や
が
て
は
い
ろ
い
ろ
な

疾
患
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。

ま
た「
オ
ラ
ン
ダ
冬
飢
餓
事
件
」
と

は
別
の
角
度
か
ら
の
研
究
で
、「
D
O
H

a
D
説
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
疫
学
調
査
か
ら
出
て
き
た
こ

と
で
す
が
、
出
生
体
重
が
低
い
ほ
ど
、

心
疾
患
死
亡
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
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分
か
り
、「
成
人
病
胎
児
発
症
起
源
説
」

か
ら「
D�

O�

H�

a�

D（D
evelopm

ental
O
rigins�of�H

ealth�and�D
iseases

）

説
」と
な
り
、
こ
れ
は「
健
康
と
病
気
の

原
因
は
発
生
初
期
に
あ
る
」
す
な
わ
ち
、

「
受
精
時
、
胎
生
期
お
よ
び
新
生
児
期

に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
、

出
生
後
の
環
境
と
一
致
す
れ
ば
健
康
に

生
活
で
き
、
マ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
疾
患

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
が
な
ぜ
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
日

本
に
お
け
る
2
5
0
0
グ
ラ
ム
未
満
の

低
体
重
新
生
児
が
増
え
続
け
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
20

歳
代
の
や
せ
女
性（
B
M
I
18
・
5
未

満
）
が
増
え
て
い
る
こ
と
と
非
常
に
相

関
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
知
っ
て
い
る
婦
人
科
の
先
生
は

こ
れ
を
非
常
に
気
に
し
て
お
り
ま
し
て
、

若
い
女
性
が
皆
や
せ
志
向
に
な
っ
て
お

り
、
そ
う
し
て
生
ま
れ
て
く
る
子
は
皆

体
重
が
低
く
て
、
低
栄
養
状
態
に
入
っ

て
い
る
か
ら
。
将
来
の
糖
尿
病
や
心
疾

患
に
非
常
に
罹
り
や
す
い
と
い
う
深
刻

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
厚
生
労
働

省
は
健
康
増
進
の
た
め
体
重
を
増
や
す

な
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
8
年
8
月
の
外
国
の

雑
誌
で
す
が
、「
妊
娠
中
の
痩
せ
す
ぎ
は

そ
れ
な
り
の
代
価
を
伴
う
、
日
本
人
の

低
体
重
新
生
児
が
増
え
る
と
と
も
に
、

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
そ
の
健
康
状
態
も
危
機
に
瀕
し
て
い

る
」
と
い
う「
D
O
H
a
D
説
」
か
ら
の

警
告
が
載
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
エ
ピ
ジ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
：
食

物
（
栄
養
素
）
が
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
か
?

こ
れ
に
関
し
ま
し
て
は
、
下
図
の
よ

う
に
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
一
つ
は
マ
ウ
ス

実
験
で
あ
っ
た
り
、
一
つ
は
バ
イ
オ
細

胞
で
あ
っ
た
り
で
、
個
人
差
が
多
い
の

で
必
ず
し
も
そ
れ
を
全
部
に
当
て
は
め

て
行
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
今
後
の
方
向
と
し
ま
し
て
は
、

「Personalized�N
utrition

：
個
人
レ
ベ

ル
の
栄
養
問
題
」、
す
な
わ
ち
個
人
ご
と

に
腸
内
細
菌
、
代
謝
等
統
合
的
に
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、「
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
個
人
対
応
栄
養
学
」
と
い

う
本
も
出
て
お
り
ま
す
。

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る

ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
の

は
今
ま
で
の
定
説
で
あ
り
、
エ
ピ
ゲ
ノ

ム
に
つ
い
た
マ
ー
ク（
メ
チ
ル
基
な
ど
）

は
卵
形
成
や
精
子
形
成
の
段
階
で
消
去

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え

て
伝
わ
る
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
異
端
の
学
説
を
思
わ
せ
る
研
究
」
と

し
て
、
そ
の
世
代
中
に
獲
得
し
て
い
た

経
験
や
形
質
が
子
孫
に
遺
伝
す
る
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
マ
ウ
ス

の
精
子
の
2
3
0
0
以
上
の
発
生
関
連

遺
伝
子
に
お
い
て
、
ヒ
ス
ト
ン
か
ら
メ

チ
ル
基
を
実
験
的
に
消
去
し
た（
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
を
変
換
）
の
で
す
が
、
そ
の
異

常
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
状
態
が
世
代
を
超
え
て

遺
伝
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ヒ
ト
に
つ
い
て
は
ま
だ
証
拠
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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し
か
し
、
も
し
ヒ
ト
で「
世
代
を
超
え

た
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
遺
伝
」が
起
き
る
と
し
た

ら
右
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
何
世
代

前
か
ら
?�
何
世
代
先
ま
で
」は
今
の
と

こ
ろ
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
食
べ
た
も
の
、

ま
た
、
あ
な
た
の
両
親
お
よ
び
あ
な
た

の
祖
父
母
が
食
べ
た
も
の
で
決
ま
る
」

と
い
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
病
気

発
が
ん
に
お
け
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ッ
ク
異
常
、
精
神
疾
患
と
D
N
A
メ
チ

ル
化
、
神
経
変
性
疾
患
と
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
、
自
己
免
疫
疾
患
と
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
再
生
医
療
と
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
接
点
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
創
薬
等
、
こ
の
分
野
も
今
後

大
き
な
発
展
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅱ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

大
宇
宙
（
太
陽
系
）
と
小
宇
宙
（
人
間
）

が
呼
応
す
る
確
か
な
証
拠

2
0
1
9
年
度
の
論
文
集「
サ
イ
科

学
」に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
私
の
レ
ポ
ー

ト
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
自
然
科
学
部
門
受
賞
者
24

名
に
つ
い
て
、
ど
の
星
座
に
星
々
の
配

置
が
多
い
か
を
統
計
学
で
解
析
し
ま
し

た
。一
人
に
つ
き
太
陽
系
の
10
個
の
星
々

（
太
陽
、
月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木

星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王

星
）×
24
名
＝
合
計
2
4
0
個
の
星
々

の
、
12
星
座
中
1
星
座
に
お
け
る
平
均

配
置
個
数
は
20
個
と
な
り
ま
す
が
、
乙

女
座
に
入
る
星
の
個
数
が
圧
倒
的
に
多

く
40
個
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
星
座
へ
の

偏
り
検
定
で
は
、危
険
率
0
・
1
%（
偶

然
で
起
こ
る
確
率
は
一
千
分
の
一
）
で
、

有
意
に
乙
女
座
に
星
々
が
偏
っ
て
存
在

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
伝
統
的

な
占
星
学
に
お
い
て
、
乙
女
座
は
潔
癖

で
細
か
い
神
経
が
使
え
て
忍
耐
力
も
あ

り
、
数
理
能
力
、
分
析
能
力
、
批
評
能

力
に
優
れ
て
い
る
の
で
研
究
者
に
向
い

て
い
る
星
座
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
極
端
な
偏
り
は
私
に
と
っ
て
も
、

予
測
で
き
な
い
ほ
ど
の
驚
き
の
結
果
で

し
た
。
占
星
学
に
よ
る
診
断
は
単
な
る

経
験
値
で
は
な
く
、
統
計
学
で
も
大
宇

宙
と
小
宇
宙
が
呼
応
す
る
こ
と
が
明
確

に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
参
加
者
個
人
別
に
配
布
し

た「
月
運
チ
ャ
ー
ト（
先
天
運
）」
に
関

し
て
の
見
方
の
説
明
+「
水
星
、
金
星
、

火
星
、
木
星
、
土
星
」
の
2
0
2
0
年

1
月
～
2
0
2
1
年
半
ば
ま
で
の
星
座

運
行
表
に
よ
る
、
個
人
の
月
運
診
断（
環

境
運
）の
見
方
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

結
果
的
に
質
疑
応
答
も
含
め
て
個
人

の
診
断
に
か
な
り
時
間
を
取
り
、
こ
の

後
の
「
2
0
2
0
年
の
日
本
と
世
界
情

勢
」
の
予
測
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
の
で
、
今
回
詳
細
な
分
析
を
追
加

し
て
、
解
説
致
し
ま
す
。

西
洋
占
星
学
の
先
端
理
論
「
ハ
ー
モ
ニ

ク
ス
」

　

1
9
7
0
年
代
に
英
国
の
占
星
学
者

John�A
ddey

氏
が
提
唱
し
た「
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
」は
、
例
え
て
言
え
ば
、
脳

波
の
周
波
数
解
析（
α
波
、
β
波
、
θ

波
等
）
で
脳
の
機
能
状
態
が
分
か
る
よ

う
に
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
表
す“
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
波
動
”（
基
本
は
H
N
1
～

9
、
そ
れ
以
上
も
有
る
）
を
周
波
数
解

析
し
て
、
才
能
も
含
め
た
詳
細
な
分
析

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

別
の
例
え
で
は
、
脳
細
胞
の
個
数
は

天
才
も
凡
才
も
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
天
才
は
そ
の
細
胞
同
士
の

シ
ナ
プ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
膨
大
で
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
1
人
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
上
で
使
う
星
々
や
感
受
点
の
個

数
は
す
べ
て
の
人
で
同
一
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
星
同
士
が
地
球
中
心
に
形
成
す

る
ア
ス
ペ
ク
ト
（
特
定
の
角
度
）
が
多

数
あ
る
方
は
、
才
能
豊
か
な
方
が
多
い

の
で
す
。
私
が
制
作
し
た
ソ
フ
ト
で
描

か
れ
る
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
β
」（
10
頁
参
照
）
は
、
こ
れ
ら

の
星
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
周
波
数

解
析
の
技
術
で
表
示
致
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
日
本
と
世
界
情
勢

西
洋
占
星
学
は
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
の
診
断
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
運
勢
診
断
に
も
使
え
ま
す
し
、
会

社
等
の
組
織
の
運
勢
診
断
や
、
国
家
や

世
界
情
勢
の
診
断
も
可
能
で
す
。
今

回
、
私
が
開
発
し
た「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」を
使
っ
て
、
2
 0 

2
0
年
の
春
分
図（
太
陽
が
春
分
点
に

来
た
瞬
間
の
チ
ャ
ー
ト
）
の
世
界
情
勢

の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
西
洋
占
星
学

に
お
い
て
は
、
太
陽
が
春
分
点
に
来
た

と
き
が
お
正
月
で
、
そ
の
瞬
間
に
お
け

る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
春
分
図
と
い
っ
て
、

春
分
か
ら
次
の
年
の
春
分
ま
で
1
年
間

の
世
界
情
勢
を
占
い
ま
す
。

● ❽●



10
頁
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ

ー
ト
β
の
春
分
図
で
上
段
9
個
の「
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ト
」は［
H
N
1
］

（
周
波
数
1
＝
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ［
出
生
天

宮
図
］
と
同
じ
）
か
ら
、［
H
N
9
］（
周

波
数
9
）ま
で
の
ア
ス
ペ
ク
ト
ラ
イ
ン
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
下
段
の
9
個
の
棒
グ

ラ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
周
波
数
に
お
け
る

各
ア
ス
ペ
ク
ト
の
強
さ
を
表
し
ま
す
。

国
家
や
世
界
を
診
断
す
る
際
の
、［
H 

N
1
］か
ら［
H
N
9
］ま
で
の
各
周
波

数
の
も
つ
意
味
を
、
象
徴
星
と
一
緒
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

［
H
N
1
］（
太
陽
）：
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
こ

の
場
合
は
大
元
の
春
分
図
）
と
同
一

の
も
の
で
、
全
体
運
を
表
す

［
H
N
2
］（
月
）：
外
交
関
係
、
対
応
力

［
H
N
3
］（
木
星
）：
経
済
発
展
、
保
護

育
成
能
力

［
H
N
4
］（
天
王
星
）：�

紛
争
、
独
自
路

線
［
H
N
5
］（
水
星
）：
文
化
知
的
交
流
、

発
想
力

［
H
N
6
］（
金
星
）：
美
的
芸
術
能
力
、

調
整
力

［
H
N
7
］（
海
王
星
）：
芸
術
的
感
性
、

状
況
適
応
力

［
H
N
8
］（
土
星
）：
管
理
と
抑
制
、
努

力
［
H
N
9
］（
火
星
）：�

戦
闘
性
、
行
動
力

チ
ャ
ー
ト
の
パ
ワ
ー
が
高
い
と
み
な

す
の
は
以
下
の
ど
れ
か
1
つ
で
も
当
て

は
ま
る
場
合
で
す
。

①�

左
か
ら
一
番
目
の
棒
グ
ラ
フ
（
0
度

の
ア
ス
ペ
ク
ト
）だ
け
で
30
以
上

②�

左
か
ら
一
番
目
と
二
番
目
の
棒
グ
ラ

フ
（
0
度
、
90
度
、
1
8
0
度
の
ア

ス
ペ
ク
ト
）の
和
が
60
以
上

③�

4
本
す
べ
て
の
棒
グ
ラ
フ（
0
度
、
90

　

�

度
、
1
8
0
度
、
60
度
、
1
2
0
度
、

51
・
43
度
の
整
数
倍
、
72
度
の
整
数

倍
の
ア
ス
ペ
ク
ト
）
の
和
が
1
2
0

以
上

以
上
の
基
準
で
各
チ
ャ
ー
ト
の
棒
グ

ラ
フ
4
本
の
高
さ
を
見
て
み
ま
す
と
、

源
チ
ャ
ー
ト
の［
H
N
1
］を
除
く
と
、

［
H
N
4
］、［
H
N
8
］と［
H
N
9
］の

パ
ワ
ー
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

［
H
N
4
］に
あ
た
る
ア
ス
ペ
ク
ト
が

強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運
チ
ャ
ー
ト

で
は
「
人
に
厳
し
く
、
ま
た
何
事
も
戦

闘
的
に
な
る
時
期
な
の
で
、
対
人
関
係

で
対
立
が
起
こ
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
事
や
生
活
上
で
変
化
が
起
こ

り
や
す
い
よ
う
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
た
り
、�

比
較
的
不
注
意
や
イ
ラ
イ

ラ
に
よ
る
事
故
や
病
気
に
遭
い
や
す
い

修
行
の
時
期
」
と
な
り
、
世
界
情
勢
に

当
て
は
め
れ
ば
、
国
家
間
で
の
国
益
フ

ァ
ー
ス
ト
に
よ
る
対
立
・
紛
争
や
民
族

間
で
の
宗
教
等
に
よ
る
対
立
・
紛
争
が

増
え
る
で
し
ょ
う
、
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、［
H
N
8
］
に
あ
た
る
ア
ス
ペ

ク
ト
が
強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運
チ

ャ
ー
ト
で
は
「
自
己
管
理
と
抑
制
が
必

要
な
時
期
で
、
こ
の
時
期
に
ど
れ
だ
け

学
習
、
努
力
す
る
か
で
将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
か
否
か
が
決
ま
る
時
期
」
な

の
で
、
世
界
情
勢
に
当
て
は
め
れ
ば
、

国
家
間
や
民
族
間
で
の
い
ろ
い
ろ
な
交

流
が
抑
制
さ
れ
て
、
各
国
の
国
内
に
お

け
る
発
展
を
促
す
努
力
が
必
要
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、［
H
N
9
］に
あ
た
る
ア
ス

ペ
ク
ト
が
強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運

チ
ャ
ー
ト
で
は「
行
動
力
と
戦
闘
力
が

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負

事
に
も
行
き
た
く
な
る
時
期
」
な
の
で
、

世
界
情
勢
に
当
て
は
め
れ
ば
、
や
は
り

国
家
間
や
民
族
間
で
の
競
い
合
い
が
高

ま
る
時
期
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
発
展
と
保
護
育
成
を
象
徴
す
る

［
H
N
3
］と
美
的
芸
術
能
力
と
調
整
力

を
象
徴
す
る［
H
N
6
］の
チ
ャ
ー
ト
の

棒
グ
ラ
フ
は
全
体
と
し
て
低
め
な
の
で
、

前
記
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
診
断
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
補

う
パ
ワ
ー
が
弱
い
の
で
、
や
は
り
経
済

面
に
も
問
題
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。

1
月
13
日
（
月
・
祝
）
の
分
科
会
の

と
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
報

道
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
予
測
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
今
年
の
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
よ
る

春
分
図
か
ら
も
、
2
0
2
0
年
度
の
世

界
情
勢
は
経
済
面
も
含
め
て
、
国
家
間

の
対
立
や
国
内
で
の
抑
制
も
絡
ん
で
厳

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
7
年
間
～
十
数
年
の
期
間

の
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
は
、
外
惑
星

（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）の
動
き

に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
天
王
星
は
そ
れ
が

通
過
中
の
星
座
が
象
徴
す
る
分
野
に
、

大
き
な
変
革
や
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。

2
0
1
9
年
1
月
の
第
4
回
占
星
学

と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
で
も
予

測
致
し
ま
し
た
が
、
2
0
1
9
年
3
月

か
ら
天
王
星
は
経
済
と
金
融
の
星
座
、

牡
牛
座
に
入
り
ま
し
て
、
世
界
は
2
国

間
あ
る
い
は
多
国
間
に
お
け
る
経
済
面

で
の
対
立
が
深
ま
る
傾
向
が
見
て
取
れ

ま
す
。
前
記［
H
N
1
］
に
お
け
る
源

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図
で
は
、
牡
牛
座
に

そ
の
支
配
星（
大
家
さ
ん
）の
金
星
が
、

水
瓶
座
の
月
と
ハ
ー
ド
な
ア
ス
ペ
ク
ト

●❾ ●
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で
あ
る
90
度
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
経
済
的
対
立
を
深
め
ま
す
。

米
中
貿
易
戦
争
、
日
韓
対
立
、
英
国

の
E
U
離
脱
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
経
営
危

機
等
今
後
懸
念
さ
れ
る
問
題
が
山
積
み

で
、（
こ
こ
か
ら
分
科
会
後
追
加
）今
年

初
め
に
中
国
で
未
知
の
感
染
症
と
し
て

報
道
さ
れ
、
現
在
は
世
界
に
拡
が
り
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
さ
ら
に
世
界
経
済
全
体
を
下

降
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
2
6
年
に
天
王
星
が
牡
牛
座
か

ら
双
子
座
に
抜
け
ま
す
が
、
今
年
か
ら

そ
れ
ま
で
の
期
間
に
世
界
恐
慌
が
起
こ

る
懸
念
は
あ
り
ま
す
。（
図
ら
ず
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

そ
の
引
き
金
を
引
き
そ
う
で
す
。）

覇
権
を
象
徴
す
る
冥
王
星
は
2

 
0
 0 

8
年
12
月
か
ら
山
羊
座
に
入
り
、
春
分

図
は
山
羊
座
の
24
度
あ
た
り
で
、
火
星
、

木
星
、
土
星
と
も
合
（
同
じ
位
置
）
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
山
羊
座
は
政
治
や

社
会
秩
序
に
関
わ
り
、
冥
王
星
に
絡
む

星
々
も
強
力
な
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
お
り
、

火
星
と
木
星
は
ほ
ぼ
完
璧
な
合
な
の
で
、

争
い
や
戦
い
が
促
進
さ
れ
る
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
地
象
の
星
座

の
山
羊
座
に
火
星
、
木
星
、
冥
王
星
、

土
星
が
近
接
し
て
い
る
の
は
、
地
震
も

招
き
や
す
い
配
置
な
の
で
、
日
本
で
は

関
東
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
等
の
大

地
震
に
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

海
王
星
は
2
0
1
2
年
2
月
か
ら
2

0
2
5
年
3
月
ま
で
、
自
分
が
支
配
星

（
そ
の
星
座
の
大
家
さ
ん
の
立
場
）
で

あ
る
魚
座
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
支
配

星
が
支
配
星
座
を
移
動
中
は
そ
の
パ
ワ

ー
を
1
番
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
、
海
王

星
が
魚
座
に
入
っ
て
か
ら
既
に
8
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
会
や
世

界
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出
て

お
り
ま
す
。
悪
い
面
で
は
水
害
が
増
え

た
り
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
が
多

発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
海
王
星

は
「
サ
イ
」
や
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
を

象
徴
す
る
星
な
の
で
、
人
間
の
霊
性
や

本
質
に
つ
い
て
の
関
心
や
探
求
が
深
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
は
2
0
1
1
年
3
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

「
人
間
に
と
っ
て
本
当
の
幸
せ
と
は
何

だ
ろ
う
?
」
と
い
う
テ
ー
マ
や
、
人
々

の
「
絆
を
深
め
た
い
」
と
い
う
想
い
が

強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
的
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
研
究

や
セ
ミ
ナ
ー
や
催
事
、
組
織
も
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
欧
米
で
は「
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
」
と
し
て
改
め
て「
瞑
想
」の
心

身
に
与
え
る
良
い
効
果
が
伝
え
ら
れ
た

り
、
日
本
で
も
ヨ
ー
ガ
や
仏
教
、
神
道

や
他
の
宗
教
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
も
人
間
の
霊
性
や

本
質
と
潜
在
能
力
に
つ
い
て
、
自
然
科

学
を
土
台
に
し
て
探
求
し
て
い
る
学
会

で
あ
り
、
見
え
な
い
も
の
を
探
求
・
測

定
し
、
理
論
づ
け
る
と
い
う
、
あ
る
意

味
で
は
二
律
背
反
の
困
難
さ
が
あ
る
の

で
す
が
、
自
然
科
学
の
辿
る
方
向
性
と

し
て
は
必
然
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

十
分
時
間
を
か
け
て
探
求
す
る
こ
と
で

真
理
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

2
0
1
5
年
9
月
に
国
連
本
部

に
て
採
択
さ
れ
たSD

Gs

（Social�
D
evelopm

ent�Goals

：
持
続
可
能
な

開
発
目
標
17
項
目
）
は
、
人
類
の
よ
り

良
い
未
来
を
創
ろ
う
と
い
う
意
志
で
す

し
、
日
本
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」

も
真
に
意
義
あ
る
も
の
に
向
か
え
ば
、

方
向
性
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
い

う
言
葉
の
よ
う
に
、
令
和
2
年
度
は
厳

し
い
時
期
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
海
王

星
の
示
す
、
よ
り
精
神
的
、
霊
的
に
高

い
生
き
方
を
目
指
す
流
れ
も
あ
り
、
今

後
人
類
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
な

が
ら
、
科
学
と
同
時
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
面
で
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「�

目
に
見
え
な
い
『
場
』
の
法
則

～
未
来
を
動
か
す「
場
と
い
う

妖
怪
」～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

�

（
A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
）

と
き
：
令
和
2
年
2
月
15
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容

今
は
米
中
戦
争
の
ま
っ
た
だ
中
で
す

が
、
こ
の
米
中
戦
争
が
世
界
を
変
え
て

い
き
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
新
時
代
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ

う
。
時
代
は
も
の
す
ご
い
勢
い
で
未
来

に
進
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
場（
ば
）」と
は
何
か
？

一
言
で
い
え
ば
、
な
ん
ら
か
の
力
に
よ

っ
て
満
た
さ
れ
た
空
間
の
こ
と
で
す
。

●� ●
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と
い
っ
て
も
何
の
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ

ん
ね
。
存
在
の
哲
学
で
あ
る
科
学
が
、

「
場
」
と
い
う
概
念
を
切
り
捨
て
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。「
場
」に
注
目
す
れ
ば
、

未
来
に
対
処
す
る
方
法
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
代
は
「
場
」
で
動
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
場
」
が
何
で
あ
る
か
を
理
解

で
き
な
け
れ
ば
対
処
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
た
と
え
「
場
」
が
何
た
る

か
を
知
ら
な
く
て
も
、
す
で
に
多
く
の

人
は
「
場
」
と
い
う
見
え
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
実

で
す
。「
場
」
に
は
型
が
あ
り
、
そ
の
型

が
共
鳴
し
な
が
ら
未
来
に
進
み
ま
す
。

「
場
」、
そ
れ
は
目
に
見
え
な
い
妖
怪
の

よ
う
な
存
在
で
す
が
、「
場
」に
は
階
層

が
あ
り
ま
す
。

宇
宙
の
「
場
」、
人
類
社
会
の
「
場
」、

国
家
の
「
場
」、
会
社
の
「
場
」、
地
域

社
会
の
「
場
」、
家
庭
の
「
場
」
が
混
沌

と
融
合
し
て
、
そ
れ
が
「
意
識
場
」
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
社
会
は
渦
巻
い
て

い
ま
す
。
陰
陽
師
、
忍
者
、
孫
子
、
み

ん
な「
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
達
人
で

す
。
華
僑
商
法
も
同
じ
、
ま
さ
に「
場
」

を
読
み
な
が
ら
「
場
」
に
乗
っ
て
い
る

の
で
す
。
彼
ら
の
共
通
点
は
姿
を
見
せ

な
い
陰
の
主
で
す
。

「
今
」
の
延
長
線
上
で
は
未
来
は
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
場
」
を
知

る
こ
と
で
未
来
が
見
え
て
き
ま
す
。
社

会
シ
ス
テ
ム
は
、
人
工
的
（
機
械
的
）

な
組
織
か
ら
有
機
シ
ス
テ
ム
（
生
物

系
）に
移
行
し
て
行
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

情
報
化
社
会
と
は「
場
で
動
く
社
会
」

で
す
。
意
識
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い

の
意
識
は
共
振
、
共
鳴
し
な
が
ら
、
た

え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
場
所（
物

理
的
な
場
所
と
心
理
的
な
場
所
）を「
意

識
場
」
と
私
は
呼
ん
で
い
ま
す
。「
意
識

場
」の
情
報
交
換
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
で
す
。
こ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
の
あ
り
方
が
、
組
織
を
活
性
化

し
た
り
不
活
性
に
し
た
り
し
ま
す
。

生
体
の
情
報
を
統
合
し
て
い
る
の
は

「
脳
」で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
ど
ん
な
組

織
に
も
必
ず
リ
ー
ダ
が
存
在
し
ま
す
。

今
ま
で
の
機
械
的
（
縦
型
組
織
）
な
組

織
か
ら
、
生
物
的
（
横
型
組
織
）
に
移

行
し
た
と
き
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
執
り

方
は
全
く
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
研
究

モ
デ
ル
が
生
物
系
で
す
が
、
生
命
は
臓

器
の
寄
せ
集
め
で
な
く
「
生
命
場
」
で

動
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
組
織
は
、
生
物（
有
機

シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
な
神
経
系
（
情
報

系
）の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
の
中
で
、

た
え
ず
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

◎
水
口
清
一（
み
ず
ぐ
ち
き
よ
か
ず
）氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全

国
の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅

の
行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。
潜
在

能
力
の
開
発�

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数
霊
、

場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開
発
、

瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法
な
ど

を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
研
修

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ

け
）」�

な
ど
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

前
世
療
法
の
現
場
か
ら
～
宇
宙
人
、

霊
界
、
天
界
、
未
来
世
、
胎
内
記

憶
…
見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル
～

　
　
　

講
師　

根
本　

恵
理
子�

氏

�

（
前
世
療
法
家
、
催
眠
療
法
家
）

講
演
内
容

前
世
療
法
と
は
、
催
眠
誘
導
と
い
う

言
葉
の
技
術
で
、
脳
波
を
深
い
リ
ラ
ッ

ク
ス
状
態
に
導
き
、
普
段
記
憶
に
上
る

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
残
り
続
け
て
い
る

「
記
憶
」
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
自
身
が
ア

ク
セ
ス
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
意
識
の

解
放
や
気
づ
き
を
導
く
手
法
で
す
。

見
え
て
く
る
の
は
肉
体
を
超
え
た
記

憶
で
あ
る
「
過
去
生
」
だ
け
で
は
あ
り



ある「内部刺激の場合（イメージ）」は先（前）に
意識することになる、と考えている。この仮定
を証明する為の実験には、有名な山本幹男、小
久保秀之、河野貴美子らの遠当ての実験結果

（2002, ISLIS、20−2、pp.331−336）がある。遠
当てとは、送信者の意念で、数メートル以上離
れている受信者（後ろ向き）に対し、非接触で、
急に激しく後退させる（倒す）現象で、サイ現
象の一種（マクロPK）である。2重盲検法試験
を用いており、40年にわたって訓練を続けてき
た師範同士の場合について、受信者と送信者の
間の反応の時間差を調べたところ、出現頻度の
3つの大きなピークがあった。差が0秒のピーク
の両側に、−42秒と+37秒の3つの山（ピーク）
が生じている。またそれぞれは統計的に1%有
意であった。これは、本報の提案として、…意
識が「壁」を通る時に、時間がかかる…を用い
れば、「行為」が先で「意識」が後（通常現象の
場合）と、「意識」が先で「行為」が後（イメージ
によるサイ現象の場合）を意味している（表して
いる）と判断する事にした。その他として、超
常現象（念写､ 念球など）の場合について、被

験者の意識とターゲットとの間の時間差を調べ
たところ、筆者らの透視・念写実検並びにメタ
ルPK実験の場合にも、時間差の値の大きさは
異なるが、同一傾向の結果が現われている。

（3）生体から放出される陰・陽のspin対
不安定性を持つ原子核内の中性子に、直接

に働きかけることが出来るのは、生体の皮膚
（チャクラ、経穴）から放出されるスカラー波（雲
状SPI-spin対群）であろう。臨床を伴う伝統的
な東洋医学、ならびに近年の本山博・博士らの
測定・実験（経穴）によると、体内の経絡を流
れる気（サイ）には、陰経（陰の気）と陽経（陽の
気）がある。気（サイ）放射時にはこの両者が拮
抗対峙して相殺ゼロが形成され、横波が縦波
に変化して、スカラー波（テスラ波）になって放
射されるのであろう､ と判断する。体外に出た
雲状SPI-spin対（光子）群は、陰と陽とが巴型
になった中性の状体なので、原子核の内外にあ
る電子等に影響される事が無く、直接原子核内
の中性子に達してエネルギーを得て、念力（PK）
を遂行させているのであろう、と判断している。

●� ●

ま
せ
ん
。
私
達
は
多
次
元
の
存
在
で
あ

り
、
人
間
と
い
う
あ
り
方
は
、
そ
の
ほ

ん
の
一
部
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
が
、
数

多
く
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
前
世
療
法
の
現
場
で
遭

遇
し
た
、
過
去
生
「
以
外
の
」
レ
ア
ケ

ー
ス
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
チ
ャ

ネ
リ
ン
グ
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
テ
レ
パ
シ

ー
、
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
と

も
共
通
す
る
、「
見
え
な
い
世
界
」
と
関

わ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
ま
し
た
。
意
識
の
扉
を
開
け
る
こ
と

は
特
殊
な
こ
と
で
も
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
重
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
ま
と
っ
て
い
た
「
前
世
」
を
、
明

る
く
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

な
お
講
演
会
の
前
後
に
大
阪
に
滞
在

し
、
前
世
療
法
の
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

受
け
付
け
、
実
際
に
催
眠
、
前
世
を
体

験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
や
チ
ャ
ネ
ラ
ー
の
方
に
と
っ

て
は
能
力
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
ヒ
ン

ト
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

◎�
根
本
恵
理
子
（
ね
も
と
え
り
こ
）
氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

前
世
療
法
家
、
催
眠
療
法
家（
ヒ
プ

ノ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）。
東
京
大
学
文
学
部

心
理
学
科
卒
。
心
理
学
者
を
目
指
す
も

挫
折
。
地
方
公
務
員
と
し
て
勤
務
の
か

た
わ
ら
国
際
中
医
師
A
級
取
得
。
東

洋
医
学
サ
ロ
ン
を
準
備
中
に
前
世
療
法

と
出
会
い
人
生
が
変
わ
る
。
2
0
1
1

年
よ
り
横
浜
市
鶴
見
区
で
前
世
療
法
サ

ロ
ン
P
A
D
O
M
A
を
オ
ー
プ
ン
。
自

分
自
身
の
見
た
前
世
を
報
告
し
た
ブ

ロ
グ『
私
の
前
世
療
法
』
が
人
気
に
。

2
0
1
2
年
よ
り
体
験
型
の
前
世
療
法

講
座
も
開
始
、
日
本
全
国
各
地
で
講
演

活
動
。
2
0
1
5
年
に『
月
刊
ム
ー
』上

で
辛
酸
な
め
子
さ
ん
の
漫
画
取
材
を
受

け
、『
魂
活
道
場
』に
掲
載
、
後
に
単
行

本
化
。
2
0
1
6
年
L
A
で
初
の
海
外

セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
同
年
N
Y
で
前
世
療

法
の
第
一
人
者
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ス

博
士
の
前
世
療
法
セ
ミ
ナ
ー
受
講
。
ア

ベ
マ
T
V
で
催
眠
誘
導
の
実
演
生
放

送
。
2
0
1
9
年
4
月
、初
の
著
書『
自

分
で
自
宅
で
見
る
～
セ
ル
フ
前
世
療
法

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
誘
導
音
声
付
き
）』
を

発
売
。
11
月
東
京
タ
ワ
ー
と
港
区
三
田

へ
サ
ロ
ン
移
転
、
東
京
と
神
戸
の
2
拠

点
生
活
を
予
定
し
て
い
る
。
著
書
に『
セ

ル
フ
前
世
療
法
』（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
社
・

1
5
0
0
円
税
別
）、『
魂
活
道
場
』（
学

研
プ
ラ
ス
・
1
2
0
0
円
税
別
）な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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（1）はしがき
マクロ念力（PK）は、心（意識、無意識）と物

質が、直接に情報・エネルギーを交換する現象
であり、仲介する物質をサイ（気）と言う。古く
から、広く知られているが、心が不明なので、
現在でもその機構を説明する事はできない。本
稿では、PK現象（透視）に及ぼす意識の役割に
ついて、定性的な立場から、初歩的な検討を試
みる。

（2）意識と無意識の役割
意識は大脳皮質が司る理性・知性である。意

識｛1｝は移動型の陽（+）で魂（コン）、意識｛2｝
は固定型の陰（−）で袙（ハク）、一般には前者は
意識、後者は無意識という。心は意識と無意識
から構成されている。サイ現象は、多くの場合、
イメージ（意念）の指示に従って生起してくる場
合が多い、この時、意識と無意識の果たす役割
が問題になる。

山下裕人師（少年時）の透視を視る。透視は
肉眼を用いないで物を視る行為である。遮蔽
物を用いて肉眼が機能しない様にしておいてか
ら、「視よう」と努力しないと透視現象は起きて
こない。具体的には動機付け、意欲、感受性、
興味（好奇心）、リラックス集中、自然な雰囲気、
ゲーム感覚、等についての凖備が必要であり、
これを意識が担当している。呼吸法や瞑想法な
どを用いて、脳活動の自由度を制限して（脳波
を7～8Hz程度に）、イメージを続けると、無意
識が機能してくる。「視たい」ということで、ゆっ
くりした呼吸に合わせて、意念を集中する。暫
くすると（約5秒程度）、サイ（気）の光が向側か
ら「パーン」、「パーン」と断続的にやってきて、
額の前（前頭葉）付近に映画のスクリーン状の
メンタルスクリーン（幻覚）を「スー」と形成させ
る（出てくる）。あとで、総合判断すると（推定）、
この光は陰・陽の生体内を流れる微細身素粒子

（サイ）と同種であるらしい。この上に透視対称
物を写し出して、心で、視ることになる。

対称物の判断が容易な「画像、文字」の場合

には（簡単な文字、数字等）、肉眼と同じように
視える（多分、右脳の新皮質利用）。複雑であ
り、判断が難しいと思われる「難しい画像や文
字」（左脳の判断が必要）の場合は、鏡像（左右
が逆）にみえる場合が多い。しかし、まれには
レンズ状（倒立像、鏡が上にある）になる事もあ
る。この時、意識してみる肉眼視の場合を「此
方から視る」とする。非肉眼視の透視の場合は

「向こう側から視る（つまり鏡像）」であり、両者
を隔てる「壁」の存在が判断される、意識の向
こう側にある「壁」を介して、無意識の世界の
在ることが推定できる。このメンタルな「壁」を、
通常は、抗暗示障壁と呼んでいる。

一般の場合の一例として、カリフォルニア大
学脳神経学者のベンジャミン・リベット（1990
代～現在）の場合をみる。品物を動かそうとす
る意識と筋肉や運動野の神経活動との間の時間
差（タイミング）を測定したところ、「動かそうと
する意識」よりも「実際には、0.35秒先に活動し
始めている」、という結果を得た。慶応大学の
ロボティクス学者の前野隆司は、手のひらの触
覚の研究において、タッチとしての接触（意識
に昇らない）と把握力（意識している）の関係の
実験・解析から、結論として「無意識の触覚が
先にある。意識とは、無意識が処理した事柄を
結果として把握する為の装置である。つまり意
識とは脳中の幻想（illusion）である」と言う意味
の「受動性意識仮説」を提案している。さらに
認知科学者の茂木健一郎は「意識は行動を後追
いする幻想ではあるが、クオリア（質感）をもっ
ている」と主張している。

これらの現代科学（通常現象）の研究による
と「意識は行動を0.35秒後追いしている」という。
これは行動の情報が「壁」を通るのに0.35秒か
かったのであろう。これに反し、まず、イメー
ジ（内部情報）した後で、「壁」を介して行動に
移る場合は、逆に約0.35秒先になると考える。
つまり、意識｛1｝が「壁」より上の脳内新皮質に
ある通常の「外部刺激の場合は」後で、意識｛1｝
が「壁」より下の無意識域（旧皮質、古皮質）に

念力（透視）現象生起時の意識（ASC、無意識）念力（透視）現象生起時の意識（ASC、無意識）
栗田　慶祐



れる。ネズミにおいても、「工事前、船の沈没、
火事発生があると、逃げたり大移動する」とい
う話が古来からあり、これは地震だけでなく、
色々な災害をも予知する高い能力があるのでは
ないかと思われる。

カラスも、地震前には異常に騒ぐ、攻撃する
等の異常行動をとると言われているが、鳥類の
中では一番脳が発達しており、地震への感応も
鋭いのではないかと思われる。また、脳細胞内
には磁石があるが、これにより磁気の異常を呈
する地震等の感応度も高いのではないかと考え
られる。

ゾウの津波を察知する能力については、スリ
ランカ地震時に既知のとおり津波発生前に高台
等に逃れ、被害に遭っていないと証明されてい
るがその理由は解明されていない。

これら動物の、一つ一つの地震事例をみると、
「地震発生前に、動物達は異常行動をしている」
という結果を出さざるを得ないのではないか。
検証をするうえで、動物予知の難しさはあるが、
動物と常に接している飼い主、動物の飼育員等
は日常の動作、挙動から異常に気がつき、後講
釈ではあるが「やはり、予知していた」と評価し
ているようである。ただし、動物の異常に気付
くべき人間も動物であることから判断に幅があ
り、例えば地震に敏感であり注意を払い動物の
行動にも意識を払っているタイプと、何も感じ
ない、このことに無関心なタイプでは、結果が
大きく変わって来ると思われる。

また、動物界の頂点に位置する人間は、地震
予知が出来るかということになるが、昔から世
界各国の霊能者、占星術師の一部の人達により
予知・予言されているが、結果についてはまち
まちで判断は分かれる。この様に、人、動物共
に地震予知についての事例等が多いが、評価
については難しい。従来、伝えられている「動
物が、鳥が騒いだ、逃げた」等では、他の事例
でも考えられ、地震予知と結びつけることは難
しいことから、今後の動物による予知について
の検証方法としては、地震計と同様に同一地区

（施設）に、同一動物を24時間体制で、長期間
計測することと、動物体の心拍、血圧、血液成
分を適時検診し、異常時前後における動物体の
生理と、日常生活の観測結果を、地震計等によ

り観測しているデーターと比較検討をしていく
ことにより、いわゆる科学的な裏付けのある「動
物が予知をする。」となっていくのではないか。

まとめ
ネズミ、ゾウ、犬等の動物及びナマズ等を含

む魚類や、過去の事例の検証では、確かに地
震発生前に異常な行動をとっている。しかし、
動物である人間が各予知現象を見ても、その現
象を判断できないケースから、全ての「動物は
予知する」と言い切ることは難しい。だが、地
震発生前には多くの動物、魚類が異常行動をと
り、また雲等にも異変が見られ観測もされてい
ることから、検証の仕方によっては地震予知は
可能といえる。ただし、人間だけの予知につい
てみると、昔から世界中の霊能者、占星術師が
地震について予知、予言しているが、結果につ
いてはやはり判断が分かれるところである。

また、霊能者某氏の話で昆虫、鳥等に「高い
所に巣を作りなさい。｣と教え、水没しないです
んだということと、低いところの巣作りは地震
等が多いとの話についてみると、これは我々人
間が認識できない摩訶不思議なことと判断せざ
るを得ないが、巣作り等の現状を確認すれば有
り得ることであり否定は出来ない。

今後、「動物の地震予知」を予知学として位
置付けするのには、例えば、動物達が電磁波を
察知して異常行動を起こしても、これが地震に
よるものなのか、他の電気製品等の原因等によ
るものなのか、また察知しても発生年月日の特
定ができるのか、判断が難しい。そこで、多く
の科学的データーを宏観異常現象観測として長
期に亘り、積み重ねて因果関係の説明が明らか
にできることと、前兆現象があっても、類似の
現象との比較検証が可能でなければならないこ
とは、地震予知の条件となるであろう。

また、動物等の行動では、平時の特異行動と
異常時での行動パターンについて、規則性があ
るか、特異の行動を呈する共通現象等があるの
かを明確な形で説明、提示することが必要であ
り、これ等の検証が無くては非科学的なものと
して扱われ、「そういえば」的な伝承に止まざる
を得ない。そのため、多岐にわたる現象を科学
的見地から解析し「地震予知学」までに位置付
けして行くことが必要と思われる。
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安定等の症状が目立った等の動物診断がされ
た。このことは、地震は人間の精神面に影響を
与えるが、同じく動物にも大きな影響を与えて
いるということが分かる。

2004年12月29日に、スマトラ島沖にM9の
地震が発生し、これに伴う津波では、インド洋
沿岸諸国で30万人以上、スリランカでは2万人
以上の犠牲者が出たが、ヤラ国立公園内に生息
している野生動物（ゾウ、ヒョウ等）は、津波が
発生することを事前に分かっていて高台に逃げ
たためか、これらの死骸は発見されていないと
報告されている。2007年3月25日発生の能登
半島地震では、輪島市門前町地区で本震前に

「バリバリ、ドン」という異常音を住民が確認し
ていたことがあった。

さらに、「ここ2～3ヶ月能登半島西側で魚が
釣れなかったので、地震が起きるのではないか
と思っていた」との話もあった。これらは、事例
報告であるが、国内の民間に言い伝えられてい
る、主なものを述べると、①井戸から、音が聞
こえたり、水位が著しく変動する。②龍のよう
な雲が、立ち上がるときは地震が近い。③朝焼
けの、太陽の光柱現象は前触れ。④夜間、昼
間のように明るい時（発光現象）。⑤日中、カラ
スの大群が移動、異常に騒ぐ時は地震の可能
性がある。⑥大地震前には、磁石に付いていた
鉄片が離落する。⑦地震の前には、ネズミが居
なくなる。⑧雉が騒ぐ時。⑨海、川等で魚類を
見なくなり、又、地震の前は大漁あり。⑩ナマ
ズが多く獲れる、多く跳ねる時。等の地震を予
知していると思われる多くの伝承がある。

2011年3月11日に発生した、東日本大震災後
に調査を岩手県、宮城県、福島県の動物関係
者に聞き取りを行ったが、この震災が余りに大
きかったためか、記憶として残っていないよう
であった。また、多くの動物達が飼い主ととも
に流されてしまい、聴取することが困難であっ
た。この地震については、従来の地震と異なり、
地震計にも示されているように、前触れがなく
突然大震災が起きたため、人はもちろん動物た
ちも予知できなかったのかとも考えられた。

日本だけでなく、世界での地震前の動物達の
異常行動についての報告は、殆どが似通ってい
るが、これらから「動物達が予知行動をしてい
る」という解釈をすることが出来ることと、各国

での諸現象の申し合わせは有り得ないため、そ
こには作為的意思が入り難いと考えられること
から予知現象を肯定的に考えたい。宏観異常現
象を否定論的に見れば、例えば、1975年中国
海城では、前震である微震が続いていたから、
地震を事前に察知していたとの解釈がされてい
る。しかし、宏観異常現象観測による地震予知
を否定するだけでは、震度計測定等を含む総合
的な地震の予知学としては進歩していかないこ
とから、諸現象を課題として取り入れ、科学的
に解析していくことにより、地震予知としての
位置付けが出来るのではないかと思慮される。

異常な雲が見え、地震が発生しそうだとの視
覚的現象判断により予想された時、結果として
数多くの地震発生を的中させている。だが、ア
カデミズムでは飛行機雲を含めた他の雲との鑑
別が困難であると、地震雲を否定評価している。
絶対的な肯定、否定から入るのではなく、なぜ
地震雲の発生が起こるのかを、科学者としては
検証しなければならず、それがなければ地震予
知の究明には程遠くなっていくと考える。

犬・ネコが、他の動物より地震に強く感応す
るというデーターがあるが、これらは常に人間
の側にいて、観測しやすいために、データーと
して高い数値になったとも考えられるが、各地
の報告をみれば、確かに予知していると思われ
る結果が出されている。

なぜ、人以外の動物に感応する能力が強い
のかは推定の域を出ないが、犬と人を生理的
能力で比較してみると、犬は人の3～4才位の
知能を持っており、ある程度の認識が可能で
ある。聴覚は、人（16～20 ,000Hz）、犬（65～
50,000Hz）であり、犬は高い音に敏感で、人の
何倍もの高い能力を示している。嗅覚では、嗅
球細胞が、人（500万個）、犬（1～2億個）から、
臭いに対して犬は桁外れの能力を持っているこ
とになる。そこで、これら以外の能力を含めて、
犬は地震に対して、人には感じない特別な能力
を持っているのではないかと推定される。

ナマズでは、他の魚類と比較し生理的にも鋭
い感覚を保持し、地震への感応は鋭いと思われ
るが、「古来から、ナマズは地震を感じる」とい
う伝承としての位置付けからも、ナマズについ
ては今後研究の必要性が十分にあると思慮さ
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利用して観測し予測する。④ナマズ等の魚が地
電流を、ハト、カラス等の鳥は磁力を感じるこ
とにより予知する：地下岩盤に電圧が発生する
と、地表に電流が流れ地電流となるため、これ
を感じて「ナマズが暴れる」「ヘビ、動物園のワ
ニが騒ぐ」「ミミズが地表に出てくる」等の特異
現象が起こると考えられている。また、ナマズ
が、電気感覚に特に敏感な能力があるとされる
のは、餌である小魚の捕食と、縄張りに対抗す
るため同類のナマズの電位を感じる感覚が（浅
野はナマズの電気感覚が、10～20Hzの電場
に強く反応するとしている）、他の魚類より鋭く
なっているためではないかとされている。この
時、地下岩盤に電圧が発生すると異常に磁場が
発生することから、ハト、カラス等の感磁能力
の強い鳥は、逃げる、騒ぐという状態になると
されている。この鳥、魚の状態を見る、または
観測することにより地震発生を予測する。⑤動
物による予知：地盤構成岩石の花崗岩等が、圧
電効果により電気エネルギーを発生させ、地中
の岩石層から電磁波が発生する。そして、動物
達はその電磁波を察知し地震を予知するのでは
ないかと考えられている。

1988年12月マグニチュード6.8、死者2万5,000
人を出した、ソ連アルメニア地震の地震予知調
査では、犬36%、ネコ17%、鳥15%、ネズミ
9%、魚5%が地震を予知していたとされている。

麻布大学太田教授は、地震前に異常行動を
起こすのは動物が微弱電磁波を敏感に感じるた
めとした実験を実施しており、感じる度合いは
犬20%、ネコ30%の割合であるとするデーター
を出しているが、さらに情報を集計する必要が
あるとしている。

発生例からみると、1855年の安政大地震直
前では、ナマズを獲ろうとしたが、騒ぐため獲
ることができなかったことから、「地震がある」
と記録されている。中国では宏観異常現象の調
査を、30年前から続けているといわれており、
その中でのハト観測では、ハトが夜間でも騒げ
ば異常ありとしている。また、ネズミが群れで
移動、時期はずれのカエルが出現、魚が浮き上
がるなどのケースがあるのは、地震が発生する
予兆であると観測がされている。

1923年9月の関東大震災では、大砲のよう
な大音響があり、大島の噴火が夜中にことさら

目立っていたと記録されている。1975年中国の
海城で、マグニチュード7.3の地震が発生した
が、中国国家地震局が宏観異常現象として、動
物の異常行動のデーターを集め、予知に成功し
被害を最小限に止めることができている。しか
し、翌年の唐山地震では理由は不明だが予知は
失敗し、24万人以上の犠牲者を出している。

1944年のカリフォルニアでは、犬が突然意
味も無く吠え、猫は異常に臆病になり、鳥はカ
ゴの中でこれも異常に飛び回っていたのが観測
されている。また、1999年のギリシャ、トルコ
の地震時にも、同現象が起きていたとの報告が
あった。

1993年5月静岡県伊東市の群発地震では、A
バナナ・ワニ園のワニが騒ぐ、源泉温度が上昇
したと観測されている。同年7月の北海道奥尻
島地震では、多くのネズミ、ヘビが出現する等
の異常が見られた。

1995年1月17日6,000人以上の犠牲者を出し
た、M7.2の阪神大震災では、①神戸市西区に
ある家の周辺から、カラスが2週間ほど前から
居なくなった。②S水族館のイルカが、水中か
ら逃げようとする等の異常行動があった。③明
石海峡大橋付近海域では、小魚の死骸が多く
浮き上がった。④1ヶ月前の徳島県南部では、
イカの記録的大漁があった。⑤神戸市立O動
物園では、2～3日前にアシカが異常行動（地電
流を、人は20V/m程度で反応するが、アシカ
は、0.5V/mでも敏感に反応するためと思われ
る）を、起こしていたのを館長が確認している
等、多くの異常現象が報告されている。そして、
地震後にK市獣医師会に、「動物の地震予知に
ついて、何か感じることはあったか」のアンケー
ト調査を実施した結果、①鳥が一晩中鳴いてい
た。②犬が吠えたり、鳴いていたりしていた。
③犬が、地震前夜は寝ていなかったり、暴れた
りして行動が普通ではなかった。④猫は怯えて、
押入れから出なかった。⑤普段おとなしい猫が、
地震発生の数時間前に暴れだした等の回答が
あった。そのなかで、地震の2日前から犬の動
きがおかしいので、地震が来ると思い地震に備
えた人がいた、との報告がされている。

また、「地震の後」のアンケートでは、①余震
に怯える犬が多かった。②犬猫のストレスが原
因と思われる、食欲不振、下痢、嘔吐、精神不
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ル街の巣へ帰れるのか。そして、渡り鳥では、
他のグループと連絡もしないのに、時季、月日
を同じく、しかも、遠い距離の道を間違えず同
一種族が一緒に移動していることについて、気
温、風、太陽を見て、果ては星を見て移動する
等と説明がされているが、渡り鳥達にそれだけ
の天文学の知力が本当にあるのかと考えてしま
う。これらについて、本能だと一言でくくって
しまえば簡単だが、今の科学は一応、答えを出
しているように考えられるけれど、十分に説明
出来ないことが多くあり、先ほどの「大霊の声
で、高いところに巣を作りなさい。一緒にこう
しなさいと言われ、動物達が素直にそれに従い
行動する」と解釈する方が、適切な回答になる
のではないかと思われる。

幾つかの事例を挙げてみたが、動物達は生
活の中で生死が日常にあるため、火事、地震、
また敵の攻撃を未然に防ぐためのある種の能力
を必要とし、そして家族、種族の下へ帰り、子
孫、種を増やしていく行為に必要とする、人間
から見たならば超能力と言われるものを普通に
持っているが、その能力は人間が進化過程で遠
い昔に忘れてしまっているものなのであろう。

次に、地震についての動物予知を含めた宏
観異常現象についてみると、地震国である我が
国は、地震の研究及び観測を実施しているが、
冒頭に述べたように未だ地震の予知はされてい
ない。

だが昔から、「地震の発生する前に、ネズミ
が居なくなった」「不思議なほど、魚が大量に獲
れた」「井戸の水が枯れた」「天空に、異変が見
られた」等の地震予知と思える伝承があり、こ
れらは枚挙に遑が無い。

そこで、宏観異常現象といえるものは地震の
予知としてはたして可能か、どうかについて、
予知現象とされている現象をいくつか挙げてみ
てみたが、特に動物の予知についていくつか調
査したものを報告する。

地震につい過去に発生した世界の地震発生
情報から、動物がどのように地震を感じたかに
ついてみてみると、その中で動物が地震を事前
に予知していたと思われる事柄が多いが、なぜ、
地震が発生する前に探知できたのか（動物が、
感じていたと思われる反応）、各地震例をあげ

て述べたい。地震は、一般的に地殻の上部マ
ントルのプレートにひずみが生じ地震波となり、
大地に振動を起こすと考えられているが、世界
的に地震の予知は不可能とされ、メカニズムは
まだ十分に解明されていない。

歴史的な地震発生の記録を見ると、416年7
月に奈良で発生したと日本書紀に書かれてお
り、これが史記に記載されている最初の記録と
なる。また、976年に京都中心に発生した地震
は、御所、寺社等の倒壊等被害甚大であったた
めか、天禄から貞元に年号が改元されている。
規模では、1596年近畿地方で発生した地震が、
4万5千人以上の死者、伏見城天守閣、方広寺
大仏殿の倒壊をおこしている。この様に、地震
は大地が揺れる、損壊があるのはさることなが
ら、多くの死者も伴うため、昔から恐れられて
いる災害のため、地震予知について、日本だけ
でなく、外国においても、いろいろな角度から
研究されているところである。次に、地震予知
を証明するといわれるものについて、各々研究
されているところであるが、岡山理科大学弘原
海（わだつみ）教授は、地震前の犬が鳴く、猫
が騒ぐ、月の色、又、雲が異常等の宏観異常
現象の調査研究を進めていき、地震前の動物の
異常行動等を地震予知として活用すべきである
と提言している。

主な宏観異常現象からの予知
①地震雲観測による予知：地下岩盤の圧電現
象により、大気に高電圧がかかり、地磁気の中
を帯電した水蒸気が風により、収縮する方向に
集まり、上下に発散収縮の力が加わり、これが
大気層の水蒸気を特異な形の雲にして、地震雲
になるといわれている。そして、この地震雲を
観測することにより、地震の発生日と地域を予
測できるとされる。②ラドン検出による予知：
岐阜大学では、観測システムによりラドンの検
出調査をしている。放射線医学総合研究所石
川徹夫博士は、1995年の兵庫県南部地震前（以
下、「阪神大震災」という）に、大気中のラドン
濃度に大きな変化が見られたことから、今後、
ラドンを測定することにより地震予知へ活用す
ることが可能として研究をしている。③FM電
波の異常により予測する：上空の電離層に異常
が起こり、FM電波の到達距離が異なることを
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ンの色調として見え、しかし、その見える視力
等はかなり幅があるのではないかと思われる。

例えば、猫、トラ等の視力は0.2程度である
が動体視力には優れていると言われており、ま
た夜行性だけに夜間の物体を見分ける能力は人
間よりは優れていることから、可視光線の見え
る範囲は分かっている（波長380～750nm）以
上に見ることのできる能力が広く、そのため人
間には見えない霊魂等（霊魂の波長は不明）が
見えるため、カラス、犬、猫等の動物が異常な
鳴き声を挙げたり、行動をしたりするときに人
が死ぬと言われるのではないかと推定する。

ただ、この見えるという能力も人を含めた動
物が狩をし、生きていく上に必用とする能力で
あり、動物からすれば通常の能力であって、人
間だけが太古には持っていた能力が退化したた
め分からない、見えないというだけと思われる
のではないかと考える。

心霊家の某氏が以前話されたことだが、ア
リ、蜂、鳥等、巣作りの時には例年より高いと
ころに巣作りをすることがあるが、その年は必
ず大雨などが降ることが多いのだが、それは人
間の我々には分からないが昆虫、鳥などには「ど
こからともなく、大霊の声で、高いところに巣
を作りなさい」と教えられるため、巣が水没す
ることなく、又、低いところの巣作りの年では
地震などが多いと話されていた。

猫は、古来より人の心を読むためか（テレパ
シーによると思われる）主人が何kmも離れてい
ても、その場所が分かっていると言われている。
また、夜行性なので独自の世界を持つような印
象を与えていて、江戸中期の「和漢三才図絵」
では、10歳以上の長寿の猫の尾が2股に裂け
た猫股の怪猫となって、化けて災いをなし、暗
がりで火花を発したり、油をなめるなどの妖を
なすと説明されている。さらに、葬式で死体を
奪ったり、死体を躍らせたり、犬、人を食った
りすると、林羅山の「つれずれ草野槌」に書か
れている。

｢甲子夜話｣では、高木伯仙という医師がいて、
ある夜、枕元で音がするので目を覚ますと、飼
い猫が首に手ぬぐいを下げ、立ち上がり、踊っ
ているので刀で斬ろうとすると逃げたと言う。

これらの話が芝居にもなったりして、有名に
なったので、以来、猫の飼い主は猫股にならな

いように尾を切ったり、子猫が生まれ尾が長い
のが居たら、それを捨て、短い尾の猫だけを育
てたので、和猫といわれる短い尾の猫が種類と
して位置づけられるようになったようだ。他に、
三毛猫の雄は、船乗りが船の守り神として特に
大切にしているが、これは、三毛猫に、ある種
の船災害の予知能力があり船を守るためかもし
れない。

ネズミでは、予知能力があるからか家が火事
になる前には、ネズミが居なくなり、後で「そう
だったのか」と言われている。以前ある霊能者
の方から、「夜中に、鴨居を走るネズミを見て
いたら、途中、ふっと居なくなり、別の鴨居の
場所を走っていた」と聞いたことがあった。こ
れはテレポテーションかと思われるが、いずれ
にしても人間からみれば動物達は皆不思議な能
力を持っていると思われている。

飼い犬、猫が飼い主の所へ戻ることについて
だが、何キロも離れた飼い主のもとへ、何日も、
何年もかかって、帰ってくる例が数多く報告さ
れている。これについての話は、国内、外国を
問わず多くあり、心情的にはいとおしく、うれ
しい事例だが、帰ってくる理由は、飼い主との
テレパシー、臭い、体内磁石でなどと、こじつ
けて科学的っぽく説明されているが答え的には
不明である。犬、猫の帰巣本能では、飼い主と
のテレパシーと考えられ、ニューサイエンティ
ストでは、動物が一種のマイクロ波により、交
信するとしたテレパシーを使うとの説が掲載さ
れている。

テレパシーについて、「人の思考を犬が受け
行動するのは、犬と（猫も同様だが）人間との共
有の感受性のようなものが働いている。」とアメ
リカのギルバート博士は述べている。また、ソ
連のドワーロフ博士は、テレパシーは脳から出
る電磁波であると述べている。鮭が、誕生した
川へ回帰すると言うことについてだが、現在の
説明として生まれた川に帰るのは「川の臭いで」
と言われていているが、多くの川の水が流入し
て混ぜられた海水の中から、どうしてその川の
水だけを選別できるのか。そして、鳩は磁気を
感じる細胞の能力が高く磁気を感じて、又、紫
外線を見て、地形を認識して巣に帰る等と言わ
れるが、なぜ磁気をも狂わせる電磁波の多いビ

●� ●
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はじめに
2011年3月11日の東日本大震災から、早いも

ので9年が過ぎている。震災の記憶は、人々か
ら表面的には薄らいできているが、その痛み、
恐れは深く心に刻み込まれ、忘れることはでき
ない。地震の恐怖は、昔から怖れられていると
おり、地震・雷・火事・親父と伝えられるよう
に消えることはないと言える。

その恐怖感からか、また大震災が近いうちに
発生するのを知っているためなのか分からない
のか、NHKでは何回にもわたり地震災害の特
番を打っていた。なお、注目されている東海・
東南海・南海地震は、想定東海地震と東南海
地震、南海地震が同時発生するという南海トラ
フにおける連動型巨大地震のことをいう。南海
トラフでは、過去に100～150年程度の間隔で
巨大地震が繰り返されているから、時間的にみ
ればいつ発生してもおかしくない状態と言える。

地震国である日本は、地震は常に発生してい
ているだけでなく、いつ大きな地震が発生する
かもしれないことから、東京大学を中心に地震
予知研究に力を注いでいるが、いまだ何十年先
には発生する可能性があるとかの、現実とは乖
離した報告しかない。

地震予知と言えば、人々が避難する必要から
1週間、3日位前までには通知されるのが予知と
も思えるが、海洋プレートの状況にこだわるた
めか、多くの予算、年数をかけて調査はしてい
ても、今後も予知はできないのではないかと思
われる。

宏観異常現象
まず、動物のその特異な能力についてみると、

数多く挙げることが出来るが、その幾つかを述
べてみると、宏観異常現象からの地震予知とし
て、古来より地震の前にうなぎが暴れる、犬猫
が異常行動をしたあと地震が起こったとする現
象についてだが、その地震予知については多く
の説が有る。その説の一つは、地下岩盤を構
成する花崗岩等に圧力がかかり地震が起き、そ
の時の圧電効果により電気エネルギーを発生さ
せ、地表であれば地表に電流が流れ、他の魚
類より電位を感じる能力の高いうなぎ、ワニ等
が反応し、地上においては電磁波を生じること
で、カラス、ハトなどの感磁能力の高い鳥類、
犬猫等がその異常を感じ取ることにより地震を
予知していると考えられている。

ただ、これは人間から見た場合、予知してい
ると解釈をすることになるが、動物達からは、
ただ普通に持っている能力で感じているだけ
で、感じなければ生存していけないという当然
の能力であると解釈できる。

その能力について、科学的に研究している組
織もあるが、今日においても国内の地震学者は
国内外を問わず動物の地震予知については懐疑
的であり、この分野における研究は進んでいな
いのが現状である。

次に、カラスが屋根で鳴くとその家の人が亡
くなるなど、人の死を予知すると言われている、
人間の死の事前感知についての検証であるが、
本来動物は夜行性であるから、我々人間が太陽
下で見えるカラーの世界（400～800nmの範囲
の可視光線）は必要なく、夜間の色のモノトー

地震の動物予知地震の動物予知
三好　一郎



七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
2
年
7
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
再
度
感
染

が
拡
大
し
、
第
2
波
が
来
た
場
合
は
、

7
月
以
降
の
本
部
例
会
、
分
科
会
等
は

中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
公
式

サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
登

録
者
の
み
）
で
、
開
催
の
可
否
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
必
ず
開
催
日
前
日

も
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�
8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

◎�

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
十
月
第
29
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
七
月
研
究
集

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎�

第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
31
年
４
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
念
写
を
成
功
さ
せ
る
為
に（
そ
の
1
）

◎
心
霊
相
談
に
関
し
て
の
質
疑
応
答

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

6
月
の
通
常
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
、
9
月
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

再
度
お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
す
。

今
回
は
正
会
員
・
維
持
会
員
の
み
、

通
常
総
会
出
欠
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
9
月
12
日
（
土
）
ま
で

に
必
ず
、
ご
返
信
願
い
ま
す
。

ま
た
、
前
回
の
ハ
ガ
キ
で
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
登
録
希
望
を
確
認

致
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
未
登
録
な
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の
で
登
録
し
た
い
」
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

た
方
で
、
ご
自
分
の
ア
ド
レ
ス
を
左
記

の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
て
い
な
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
是
非
「
会
員

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」
と
書

い
て
、
送
信
願
い
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

さ
ら
に「
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」

へ
の
登
録
は
希
望
さ
れ
な
い
方
も
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
本
部
例
会
中
止
の

よ
う
に
、
緊
急
の
お
知
ら
せ
を
送
信
し

た
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
右
記
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、「
緊
急
メ
ー
ル
の
み

送
信
希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男�

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で
学

術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
悟

り
」
と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、

ブ
ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た

の
で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、

政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人

類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�

D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年

間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
24
日
（
土
）
北
と

ぴ
あ
第
一
研
修
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。



●❸ ●

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

変
更
後
の
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
免
疫

力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
含

め
て
～
」と
な
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
 F 

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
ら
れ
る

場
の
医
学
健
康
法

　
　
　
　

講
師　

生キ

一イ
チ　

智ト
モ

之ユ
キ�

氏

日
時　

令
和
2
年
7
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
（
開
場
午
後
1
時
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
14
回
U
F
O
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人（
ホ
モ
＊
コ
ス
ミ

ク
ス
）」

日
時　

令
和
2
年
7
月
23
日（
木
・
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　

ス
カ
イ
サ
ロ
ン

　
　
　
（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

�

会
員�
1
千
円（
日
本
サ
イ
科
学

会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
60
歳
以
上
・
学
生
）、

　
　
　

一
般�

2
千
円
、
宇
宙
人�

0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

人
生
に
奇
跡
を
起
こ
す
サ
レ
ン

ダ
ー
の
法
則

　
　
　
　
　

講
師　

刀
根　

健�

氏

日
時　

令
和
2
年
10
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�

二
千
円　

学
生�

一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。



内
容本

講
演
で
は
、
私
が
肺
癌
ス
テ
ー
ジ

4
B
状
態
か
ら
の
生
還
に
よ
っ
て
体
験

し
た
、
サ
レ
ン
ダ
ー
の
法
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
9
月
に
肺
癌
ス
テ

ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
、
様
々
な
経
緯

か
ら
標
準
医
療
で
は
な
く
代
替
医
療
を

選
択
、
約
9
か
月
間
に
わ
た
る
必
死
の

努
力
も
む
な
し
く
癌
は
全
身
（
脳
・
両

目
・
リ
ン
パ
・
両
肺
・
肝
臓
・
左
右
の

腎
臓
・
脾
臓
・
全
身
の
骨
）
に
転
移
し

ま
し
た
。

や
っ
て
や
っ
て
や
り
尽
く
し
て
、
そ

れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
と
い
う
状
況
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
我
（
エ
ゴ
）
が

崩
壊
し
、
不
思
議
な
境
地
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
絶
望
で
は
な
く
、
解
放

で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね

る
（
サ
レ
ン
ダ
ー
）」
状
態
に
な
る
と
、

不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
り
、

そ
の
約
二
か
月
後
に
は
全
身
に
転
移
し

て
い
た
癌
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
癌
に
な
っ
た
原
因
も
含
め
、

サ
レ
ン
ダ
ー
状
態
の
と
き
い
っ
た
い
何

が
起
こ
り
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
未
来
を

引
き
寄
せ
た
の
か
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

奇
跡
を
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
を
体
験
談

の
中
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
我
（
エ
ゴ
）
や
思
考

を
弛
め
る
方
法
な
ど
奇
跡
を
呼
ぶ
「
サ

レ
ン
ダ
ー
の
法
則
」
を
皆
さ
ん
に
体
得

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
刀
根
健
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

O
FFICE�LEELA

（
オ
フ
ィ
ス�

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大

手
商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、

防
衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を

始
め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を

中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
二
万
人
以
上

の
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
指

導
・
育
成
を
行
な
い
、
3
名
の
日
本
ラ

ン
カ
ー
を
育
て
る
。

　

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8

年
に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA

を

設
立
、
現
在
に
至
る
。

著
作
「
僕
は
、
死
な
な
い
」（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
2
0
1
9
）

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」

（
フ
ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版　

2
0
0
8
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

佐
々
木　

茂
美�

氏

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
花�

氏

　
　
　
　
　
　

苗　

鉄
軍�

氏

生
命
の
循
環
と
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

素
粒
子
の
世
界

����　
　

��

講
師　

佐
藤　

禎
花�

氏

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
代
表

最
初
に
何
故
私
が
月
を
撮
る
よ
う
に

な
っ
た
か
を
申
し
ま
す
と
、
21
世
紀
は

月
読
尊
（
つ
き
よ
み
の
み
こ
と
）
様
の

時
代
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
て
、
そ

れ
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
大
事
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
臓
器
も
そ
う
で
す
が
、

今
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
も
や
っ
て
お

り
ま
す
、
人
体
の
不
思
議
と
い
う
こ
と

で
、
細
胞
が
す
べ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
あ
っ
て
、
臓
器
を
造
っ
て
い
く

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
の
で
す
。

今
回
本
に
載
せ
て
い
る
写
真
全
体
に
、

「
月�

生
命
誕
生
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
た
の
で
す
が
、
月
の
周
り
に
多
く

の
小
球
体
が
飛
ん
で
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
は
月
の
オ
ー
ブ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

月
の
外
側
か
ら
、
玉
が
一
個
入
っ
て

受
胎
す
る
状
況
が
起
こ
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
玉
が
中
に
入
っ
て
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
形
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が

人
の
形
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
な
が
ら
、

最
後
は
波
に
な
る
の
で
す
。

だ
か
ら
「
生
命
誕
生
」
と
い
う
名
を

つ
け
た
の
は
、
誕
生
し
た
も
の
が
最
後

は
波
に
な
っ
て
、
終
わ
っ
て
い
く
形
で

あ
る
か
ら
で
す
。

● ❹●



こ
れ
は
エ
ッ
ジ
加
工
さ
れ
た
写
真
で

す
が
、
月
の
周
囲
が
小
球
体
だ
っ
た
も

の
が
す
べ
て
波
に
な
る
の
で
す
ね
。
玉

が
一
個
入
っ
て
、
月
の
像
が
分
裂
し
て

い
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
い
ろ
い
ろ
な
形
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い

う
意
味
で
「
生
命
誕
生
」
と
つ
け
ま
し

た
。こ

の
写
真
が
外
側
の
小
球
群
の
中
か

ら
一
個
選
ば
れ
て
、
中
に
入
っ
て
い
っ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
が
月
の
像
の
動
画
で
す
が
、
外

側
か
ら
小
球
体
が
中
に
入
っ
て
、
形
が

ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

●❺ ●



月
読
尊
様
と
い
う
の
は
、
勾
玉
（
ま

が
た
ま
）
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

勾
玉
は
生
命
の
誕
生
と
か
、
潮
の
満
ち

引
き
と
か
、
全
部
そ
う
い
う
も
の
に
関

係
す
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
撮
ら
せ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
今
年
の
3
月
24
日
に
撮
っ
た

も
の
で
す
が
、
勾
玉
の
陰
と
陽
の
重
な

り
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
こ
こ
に
子
供

が
い
る
な
、
と
い
う
ふ
う
に
見
え
ま
す
。

次
の
写
真
は
2
連
の
何
か
分
か
ら
な

い
も
の
が
撮
れ
た
の
で
、
明
る
く
し
て

い
き
な
が
ら
、
見
ま
し
た
。

写
真
の
下
の
方
が
か
な
り
い
ろ
い
ろ

な
動
き
を
し
て
い
ま
す
が
、
上
の
左
側

真
ん
中
の
写
真
は
、
螺
旋
で
つ
な
が
っ

て
い
て
、
中
が
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
み
た

い
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
8
月
14
日
に
撮
れ
た
写

真
で
す
が
、
暗
い
と
こ
ろ
に
ポ
ッ
と
光

が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
き
れ
い
な
光
な

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
エ
ッ
ジ
加
工
を
し

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
中
身
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
入
っ
て
見
え
ま
す
。

数
年
前
に
私
に
来
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

思
い
出
し
た
ん
で
す
が
、「
人
間
は
死
ぬ

と
、
色
を
選
ん
で
入
る
」
と
言
わ
れ
た

ん
で
す
ね
。「
待
て
よ
?
」
と
。
一
旦
亡

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
方
の
話
だ
と
、

ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
り
、
川
を
渡
っ
た

り
、
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
は
色
と
言
っ
て
い
た
な
、

と
思
い
出
し
て
、
今
日
発
表
し
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

お
そ
ら
く
ふ
わ
ふ
わ
と
上
に
浮
い
て

い
る
、
い
ろ
い
ろ
な
色
が
、
亡
く
な
っ

た
方
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
想
い
が
そ
こ

に
あ
る
の
か
な
、
と
思
う
と
、
き
れ
い
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だ
な
と
い
う
の
を
、
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

次
が
ま
た
不
思
議
な
動
画
で
す
が
、

今
年
の
3
月
12
日
に
撮
ら
れ
た
も
の
で
、

私
は「
月
か
え
る
」
と
呼
ん
で
お
り
ま

す
。

月
を
撮
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
月
が

次
第
に
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

最
初
は
月
の
下
が
平
ら
に
な
り
、
そ
こ

か
ら
何
か
が
生
ま
れ
て
き
て
、
そ
れ
が

育
っ
て
く
る
と
、
蛙
の
よ
う
な
形
に
な

り
、
そ
の
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
し
て
か

ら
、
消
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
4
月
9
日
に
「
外
に
出
な
さ

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
て
、
真

っ
暗
な
中
に
ほ
の
か
に
光
が
見
え
て
、

こ
れ
を
動
画
に
撮
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
月
が
何
気
な
く
い
る
中
に
、

わ
ー
っ
と
巻
い
て
き
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
こ
の
よ
う
な
き
れ
い
な
色
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
2
番
目
の
動
画
は
も
の
す

ご
く
ス
ピ
ン
し
て
動
き
回
っ
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
3
番
目
の
動
画
は
、
先
ほ

ど
と
同
じ
よ
う
に
、
ス
ピ
ン
し
な
が
ら

形
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
や
は
り
ま

た
最
後
は
光
の
像
の
下
が
育
っ
て
き
て
、

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

天
河
神
社
で
も
、
き
れ
い
な
玉
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
編

集
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
日
は
お
見

せ
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
オ
ー
ブ
・
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た
ま
ゆ
ら
」
と
い
う
も
の
に
繋
が
る
元

か
な
と
思
い
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
、
そ
れ
か

ら
終
わ
っ
て
も
ま
だ
繋
が
っ
て
い
る
よ
、

と
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
私
は
与
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
、

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
と
し
て
の

O
R
B

　
　
　
　
　

講
師　

苗　

鉄
軍�

氏

昔
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
と
宗
教
の
分
野

が
あ
っ
て
、
宗
教
で
は
何
も
証
明
は
い

ら
な
く
て
、
教
祖
様
が
「
こ
れ
は
神
様

が
決
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
信
じ
て
下
さ

い
」
と
言
え
ば
、
信
者
の
皆
さ
ん
は
従

い
ま
す
が
、
サ
イ
エ
ン
ス
は
必
ず
実
証

と
か
、
実
験
を
し
て
、
皆
を
説
得
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
あ
と
で
再
現

実
験
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
学
会
で
す
の
で
、
い
か
に
今
の
不
思

議
な
現
象
を
サ
イ
エ
ン
ス
で
何
と
か
解

明
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
今

回
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

オ
ー
ブ
に
つ
い
て
何
が
分
か
っ
て
い

る
か
を
考
え
ま
す
と
、
オ
ー
ブ
に
フ
ラ

ク
タ
ル
現
象
の
特
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
解
析
し
て
み
ま

し
た
。

フ
ラ
ク
タ
ル
と
は
ど
う
い
う
意
味
か

と
い
い
ま
す
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者

マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
が
導
入
し
た
幾
何
学
の

概
念
で
す
が
、
単
純
な
世
界
の
中
に
も

複
雑
性
が
あ
っ
て
、「
自
分
自
身
の
中
に

自
分
が
あ
る
」、「
拡
大
し
て
も
同
じ
構

造
が
あ
る
」
と
い
う
、「
自
己
相
似
」
の

構
造
と
な
り
ま
す
。（
左
図
左
下
）

非
フ
ラ
ク
タ
ル
で
あ
る
普
通
の
構
造

で
は
、
右
図
の
右
下
の
よ
う
に
、
拡
大

し
て
も
何
も
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。ア

メ
リ
カ
の
画
家Jackson�Pollock

の
描
い
た
絵
画
は
高
く
売
れ
た
の
で
す

が
、
数
学
者
が
解
析
し
た
ら
、
フ
ラ
ク

タ
ル
構
造
が
あ
り
、
こ
れ
が
高
く
売
れ

た
理
由
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ
の
絵
画
も

フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
を
し
て
み
ま
し
た
ら
、

や
は
り
フ
ラ
ク
タ
ル
な
構
造
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
他
ざ
っ
と
調
べ
て
み
た
の
で
す

が
、
生
命
体
、
例
え
ば
植
物
、
木
の
構

造
、
心
臓
の
血
管
の
構
造
、
肺
の
構
造
、
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神
経
も
間
違
い
な
く
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
を
定
量
化

す
る
た
め
に
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
に
よ
る

フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
と
い
う
計
算
法
が
創

ら
れ
ま
し
た
。

単
純
な
も
の
は
、
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元

が
1
、
複
雑
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

1
か
ら
数
値
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

フ
ラ
ク
タ
ル
な
図
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し
て
、
カ
オ
ス
的
な
動
き
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
ま
ず
い
ろ
い
ろ
な
模
様
に
つ
い

て
解
析
し
ま
す
と
、
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元

が
計
算
で
き
ま
す
し
、
オ
ー
ブ
の
中
に

見
ら
れ
る
構
造
も
、
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元

が
高
く
な
り
ま
す
。

（�

右
図
に
つ
い
て
佐
々
木
茂
美
先
生
の

解
説
）

「
こ
れ
は
江
戸
川
区
に
あ
る
「
立
木
観

音
（
た
ち
き
か
ん
の
ん
）」
と
い
い
ま
し

て
、
大
木
に
観
音
様
の
姿
を
彫
っ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
を
撮
っ
た
写
真
に
オ
ー

ブ
が
沢
山
写
っ
て
お
り
ま
す
。」

今
回
佐
々
木
先
生
が
出
さ
れ
た
本「
オ

ー
ブ
・
た
ま
ゆ
ら
」
は
、
先
生
の
オ
ー

ブ
に
つ
い
て
の
長
年
の
研
究
成
果
が
書

か
れ
た
も
の
で
す
。

本
の
価
値
と
い
う
の
は
、
当
然
本
に

書
か
れ
た
内
容
は
ま
ず
大
事
で
す
し
、

も
う
一
つ
は
読
者
が
そ
の
本
を
読
ん
で

い
ろ
い
ろ
想
像
で
き
る
こ
と
も
非
常
に

大
事
で
す
。

こ
れ
ら
の
写
真
と
そ
れ
に
写
っ
た
オ

ー
ブ
の
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
を
ま
と
め
ま

す
と
、
次
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
は
、
だ
い
た
い
2
か

ら
3
の
間
に
あ
り
ま
す
。

も
し
生
命
現
象
と
し
た
場
合
は
、
細

胞
分
裂
の
法
則
に
従
う
の
で
す
が
、
中

国
の
哲
学
か
ら
述
べ
る
と
、
ま
ず
太
極

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
陰
陽
が
分

か
れ
ま
し
て
、
さ
ら
に
陰
陽
、
陰
陽
に

分
か
れ
ま
し
て
、
8
つ
の
も
の
に
分
け

ら
れ
て
、
世
界
が
回
り
ま
す
。
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結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
我
々
が
撮

影
し
、
検
証
し
て
い
ま
す
オ
ー
ブ
は
、

一
種
の
生
命
体
み
た
い
な
も
の
で
は
な

い
か
。
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
オ
ー

ブ
は
普
遍
的
に
フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
の
法

則
に
沿
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

生
成
す
る
た
め
の
細
胞
分
裂
の
よ
う
な
、

言
い
換
え
れ
ば
太
極
分
裂
の
よ
う
な
法

則
に
従
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
間
違
い
な
く
オ
ー
ブ

は
一
種
の
生
命
体
で
は
な
い
か
。
で
す

か
ら
、
普
通
の
無
生
物
で
は
な
く
て
、

木
と
か
肺
と
か
血
管
と
か
に
、
通
じ
る

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

太
極
図
を
説
明
し
ま
す
と
、
最
初
に

太
極
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
陰
陽
に
分
か

れ
、
そ
の
後
四
象
か
ら
八
卦
に
分
か
れ

ま
す
。
八
卦
は
「
天
、
沢
、
火
、
雷
、

風
、
水
、
山
、
地
」
の
八
つ
の
要
素
が

互
い
に
相
互
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
が
廻
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象
が

生
ず
る
と
い
う
哲
学
で
す
。

非
常
に
面
白
い
発
想
で
、
五
千
年
前

の
伏
羲
の
作
と
言
わ
れ
る「
易
経
」に
書

か
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
本
は
い
い

本
で
す
。
そ
れ
は
今
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
解
釈
が
で
き
、
科
学
や
哲
学
や
我
々

の
生
き
方
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

（
次
回
、
佐
々
木
茂
美
氏
に
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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細身素粒子（サイ､ 気）である。透視は、額の
前方に形成されたスクリーン（メンタル）の上に
透視対象物を写し出して、心（ASC）で、視る
ことになる。

対象物の判断が容易な「画像、文字」の場合
には（簡単な文字、数字等）、肉眼と同じように
見える（多分、右脳の新皮質を利用）。複雑で
あり、判断が難しいと思われる「難しい画像や
文字」（左脳の判断が必要）の場合は、鏡像（左
右が逆）に見える場合が多い。しかし、まれに
はレンズ状（倒立像、鏡が上にある）になる事も
ある。この時、意識してみる肉眼視の場合を「此
方から視る」とする。非肉眼視の透視の場合
は「向こう側から視る（つまり鏡像）であり、両
者を隔てる「壁」の存在が判断される、意識の
向こう側に、「壁」を介して、前意識（ASC）の
世界の在ることが推定できる。このメンタルな

「壁」を、通常は、抗暗示障壁と呼んでいる。

（4）ミクロ念写（念球）実験
遮光状体の暗缶内に受光ダイオードと発光ダ

イオードを置き、発光ダイオードに物理光（バ
イアス光）を与えて、閾値付近まで既知の光を
与える事により、念球（光子群）の発生を助け
る。結果として、念による光（念球）とバイアス
光とを加算させる事により、念球（光子群）を
より容易に発生させる事が可能であった。現象

（念球）が生起すると、被験者は大変に喜んだ。
それから後は、バイアス光を取り除いた後でも、
容易に、強い念球が発生し、継続して、実験を
続行することが出来た。

清田益章師（少年時）を被験者とし、小川雄
二､ 佐々木茂美を共同研究者として、テレビ撮
影用のビジコン管（M7075）、並びに、遮光状
体の直径約180mmの暗缶（ブリキ缶）内に発
生したミクロ・オーブだ。特徴は、ノイズとし
ての室内光と電磁気波の影響を考慮して、サ
イ（気、念光球）の性質を調べた事にある。昭
和52年～53年、東京都、電気通信大学の実験
室。磁気テープに記録されたミクロ・オーブの
変化状況をモニターTV画面に再生し、それを
カメラで撮影して1/60秒間隔に分解してある。
上側のノイズ（多分、室内光の漏れ）とは別に、
独立した約1mm径の白球状の動きが写されて
いる。このパルス状ミクロ・オーブの移動速度
はほぼワイブル分布〔最頻値、6.5Hz〕であり、
ノイズがある場合には次第に増加して7.8Hz

〔シューマン・レゾナンス〕に近づいてゆく。パ
ルスの強さのピーク値はほぼ正規分布であり、
移動速度と強さは対応していない。つまり、単
一の光源ではなく、移動中に変化する光源であ
る事が解った。

さらに苗 鐵軍が複雑性科学のカオス解析を
行ったところ、この変化は、低次元決定論カオ
ス性であること。つまり皮膚表面の2～3カ所
の経絡、またはチャクラが次元因子（カオスを
決める変数）になると推定､ 並びに室内光ノイ
ズや電磁気波ノイズが有る場合には､ 次元因子
がより高くなる（多様性を帯びる）事が解った。
これらは、念写の機構解明のために行った実験
であったが、内容から見ると、ミクロ・オーブ
である事並びに次記が判明した。

1）サイ（気）の光の照射
＊�向こう側からやってきて、向こう側に去って

行く。

2）変化挙動
＊�意識的に、或程度は、コントロールが可能。

同期性は（−0.5～+2.0sec）。
＊�出現は間欠的である（生体内のリズム程度）。
＊�局部に集中しており、強い指向性を持つ。
＊�柔らかい丸みと厚みのある白色雲球状（約

1mm径）、渦巻き状である。

3）物理的性質
＊�近赤外線領域に潜んでいる（活性化エネルギ�

ー、1.388eV）。
＊�出現は非局所、ランダム的。正と負方向（虚

数）変化等の素粒子類似の性質がある。

4）意識的な性質
＊�被験者の変性意識状態（ASC）が光念球（ミ
クロ・オーブ）を呼び込んでいる様子。

＊�変性意識状態（ASC）によってコントロールで
きる、と判断している。

＊�イメージの指示に従って、マクロPKとして
存在し、移動する。



を積んだ人が人生の成功者なのだと思います。
健康も幸せもお金では買えません。でも自分

自身の徳を積むことは誰にでもできます。世の
ため人のため、心穏やかに尽くす。そうやって

積んだ徳が、先祖、子孫、周囲の人々、そして
自分自身を健康に幸せにし、真の成功へと導い
てくれるでしょう。

● �●

（1）福来とペンローズ
念写とは、念（意念）の働きで、遮光した乾

板（フイルム）上にある種の図像（文字等）を写
し出すもので、催眠の実験中に超常現象が生
起することから、約110年前に福来友吉博士に
よって発見された。検討の結果として、「念」は
願いを持ったエネルギーであり、時間や空間を
超えて宇宙に充満していている、と判断した。
ロジャー・ペンローズ（1931年～現在）は量子
脳理論を提案している。意識は素粒子よりも小
さい物質で、量子脳によって形成され、死亡に
よって体外に放出される、と提案した。実証は
ないが反対する人はいない、という。

（2）意識の制御と透視
心は意識と無意識から構成されている。意

識の基盤には前意識（ASC）、その基盤には無
意識、集合的無意識がある。念写を実現させ
るためには、透視が必要であり、さらに前意識

（ASC）の学習が必要になる、と判断している。
具体的には、呼吸のコントロールとリラック

ス集中から始める。姿勢を正し、呼吸を制御し
て（ゆっくり吐く）、雑念を取り去り、心身を充
分にリラックスさせる。前頭葉脳波をβ波から
α波と次第に下げてゆく（瞑想法、催眠法、呼
吸法）。例えば、簡単な暗算をするか、または
両眼で脳天を見る様にイメージする。すると、
脳波の周波数が下がり、リラックス集中が進行
する。またはボリュームを上げて好きな音楽の
中にのめりこんで、我を忘れて、熱中した状態
に入る。つまりリラックス集中か、または興奮
集中により、部分的に意識の変容を起こさせ、
変性意識状態（ASC）の中の零意識に意識を変
えてゆく。すると、一種の催眠状態になる。

被験者は山下裕人師（少年時）。眼隠しをして
心で物を見る（非眼視覚）、暫くすると（5～6秒）
向こう側からサイ（気）の光がズーー、パッーー、
と照射してきて、額の前面のスクリーン（メンタ
ル）に像が映る。検討によると、この光は室内
の光では無く、体内を流れる微細身素粒子（サ
イ､ 気）と同種の光（後述）であり、また、生命
エネルギー（脈拍）に深く関係している。この光
信号（サイの光）がくると、透視と念写が開始さ
れることになる。透視は「念写」の基礎で、無
意識（ASC）の働きに関係している。

意識の伝達をみる。一般の場合には「物を掴
め」と言う大脳皮質（意識）の指令よりも0.35秒
速く、無意識の神経細胞から既に指令が入っ
ている。つまり意識は無意識の後追いである。

透視の場合を検討する。マンセル記号で表
示すると、この待ち時間（後追い）は、明度、色
相等に関係する。白と黒は速い（約1.5秒）、茶
は遅い（約9秒）、赤、オレンジ、ピンク､ 緑、
ブルー､ 紫（約5秒）。透視で物を視る場合の見
える範囲は「割合に狭い」。「図形の形成過程」、
｢図形と文字のコピー｣、「逆立像､ 鏡像」､「レ
ンズ、フィルター」、「色覚」、その他が検討さ
れている。

なお、サイ（気）の光は、プラズマ化した陰・
陽のイオン対、陰・陽のサイspin対（光子）等
のオーブ・たまゆら等から構成されており、素
粒子類似の性質がでている。出現はランダム・
パルス状であり、その周波数は約7.8Hzである。
なお、実験によると、サイ（気）の光はspinして
いる（念写像）。

（3）透視実験
透視の際に、向側から照射してくる光は、総

合判断したところ、陰・陽の生体内を流れる微

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐
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ていることや、その相手がわかって「やめてく
ださい」とお願いしたとしても、「そんなことは
していない」と言われることが多いです。そし
てさらに「根も葉もない言いがかりをつけられ
た」なんていうふうに恨まれることもあります。
生霊とは厄介なものです。

究極的な解決法には、相手が心の平穏を取り
戻すことなのですが、それは本人次第。念を送
られているほうは、その手助けはできたとして
も、相手の心を直接変えることはできません。

また、普段なら助言をし合うような仲間だと
しても、そういった近しい相手に生霊を送ると
いうのは通常の精神状態ではありません。いつ
ものように手助けやアドバイスをしようとして
も、かえって相手を刺激してしまうことがあり
ます。

親しい相手であれば、状態を見つつ、普段
どおりに接しながら、自然な形でサポートした
り、気を紛らわすようなことができたりするとい
いかもしれません。そして自分自身もできるだ
け相手の生霊にとらわれないよう、楽しいこと
を考えたりしながら、感謝と奉仕の心を忘れず、
平常心で過ごすとよいかと思います。

とはいえ私自身、強い生霊を送られると辛く
てどうしようもないときもあります。護身法とし
て九字を切るなどの対抗方法がないわけではな
いのですが、それはできるだけ最後の手段にし
たいと思っています。

生霊を送っている人は、自分自身にも必ず悪
い影響があります。相手に作用する以上のマイ
ナスが本人にも降りかかっています。それに気
づいて気持ちを切り替えられるようになるか、
自分を取り戻すか。または大きな負のエネル
ギーを送り続けることに疲弊して、自然におさ
まるか。受けるほうは、できる範囲でそれを促
しながら、待つというのが一般的な最良策かも
しれません。

◎先生はいろいろな場所に赴かれてお祈りをさ
れています。聖地を訪れる意味はどのようなも
のでしょうか？

心の勉強を続けている仲間、見えない世界を
信じる仲間を誘い、日本中の聖なる場所を訪れ
ています。高千穂や屋久島など、自然の力、霊
的な力に満ちた場所を訪れると、心身がシャン
として精気をいただくことができます。

長年人々に信仰されてきた場所には、目に見
えない世界の力が集っているのです。だからこ
そ人々の気持ちを引き寄せますし、人々の祈り
や信仰が集うことで、霊的な力もさらに力を得
ていきます。

霊的な力をもつ人、目に見えない世界を敬う
人たちとそういう場所に足を運ぶと、いろいろ
と不思議なことが起こります。光の玉のような
ものが浮かんだり、雫が落ちてきたりしたこと
もありました。不思議ではありますが理解でき
ます。不可解なことではなく、ありがたい現象
です。

感謝と自分を省みる素直な気持ちをもって聖
地を訪ねることで、今の自分に必要な気づきを
与えられ、心身の精気や英気を補給させてもら
うことができると感じます。

◎現代に生きる私たちにとって、大切なことは
なんでしょうか？

私は長寿で健康を保っている人たちと、たく
さんの出会いをいただいてきました。その人た
ちの生き方は「自分の道をまっすぐ真心で生き
る」こと。感謝の心と奉仕の精神をもつ人たち
ばかりです。先祖が地域や周囲に奉仕し、本人
も先祖に感謝して社会に尽くすこと、逆に、今
を生きる私たちが人のために尽くすことで、先
祖にいい影響を与えることもあります。

亡くなった母は私の夢枕に立ち、「お前がみ
んなによくしてあげているから、私も､ ここで
楽をさせてもらっているよ」と伝えにきました。
自分が世のため人のために生きていれば、いた
だいた徳が先祖､ 子孫、そして自分自身を助け
るために返ってきます。

そしてもうひとつ大切なことは、いつでも笑
顔でいきいきと過ごすことです。笑顔も徳と同
じです。周囲の人々も先祖も、そして自分自身
も幸せにします。笑うことで不調を改善しよう
というセラピーもあり、その効果は科学的に証
明されている部分もあります。

この世に生まれて幸せになりたくない人は
いないと思います。成功したくない人もいない
と思います。では、人生の成功とはなんでしょ
うか？

私が考える成功とは、何を得られるかではあ
りません。自分のあり方だと考えています。世
のため人のために活動すること。そうやって徳
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いスーパーだ」と喜ばれて人気があり、業績を
どんどん伸ばしています。

ビジネスの世界では誰かが得をすれば誰か
が損をすると思われがちです。でもそうではあ
りません。みんなで利益を分かち合い、みんな
で業績を伸ばしていくことができます。それに
よってお客様も喜びます。同業者であっても、
ただ競い合うライバルではなく切磋琢磨し合う
良きライバルであり、共に助け合う仲間になれ
ます。

自分だけが得をしても、本当によい生活、真
の幸せは得られません。一時的には儲かった、
得をしたと思っても、人はひとりでは生きてい
けないのです。喜びや幸せを分かち合うことで
本物になります。光り輝きます。みんながそん
なふうに生き、活動していけば、世界のいろい
ろな問題は解決するのではないでしょうか。

◎人が悩み苦しむのはなぜでしょうか？

前述した、心穏やかに暮らすために必要なこ
とを実行できないからでしょう。「利益を分かち
合うことがいい」と言われても、目先の利益を
追い求めてしまう。誰かが得をすると、自分が
損をしたような気持ちになってしまう。
「自分に関心をもってほしい」という気持ち

から、「わかってくれない」、「助けてくれない」
など「○○してくれない」という不満が募って
いく。

満たされること、分かち合うことを知らず、
一方的に求めてしまう。それが悩みや苦しみの
根源ではないでしょうか。

また、先祖が浮かばれていない、先祖がなに
か言いたがっているときも、心身の不調に悩み
苦しむことになります。先祖が浮かばれないと
いうのはどんな時でしょうか。先祖をないがし
ろにしていることもありますが、それよりも、今
生きている子孫たちが争ったり、不幸だったり
することが先祖の苦しみにつながります。特に
身内の不和は先祖を苦しめます。するとその苦
しみが子孫に降りかかります。身内同士の争い
が難病につながるのはそのためです。まさに苦
悩の連鎖です。

先祖はもちろん、子孫を苦しめたいとは思っ
ていません。普通であれば子孫を守ろうと一
生懸命です。けれど自分が苦しいあまりに、そ
れを知らせたくて苦悩のメッセージを送るしか

ない。
自然災害は自然からのメッセージ、難病や原

因不明の不調は先祖や関わる人からのメッセー
ジ。そのメッセージを受け取り、応える努力を
していくしかないでしょう。

◎人が否応なしに受ける因縁には、どのような
ものがありますか？

自分自身は満ち足りて幸せに暮らしていても、
誰かからの念の影響を受けることがあります。
私自身のことでいえば、志岐先生のもとで学び、
ある程度は念の影響をコントロールできるよう
になりました。そうなってはじめて、人からの
相談を受ける許可を得たわけですが、中には完
全に抑えきれない強い想念を送ってくる人もい
ます。身近な人からの想念は、特に強い影響を
及ぼします。常に感謝の気持ちで過ごし、日々、
人々の相談を受けている生活の中でも、誰かか
らの想念などによって、どうしても避けがたい
悩みが生まれることがあります。

たとえば妬みや、もっと構ってほしいという
想念を受けて体に不調が表れるとき。この年齢
になると、親しい人が家族を亡くすということ
もあります。家族を亡くした人が「寂しい」、「悲
しい」、「どうして自分だけ」といった気持ちを
抑えきれなくなり、身近な存在に対して恨みの
念を送ってくることがあります。

身内を亡くして辛い気持ちはよくわかります。
できるだけ寄り添っていきます。けれど、最終
的に受け入れるべき、解決すべきなのは本人で
す。私にも誰にも解消してあげることができま
せん。その手助けしかできないのです。

本人が事実や自分の気持ちに向き合わず、誰
かを妬んだり羨んだりすることで、自分の気持
ちをごまかしている場合、悪い想念を受けた人
の心身に影響が表れることが多いです。私自身、
そういう念を受け、頭痛や肩こりに悩まされる
ことがあります。

生きている人から送られる念は強いもので
す。これが一般的に生霊といわれるものです。

◎生霊やそれを送る人とどのようにつきあった
らよいでしょうか？

前述したように、生霊を送っている人の多く
にはその自覚がありません。もし生霊を送られ
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ている恨みや妬み、怒りのしるしです。それが
わかったときは、恨みの念を送っている人と、
それを受けて苦しんでいる人、お互いが相手の
ことを理解して、心が調和するようにお祈りを
します。

私に相談する人の多くは、妬みや恨みを受け
ている人たちです。その人たちには、相手にと
にかく詫びることを勧めます。一方的に妬まれ、
恨まれているという人は、「自分は何もしていな
い」、「勝手に羨む相手が悪い」と言いますが、
それでも「嫌な気持ちにさせてしまって申し訳
ありません」と詫びること。それが不調解消の
ためにできることです。

相手を恨み、それによって自分も不調を起こ
している人の相談もあります、その場合も「恨
んではいけません。相手に詫びましょう」と伝
えると、「絶対嫌だ」と言います。けれど心から
詫びれば不調は解消するのです。自分のためな
のです。最初は納得できないでしょう。私も一
緒に祈りながら詫びながら、心が落ち着き、心
から詫びられるようお手伝いをします。すると
不思議なくらいに心身が楽になっていく。それ
を自分で体験するから、みなさん納得して心の
調和を図れるよう努めるのでしょう。

◎心身の不調に悩む人がますます増えている
時代。それはなぜでしょうか？

原因はひとつではありません。けれど、自然
とかけ離れ、自然を敬うことのない生活が日常
になっていること。先祖への感謝や敬いの心を
忘れている人が多いこと。他人への心遣いより
も自分を優先する気持ちが助長していることな
どが、大きな原因になっていることは間違いな
いでしょう。

人間はこの宇宙の中で命を与えられた生き物
のひとつです。現代社会では、人間は特別と
いった顔で生きていますが、宇宙から見れば特
別扱いではありません。そのことを、昔の人々
はわかっていたのだと思います。

そして宇宙から与えられた命は、脈々と続い
ています。先祖の歩みが今の自分につながって
いる。先祖のおかげで命を与えられたのですか
ら、先祖を大切に敬うことが自分を大切にする
ための基本です。

さらには、人よりも得したい。お金をもって
いること、権力をもっていることが利益と考え

る人が増えていることも大きいでしょう。
人の体は機械ではありません。悪い部分を

修理する、壊れた部品を取り替える、というよ
うにはいきません。心も体も､ 全部がつながっ
ています。しかも自分の心と体だけでなく、先
祖や関わりのある人々との関係も影響を及ぼし
ます。命というのはそれほど偉大なものであり、
生きるというのは自分だけのことではない。そ
ういうことを頭ではなく心で感じられるようにな
り、本当に納得すれば、感謝や奉仕の心が自然
に湧き上がってくるでしょう。その心に従って
生きていけば、心は穏やかになり、心身の不調
は自然に解消していくはずです。

私がしているのは、そのためのお手伝いで
す。心身の不調は、自然や祖先、宇宙からの警
告です。私はそのメッセージを伝える媒介をし
ているのだと思っています。私が治すのではあ
りません。誰かが何か伝えたいことがあり、そ
れに気づいてもらうために、相手の心身に不調
をもたらす。受け取った人は「調子が悪い」と悩
む。そこに込められたメッセージを解き明かし、
相手の想いに応えていくことで、相手も落ち着
き想念も止まります。

◎心穏やかに過ごすために、日々の生活の中で、
どのようなことを心がければよいでしょうか。

自分だけが得をしない。取れる分をひとりで
全部取ろうとしない。人間関係の中で互いに助
け合いながら、敬い合いながら生きていくこと
が大切だと思います。家族でもビジネスでも同
じことです。

たとえば最近では全国チェーンのスーパー
マーケットが増えましたが、小さな商店が生き
残れない現状があります。会話をしながら買い
物をして、魚や野菜を買えばおいしい食べ方を
教えてくれる。少し前までは当たり前だったそ
ういう光景はめずらしいものになりました。

スーパーでも採算を追求して、1円でも安く
仕入れたいということになれば、そのために無
理をする卸が出ます。誰かの利益が誰かの苦し
みになる。その構図はよいものではありません。

長崎と佐賀にチェーン展開する地元密着型の
スーパーマーケットの中に、業者に無理をさせ
ず、お客様に新鮮でよいものをできる限り安く
販売するというお店があります。全国チェーン
のお店とは比べられませんが、地元では､「い
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◎40年近く心の勉強を続けていらっしゃる中
で、大切だと思われることはなんでしょうか？

働き盛りの40代、原因不明の体の不調に悩
む私が出会ったのが、人生の師匠となる志岐誠
哉先生です。本業は大きな布団屋さんですが、
思想家、霊能者として長崎では名前が知られる
存在でした。パーキンソン病に悩む知人と共に
先生を訪ねた私たちを、先生はその場で癒して
くださいました。

それまでは目に見えない世界のことなど考え
たことのなかった私にも、はっきりと分かりまし
た。自分で体験したのですから当然です。科学
では解明しきれないものがある。私たちは、見
えない世界の影響を受けて生活しているのだと
気づきました。

そこで先生にお願いして弟子にしていただ
き、心の勉強をしながら修行しました。先生の
お許しが出てからは、人々の相談を受けて今に
至ります。本業は卵の卸業ですから、それ以外
の時間を使って無料相談を続け、いつの間にか
40年近く過ぎています。

その中で感じるのは､ 人の心というのは時代
を超えても変わらないということです。物資が
乏しかった時代には、ものがもっと欲しかった。
今のように豊かになっても、もっとお金が欲し
い。もっと自分に関心をもってほしい。もっと
幸せになりたい。もっともっと欲しいという気
持ちがあります。

同時に、人のために役立ちたい。心の平穏が
欲しいという欲求もあるはずです。このふたつ
の気持ちは相反するものではありません。もっ
と欲しいという気持ちは頑張りにも通じます。

悪いばかりではありません。でも欲張りになり
すぎれば満足することがなく、心の平穏がなく
なります。また、一人占め、一人勝ちをしよう
とすれば、それを叶えて一時的に満足したとし
ても、誰かからの恨みや妬みを買います。そう
なれば喜びは続かず、平穏はあり得ません。

もっと欲しいという気持ち、自分を主張する
気持ちはあってもいい。けれど、それ以上に感
謝と分かち合い、奉仕の気持ちが大切です。人
の心、あるべき姿の基本だと思っています。

◎毎日の電話相談には、どんな内容が多く寄せ
られますか？

一番多いのは心身の不調です。本人だけでな
く、家族のための相談もたくさんあります。子
どもが荒れて困っているとか、夫婦仲、人間関
係の悩みもあります。

それらは実は根っこのところでつながって
います。現代の人々の体の不調のほとんどは、
根っこの部分に人間関係の不和があります。直
接的には感じられなくても、どこかでつながっ
ていることが多いです。

耳鳴りや頭痛、肩こりが治らず、病院に行っ
ても鍼灸などの東洋医学でも治らない。一時的
に症状が緩和しても、少しするとまた繰り返す。
顔面神経痛や体の麻痺など、おおもとの原因が
わからないもの。うつ病の相談も増え続けてい
ます。根本的な治療法がない症状などに悩む人
からの相談はなくなりませんね。

私の経験からいうと、左側の肩こりや頭痛な
どは、女性から恨みや妬み、怒りを受けている
ことの表れです。右側の不調は、男性から受け

心霊相談に関しての質疑応答心霊相談に関しての質疑応答
　　　　　　　　　　　　　九州日本サイ科学会会長　　森安�政仁



九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男�

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
再
度
感
染

が
拡
大
し
、
第
2
波
が
来
た
場
合
は
、

9
月
以
降
の
本
部
例
会
、
全
国
大
会
、

分
科
会
等
は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
公
式

サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
登

録
者
の
み
）
で
、
開
催
の
可
否
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
必
ず
開
催
日
前
日

も
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で
学

術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
悟

り
」
と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、

ブ
ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た

の
で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

今
月
号
の
記
事

◎�

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
31
年
4
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
四
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
五
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎「
掛
け
軸
・
信
仰
対
象
物
」に
も

　

サ
イ｛
気
｝が
保
存
さ
れ
て
い
る

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
と『
U
F
O
』。

　

そ
し
て『
ダ
ウ
ジ
ン
グ
』の
現
在

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、

政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人
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類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�
D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年

間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
7
／
31
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

匿　
　

名　
　

様

金
三
万
円
也　
　
　

大
畑　

善
夫　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
六
千
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

東
條
多
美
代　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ
う
た
）

の
世
界

～
童
謡
は「
言
霊
」の
結
晶
～

　
　
　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）氏

（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
）

　
　
　

ピ
ア
ノ　

津
村　

和
泉�

氏

日
時　

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
時
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

現
役
医
師
が
体
験
し
た
未
知
の

サ
イ
現
象
に
つ
い
て

～
U
F
O
の
目
撃
を
巡
る
異
常

体
験
と
身
体
的
影
響
な
ど
～

　
　
　
　

講
師　

高
木　

伴
幸�

氏

�
（
内
科
医
師
、
医
学
博
士
）

日
時　

令
和
2
年
10
月
17
日（
土
）　

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
時
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
十
月
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
り
、
人
類
は
予
想
外
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
の
開
発
が
急
務

で
す
が
、
我
々
自
身
が
で
き
る
自
己
防

衛
と
し
ま
し
て
は
、
免
疫
力
を
高
め
る

事
が
第
一
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
防
御
だ
け
で
な
く
、

が
ん
予
防
に
も
大
い
に
効
果
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
質
疑
応
答
も
含
み
、
皆
様
に
役
立

つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
致
し
ま
す
。
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★日本サイ科学会　第２９回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2020年10月24日（土）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥4,000（含当日入会申込者）　一般　¥5,000　 学生　¥3,000

　上記会費は、予稿集代 を含みます。

　※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場

10 :00～10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 瀬尾 泰範「 CD 100万枚以上セール実績のあるシンガーソングライ

ターの出生チャートの統計的解析」

10 :35～11 :00 橋谷 誠一「手のひら画像を用いた外気の客観評価の可能性検討」

11 :00～11 :25 竹本 　良「宇宙生命体スタピのスーちゃんとの遭遇」

11 :25～11 :50 栗田 慶祐「心と物質（透視と念写）について」

11 :50～12 :50 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「サイと免疫力～ガン・ウイルスとの闘いも含めて～」
12 :50～12 :55 大会委員長挨拶　三好 一郎 理事

12 :55～13 :00 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00～13 :20 三好 一郎「体力・免疫力だけで病に勝てるのか」

13 :20～13 :40 みちよ　 「ウイルスと人の想念の関係性」

13 :40～14 :00 志賀 一雅「免疫力の促進と抑制」

14 :00～14 :20 佐藤 禎花「病から生還した免疫力を上げる方法」

14 :20～14 :40 休憩（20分）

14 :40～15 :00 三好 長子「遠隔治療・直接治療によるその効果」

15 :00～15 :20 久保田 昌治「日常生活でできる免疫力アップの方法」

15 :20～15 :40 伏見 真光「僧侶における健康法　胎蔵院メソッド」

15 :40～16 :30 パネルディスカッション

16 :30～16 :35 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40 閉会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付）



第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

人
生
に
奇
跡
を
起
こ
す
サ
レ
ン

ダ
ー
の
法
則

　
　
　
　
　

講
師　

刀
根　

健�

氏

日
時　

令
和
2
年
10
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�

二
千
円　

学
生�

一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容本

講
演
で
は
、
私
が
肺
癌
ス
テ
ー
ジ

4
ｂ
状
態
か
ら
の
生
還
に
よ
っ
て
体
験

し
た
、
サ
レ
ン
ダ
ー
の
法
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
9
月
に
肺
癌
ス
テ

ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
、
様
々
な
経
緯

か
ら
標
準
医
療
で
は
な
く
代
替
医
療
を

選
択
、
約
9
か
月
間
に
わ
た
る
必
死
の

努
力
も
む
な
し
く
癌
は
全
身
（
脳
・
両

目
・
リ
ン
パ
・
両
肺
・
肝
臓
・
左
右
の

腎
臓
・
脾
臓
・
全
身
の
骨
）
に
転
移
し

ま
し
た
。

や
っ
て
や
っ
て
や
り
尽
く
し
て
、
そ

れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
と
い
う
状
況
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
我
（
エ
ゴ
）
が

崩
壊
し
、
不
思
議
な
境
地
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
絶
望
で
は
な
く
、
解
放

で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね

る
（
サ
レ
ン
ダ
ー
）」
状
態
に
な
る
と
、

不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
り
、

そ
の
約
二
か
月
後
に
は
全
身
に
転
移
し

て
い
た
癌
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
癌
に
な
っ
た
原
因
も
含
め
、

サ
レ
ン
ダ
ー
状
態
の
と
き
い
っ
た
い
何

が
起
こ
り
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
未
来
を

引
き
寄
せ
た
の
か
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

奇
跡
を
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
を
体
験
談

の
中
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
我
（
エ
ゴ
）
や
思
考

を
弛
め
る
方
法
な
ど
奇
跡
を
呼
ぶ
「
サ

レ
ン
ダ
ー
の
法
則
」
を
皆
さ
ん
に
体
得

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
刀
根
健
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

O
FFICE�LEELA

（
オ
フ
ィ
ス�

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大

手
商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、

防
衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を

始
め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を

中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
二
万
人
以
上

の
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
指

導
・
育
成
を
行
い
、
3
名
の
日
本
ラ
ン

カ
ー
を
育
て
る
。

　

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8

年
に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA

を

設
立
、
現
在
に
至
る
。

著
作
「
僕
は
、
死
な
な
い
」（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
2
0
1
9
）、

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」（
フ

ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版　

2
0
0
8
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

佐
々
木　

茂
美�

氏

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
花�

氏

　
　
　
　
　
　

苗　

鉄
軍�

氏

オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）研
究
の
現
状

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

茂
美�

氏

現
代
社
会
は
二
元
論
、
す
な
わ
ち
物

と
心
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

（
1
）
形
而
上
学
：
精
神
（
心
）
は
不
安

　

定
、
素
粒
子
類
似
で
定
ま
ら
な
い

（
2
）
形
而
下
学
：
物
は
定
ま
り
、
因
果

　

律
、
再
現
性
、
積
み
重
ね
（
法
則
）

　

に
従
う

そ
れ
に
対
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
、

（
3
）
サ
イ
科
学
：
心
+
物
が
一
緒
に
な

　

っ
て
い
る
→
異
質
で
あ
る

　

�

E
S
P（
超
感
覚
的
知
覚
）、
テ
レ
パ

シ
ー
、
遠
隔
視
、
P
K（
念
力
）、
ポ

ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
、
た
ま
ゆ
ら

そ
こ
で
、
我
々
は
サ
イ
科
学
の
研
究

を
し
て
お
り
ま
す
。

● ❹●



サ
イ（
気
）と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？

こ
れ
は
、
オ
ー
ブ
の
研
究
を
介
し
て
、

だ
い
た
い
サ
イ
の
性
質
が
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
サ
イ
の
性
質
を
使
っ
て
、

形
而
上
学
、
形
而
下
学
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
応
用
が
で
き
る
か
を
調
べ
て
い

こ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、「
た
ま
ゆ
ら
」
に
つ
い
て
、

お
話
し
申
し
上
げ
ま
す
。「
た
ま
ゆ
ら
」

は
不
思
議
な
こ
と
に

（
1
）
物
と
心
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
二

　

面
性
が
あ
り
ま
す
。

（
2
）
物
に
近
づ
け
た
心
（
A
S
C
：
変

　

性
意
識
状
態
）
に
共
振
し
て
、
出
現

　

す
る

（
3
）
オ
ー
ブ
は
、
私
の
「
心
の
鏡
」
で

　

あ
る

（
4
）
オ
ー
ブ
の
構
成
要
素
は
、
イ
オ
ン

　

S
P
I
N
対
（
陰
・
陽
）
→
左
図
、

　

サ
イ
S
P
I
N
対（
陰
・
陽
）、
エ
ア

　

ゾ
ー
ル
、
自
己
発
光
性
の
光
（
色
）

　

と
考
え
ら
れ
る

オ
ー
ブ
の
中
に
サ
イ
が
入
っ
て
い
る

の
が「
た
ま
ゆ
ら
」で
す
。
オ
ー
ブ
を
実

用
的
に
ど
う
使
う
か
と
な
り
ま
す
と
、

こ
れ
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
陰（
マ

イ
ナ
ス
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
命
の
成
長

を
助
け
る（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
）も

の
で
、
ネ
ガ
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
な
ん
で
す
。

陽（
プ
ラ
ス
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
手
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
る
も
の
で
、
こ
の
、

性
質
が
逆
の
も
の
が
対
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
サ
イ
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

も
の
が
重
な
っ
て
、
重
な
っ
て
、
重
な

っ
て
、
大
き
な
玉
に
な
っ
た
の
が
、
オ

ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
に
方
向
性
を
与
え

て
実
用
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
方
向
性
を

与
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
重

要
に
な
り
ま
す
。

実
用
化
の
二
つ
の
例
を
示
し
ま
す
。

（
1
）
人
工
知
能
（
A
I
）
に
「
心
の
働

　

き
」
を
導
入
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

　

脳
波
を
α
波
か
ら
θ
波
と
の
境
目
辺

　

り
に
し
て
、
心
の
働
き
を
止
め
、
A

　

S
C
（
変
性
意
識
状
態
）
に
な
る
と
、

　

物
と
通
ず
る
の
で
、
オ
ー
ブ
（
た
ま

　

ゆ
ら
）
を
介
し
て
、
A
I
に
「
心
の

　

働
き
」を
加
算
し
ま
す
。

（
2
）
サ
イ
（
気
）
に
よ
り
生
命
力
を
高

　

め
る
。
す
な
わ
ち
生
命
促
進
作
用
を

　

用
い
て
、
生
命
力
を
高
め
る
→
ネ
ガ

　

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
化
す
る
。

こ
の
二
つ
の
方
向
に
応
用
実
用
化
で

き
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
ギ
ザ
に
ク
フ
王
の
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ル
ズ
氏
が
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
模
型
を
作
り
、
そ
の
元
で

30
～
40
年
の
瞑
想
を
続
け
て
、
1

 
9
 7 

5
年
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
プ
ラ
ス
の

グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
マ
イ
ナ
ス

の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
い

る
と
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
に
つ

い
て
し
っ
か
り
科
学
的
な
実
験
を
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
進
展
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
理
事
を
し
て
い
た
、
故�

山
田
孝
男
氏

が
1
9
8
9
年
に
「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ

ブ
ン（
C
R

－

7
）」を
創
り
ま
し
た
。

山
田
孝
男
氏
は
東
北
大
学
の
工
学
、

電
気
、
教
員
養
成
所
を
卒
業
さ
れ
た
の

で
す
が
、
仙
台
の
福
来
研
究
所
で
研
修

し
、
イ
ン
ド
に
渡
航
し
て
瞑
想
修
行
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
に
戻
り
、
長

年
瞑
想
指
導
し
、
多
く
の
門
下
生
の
中

か
ら
、
サ
イ
（
気
）
が
見
え
る
弟
子
が

数
名
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
弟
子

た
ち
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
開
発
し

た
の
が
、「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン（
C 

R

－

7
）」
で
す
。
そ
の
実
験
は
私
が
お

手
伝
い
し
ま
し
た
。

こ
の
図
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ル

ズ
氏
が
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
た
図
で
す

●❺ ●



が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
模
型
の
上
方
に
渦
巻

き
状
に
上
が
る
の
が
プ
ラ
ス
の
グ
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
下
方
に
渦
巻
き
状

に
下
が
る
の
が
マ
イ
ナ
ス
の
グ
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
こ
れ
を
元
に

し
て
山
田
先
生
に
お
願
い
し
て
装
置

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
（
C
R

－

7
）」で
す
。

オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
も
の
か
?
と
い
い
ま
す
と
、

本
質
は
フ
ォ
ト
ン
で
光
な
ん
で
す
が
、

上
部
の
矢
印
が
サ
イ
S
P
I
N
対
で
、

そ
れ
を
大
き
く
し
た
の
が
真
ん
中
の
図

の
イ
オ
ン
ボ
ー
ル
、
そ
れ
を
大
き
く
し

た
の
が
一
番
下
の
オ
ー
ブ
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
写
真
に
撮
れ
る
の
が
、
こ
れ
で

す
。（
内
部
構
造
が
あ
る
）

今
か
ら
百
年
前
に
福
来
友
吉
博
士
が

撮
っ
た
念
写
の
写
真
は
、
調
べ
て
み
る

と
、
オ
ー
ブ
と
プ
ラ
ズ
マ
モ
イ
ド
の
組

み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
が
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
を
上

方
か
ら
見
た
図
で
す
。
周
囲
の
7
つ
の

水
晶
玉
で
集
め
た
サ
イ
（
気
）
を
右
回

り
の
螺
旋
状
の
銅
板
で
真
ん
中
の
凸
レ

ン
ズ
に
集
め
て
い
ま
す
。
私
が
そ
の
効

果
を
実
験
し
て
お
り
ま
す
。

（
1
）
金
メ
ッ
キ
し
た
銅
板
、
絶
縁
銅
線

　

コ
イ
ル
。
空
気
中
。

（
2
）
螺
旋
状
の
陰
（
－
）・
陽
（
+
）
の

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

（
3
）
外
気
は
、
陰
（
－
）・
陽
（
+
）
の

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

�

空
気
、
水
、
水
晶
、
電
磁
場
、
メ
タ

ル
内
部
等
、
横
波
（
ま
た
は
縦
波
）

と
し
て
移
動
し
て
い
る
。

（
4
）外
気
は
、
電
子（
素
粒
子
）、
イ
オ

　

ン
、
プ
ラ
ズ
マ
、
サ
イ
S
P
I
N
対

　

群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

右
下
図
が
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
を

真
ん
中
で
縦
に
切
っ
て
、
横
か
ら
見
た

図
で
す
。
上
部
の
水
晶
玉
で
集
め
た
サ

イ
（
気
）
は
銅
の
パ
イ
プ
の
中
心
を
通

る
リ
ー
ド
線
か
ら
下
部
の
左
側
の
端
子

に
、
マ
イ
ナ
ス
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
つ
な
が
り
ま
す
。

真
ん
中
の
銅
の
パ
イ
プ
の
内
側
は
、

左
巻
き
の
コ
イ
ル
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
リ
ー
ド
線
の
端
が
、
下
部
の
右
側
の

端
子
に
、
プ
ラ
ス
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
構
造
は
、
瞑
想
を
や
っ
て
い
る

人
達
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
す
。

真
ん
中
上
部
の
レ
ン
ズ
は
凸
レ
ン
ズ

で
、
サ
イ
（
気
）
は
光
状
な
の
で
、
凸

レ
ン
ズ
で
集
め
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
実
験
結
果
で
す
。
縦
軸
は
累

積
確
率
、
縦
軸
は
植
物
の
茎
の
長
さ（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）で
す
。

オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）の
デ
ジ
カ
メ（
C�

C
D
）に
よ
る
撮
影
方
法

・
近
赤
外
線
域（
非
可
視
、
見
え
な
い
）

・
霧
、
噴
霧
→
偽
オ
ー
ブ
を
何
回
も
撮

　

っ
た
後
、
真
の
オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
よ

　

う
に
な
る（
見
分
け
が
つ
く
）→
環
境

● ❻●



　

設
定
が
重
要

・
液
晶
画
面
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
半
押

　

し
し
な
が
ら
、
オ
ー
ブ
を
探
す
→
加

　

算
効
果
利
用

（
1
）
オ
ー
ブ
に
お
願
い
す
る
→
オ
ー
ブ

　

と
の
交
流（
マ
ク
ロ
P
K
）

（
2
）
再
現
性
は
三
分
の
一
程
度
。
慣
れ

　

て
く
る
と
ほ
ぼ
毎
回
撮
れ
る
よ
う
に

　

な
る
。
水
蒸
気
や
霧
の
散
布
を
し
て

　

み
る

（
3
）飽
和
水
蒸
気
密
度（
気
温
、
湿
度
）

　

雨
降
り
の
前
後
に
写
り
や
す
い
→
湿

　

度
台
風
の
後
で
は
ゴ
ミ
が
無
く
て
写

　

り
や
す
い
→
エ
ア
ゾ
ー
ル

ま
た

（
1
）望
遠
ズ
ー
ム
無
し
の
と
き

・
焦
点
距
離
は
短
い

・
広
角
で
あ
る（
視
野
は
広
い
）

・
レ
ン
ズ
付
近
か
ら
遠
方
ま
で
、
ハ
ッ

　

キ
リ
写
る

・
レ
ン
ズ
付
近
の
偽
オ
ー
ブ
（
埃
、
水

　

滴
、
霧
、
昆
虫
等
）
が
写
り
や
す
い

　

の
で
、
要
注
意
。

　

オ
ー
ブ
は
撮
影
者
の
心
と
カ
ル
マ
が

反
映
す
る
。
撮
る
人
が
同
じ
だ
と
オ
ー

ブ
は
同
じ
模
様
と
な
り
、
撮
る
人
が
違

う
と
、
オ
ー
ブ
内
部
の
模
様
が
人
ご
と

に
千
差
万
別
と
な
る
。

（
2
）望
遠
ズ
ー
ム
有
り
の
と
き

・
焦
点
距
離
は
大
き
く
な
る
・
視
野
は

　

狭
く
な
る（
拡
大
し
て
見
る
）

・
偽
オ
ー
ブ
が
写
り
難
い
（
ぼ
け
る
）

・
真
オ
ー
ブ
が
写
り
易
い
（
発
光
体
、

　

色
付
き
像
）

・
成
長
過
程
の
オ
ー
ブ
（
柔
ら
か
い
）

　

が
写
る（
動
画
オ
ー
ブ
撮
影
の
条
件
）

　

変
性
意
識
状
態
（
A
S
C
）
に
入
っ

た
状
態
で
な
い
と
、
オ
ー
ブ
は
写
り
に

く
い
。

良
い
気
の
場
、
零
場
の
発
見

（
1
）
力
を
拮
抗
さ
せ
る
と
接
点
に
「
相

　

殺
零
」が
出
来
る
。

（
2
）意
識
と
無
意
識
を
対
峙
さ
せ
て「
零

　

意
識
」と
す
る
。

（
3
）
共
通
の
「
零
」
か
ら
、
物
と
心
の

　

交
流
が
可
能
。

（
4
）零
場
に
は「
量
」と「
質
」の
面
が

　

あ
る
。

（
5
）物
を
不
安
定
な
変
換
点（
相
殺
零
）

　

に
ま
で
、
活
性
化
さ
せ
る
と
、
P
K

　

が
発
生
す
る
。
同
時
に

（
6
）
パ
ル
ス
的
（
零
意
識
）
に
、
イ
メ

　

ー
ジ
を
す
る
。

（
7
）
す
る
と
、
未
知
（
P
K
）
現
象
が

　

発
生
す
る
。

　

零
場
と
い
う
の
は
物
と
心
を
交
流
さ

せ
る
場
で
あ
っ
て
、
零
場
で
な
い
と
交

流
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
貯
ま
っ
て
い
な
い
と
だ
め
な

の
で
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
る
程
度

貯
め
て
い
っ
て
、
パ
ッ
パ
ッ
と
意
念
で

お
願
い
す
る
と
、
P
K
が
生
起
し
ま
す
。

零（
0
）の
意
味

（
1
）マ
イ
ナ
ス
1
と
プ
ラ
ス
1
の
間
の

　
「
無
」を
表
す
整
数
。

（
2
）
位
取
り
の
記
数
法
に
用
い
る
（
空

　

位
）。

（
3
）
古
代
西
洋
で
は
、
恐
れ
、
拒
絶
し

　

た（
悪
魔
、
不
気
味
）。

（
4
）
古
代
東
洋
で
は
、
歓
迎
し
た
（
創

　

造
神
）。

現
在
零
は
、
単
な
る
数
字
の
空
位
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。

し
か
し
、
零
は
本
当
に
よ
く
考
え
て

み
な
い
と
、
サ
イ
の
実
験
は
成
功
し
ま

せ
ん
。

オ
ー
ブ
は

（
1
）
雨
の
降
り
始
め
（
水
と
の
親
和
力

　

は
大
）に
出
現
し
や
す
い

・H
2 O

→H
++O

H

－+

（
電
子
）

（
注
）
空
間
電
位
、
宇
宙
線
の
た
め
に
、

　

水
蒸
気
は
イ
オ
ン
化
す
る
。

（
2
）
撮
影
者
の
心
（
変
性
意
識
状
態
：

　

A
S
C
）
付
近
に
共
振
し
て
出
現
す

　

る
。

（
3
）
素
粒
子
類
似
の
性
質
が
あ
る
（
非

　

局
所
、
ラ
ン
ダ
ム
、
に
拡
散
）

（
4
）
不
安
定
な
波
動
の
重
ね
合
わ
せ
、

　

意
識
に
従
い
、
確
率
的
に
変
化
し
て
、

　

物
質
的
な
状
態
に
な
る（
物
、
位
置
）

同
じ
場
所
で
違
う
撮
影
者
が
写
真
を

撮
る
と
、
2
人
共
オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
が
、

オ
ー
ブ
の
中
の
模
様
は
違
う
。
そ
れ
は

撮
影
者
そ
れ
ぞ
れ
の
心
が
反
映
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

オ
ー
ブ
の
中
の
模
様
は
、
そ
の
人
の

先
祖
も
反
映
し
て
い
る
。

●❼ ●



（
5
）
上
の
2
枚
の
図
は
オ
ー
ブ
の
写
真

　

を
雑
音
を
取
っ
て
、
画
像
解
析
し
た

　

も
の
（
そ
れ
ぞ
れ
右
側
上
下
）
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
分
か
り
ま
す
。

上
の
2
枚
の
図
は
、
右
側
が
古
代
の

チ
ベ
ッ
ト
の
チ
ャ
ク
ラ
、
伝
統
医
学
の

図
で
す
。
左
側
が
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
提
唱
さ
れ
る
チ
ャ
ク
ラ
の
図
で
す
。

こ
れ
は
苗
鉄
軍
氏
が
実
験
、
解
析
し

た
オ
ー
ブ
画
像
の
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
の

図
で
す
。

（
6
）
オ
ー
ブ
の
構
成
要
素
は
、
イ
オ
ン

　

S
P
I
N
対（
陰
・
陽
）、
サ
イ
S
P

　

I
N
対（
陰
・
陽
）、
エ
ア
ゾ
ー
ル
等

　

で
あ
る
。

（
7
）
自
己
発
光
性
の
光
（
色
）
か
ら
構

　

成
さ
れ
る
。

右
図
は
、
オ
ー
ブ
を
ピ
ク
セ
ル
の
3

原
色
の
時
間
的
変
化
を
解
析
し
た
も
の

で
す
。

（
8
）オ
ー
ブ
の
多
く
は
球
面
状
で
あ
る
。

　

平
面
状
の
も
の
も
あ
る
。

（
9
）
周
り
の
環
境
（
空
間
）
の
影
響
が

　

大
き
い
。

● ❽●



右
の
写
真
は
イ
ン
ド
で
撮
っ
た
大
仏

様
で
す
。
聖
な
る
場
所
で
オ
ー
ブ
が
撮

れ
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
、
昨
年
頃
か
ら
東
大
寺

の
春
日
大
社
で
も
、
堂
内
の
写
真
撮
影

が
許
可
に
な
っ
た
の
で
、
撮
っ
た
も
の

で
す
。
真
ん
中
に
大
仏
様
が
あ
り
、
右

上
に
オ
ー
ブ
が
写
っ
て
い
ま
す
。

（
10
）
オ
ー
ブ
は
7
・
8
H
z
に
同
調

　

し
、
そ
の
姿
勢
は
、
地
磁
気
の
N
極
、

　

S
極
方
向
に
向
く
。

　

サ
イ
S
P
I
N
群
は
、
ベ
ク
ト
ル
が

　

N
極
方
向
で
、
回
転
方
向
は
赤
道
方

　

向
と
な
る
。

（
質
疑
応
答
）

◎
偽
物
の
オ
ー
ブ
と
本
物
の
オ
ー
ブ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
偽
物
の
オ

ー
ブ
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
?

（
お
答
え
）
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
く
と
ゴ

ミ
等
に
反
射
し
て
、
光
が
写
り
ま
す
。

ま
た
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
に
、
写
真

を
撮
る
と
偽
物
が
沢
山
撮
れ
ま
す
。
台

風
の
後
と
か
、
大
雨
の
後
は
空
気
中
の

ゴ
ミ
が
な
い
の
で
、
本
物
の
オ
ー
ブ
が

撮
れ
や
す
い
で
す
。
と
に
か
く
、
沢
山

写
真
を
撮
っ
て
い
る
う
ち
に
、
偽
物
の

オ
ー
ブ
と
本
物
の
オ
ー
ブ
が
分
か
っ
て

き
ま
す
。

◎
本
物
オ
ー
ブ
と
偽
物
オ
ー
ブ
を
区
別

す
る
基
準
は
、
写
真
を
見
て
経
験
上
で

判
断
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?

（
お
答
え
）
特
に
基
準
は
な
い
で
す
が
、

オ
ー
ブ
の
模
様
等
か
ら
感
覚
的
に
判
断

し
ま
す
。
た
だ
、
望
遠
で
撮
影
し
ま
す

と
、
光
の
反
射
が
な
い
の
で
、
本
物
の

オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

◎
ビ
デ
オ
で
オ
ー
ブ
を
撮
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
?

（
お
答
え
）
佐
藤
禎
花
氏
が
撮
っ
て
お

り
ま
す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
な
い
で

も
、
オ
ー
ブ
が
撮
れ
て
い
ま
す
。

◎
オ
ー
ブ
は
近
赤
外
線
の
範
囲
で
撮
れ

る
の
で
、
安
い
カ
メ
ラ
の
方
が
、
近
赤

外
線
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?

（
お
答
え
）
そ
の
通
り
で
、
C
M
O
S
イ

メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
高
級
カ
メ

ラ
で
は
、
オ
ー
ブ
は
撮
れ
な
い
で
す
ね
。

◎
今
回
出
版
さ
れ
た
「
オ
ー
ブ
・
た
ま

ゆ
ら
」
で
最
も
訴
え
た
い
こ
と
は
何
で

す
か
?

（
お
答
え
）
私
に
と
っ
て
、
一
番
重
要

な
案
件
は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
に
心

と
い
う
不
思
議
な
も
の
を
、
入
れ
る
道

筋
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
サ
イ
科
学
の
研
究
分
野
と
直
接
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
分
か
る
人
か
ら
、「
こ

れ
か
ら
は
サ
イ
科
学
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

病
め
る
地
球
の
処
方
箋

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　
　
　
　

講
師　

小
澤　

頼
仁�

氏

日
時　

2
0
2
0
年
6
月
20
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

講
演
内
容

2
0
2
0
年
の
今
、
世
の
中
は
三
界

の
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。
三
界
と
は
、

天
・
地
・
人
の
三
つ
の
界
の
こ
と
。
天

界
と
は
、
天
上
界
で
あ
り
神
仏
の
世
界

で
、
地
界
と
は
自
然
界
で
あ
り
動
植
物

の
世
界
で
す
。
そ
し
て
人
界
と
は
、
人

間
社
会
で
あ
り
、
政
治
経
済
宗
教
な
ど

の
世
界
で
す
。
現
在
の
世
界
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
騒
動
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
端

と
す
る
世
界
恐
慌
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
三
つ
の
界
か
ら
見
れ
ば
、
全

く
別
の
意
味
や
意
義
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇
宙
は
「
11
次
元
」
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
自
ら
の

次
元
の
旅
と
い
う
体
験
に
よ
り
、
誰
に
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で
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
高
次
元
の

パ
ワ
ー
が
誰
に
で
も
操
れ
る
よ
う
に
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旗
揚
げ
し
た

ば
か
り
の
「
愛
地
球
党
」
代
表
と
し
て
、

政
治
を
通
し
て
い
か
に
世
界
を
変
え
て

い
く
の
か
と
い
う
戦
略
に
つ
い
て
も
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

小
澤
頼
仁　

O
ZAW

A　

YO
RIH

ITO

愛
知
県
生
ま
れ
。
明
治
大
学
政
治
学

部
卒
業
。
明
治
大
学
在
学
中
に
教
職

課
程
を
取
得
し
高
校
教
師
と
な
る
も

「
2
0
0
年
後
の
地
球
を
美
し
く
」
を

テ
ー
マ
に
健
康
・
美
容
関
連
企
業
で
あ

る
「
ジ
ェ
ン
テ
ィ
株
式
会
社
」
を
設
立
、

人
の
健
康
に
良
い
商
品
の
開
発
&
地

球
の
環
境
に
良
い
働
き
を
す
る
商
品
の

開
発
に
取
り
組
む
。
地
球
と
人
の
健
康

を
テ
ー
マ
に
「
地
球
再
生
事
業
」「
地
球

医
学
活
動
」を
展
開
。

宇
宙
を
11
次
元
構
造
で
紐
解
き
、
宇

宙
と
科
学
、
政
治
経
済
と
医
療
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
統
合
す
る
。

2
0
1
2
年
12
月
天
啓
を
受
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
ワ
ー
を
司
る
こ
と
に
。「
一
般

社
団
法
人
フ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
」で

は
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
自
然
を
汚
さ
ず
枯
渇
も

し
な
い
永
久
電
池
の
開
発
と
普
及
に
携

っ
た
。

美
と
健
康
、
地
球
再
生
、
宇
宙
と
人

間
教
育
を
テ
ー
マ
に
年
間
2
0
0
回
以

上
の
講
演
を
こ
な
し
国
内
外
で
勢
力
的

に
活
動
し
て
い
る
。
2
0
1
4
年
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
専
門
誌「
ア
ネ
モ
ネ
」
紙
面

に
て
小
澤
頼
仁
特
集
記
事「
11
次
元
と

フ
ォ
ト
ン
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
が
掲
載
さ
れ

る
。
同
年
、
月
刊「
玉
響
」
誌
に
お
い

て
も「
地
球
そ
の
も
の
を
良
く
す
れ
ば
、

人
は
健
康
に
な
れ
る
」
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
地
球
医
学
が
特
集
さ
れ
た
。

ま
た
2
0
1
6
年
同
紙
面
に
て
「
命

の
定
義
」
が
連
載
さ
れ
、
世
の
中
を
切

り
開
く
先
駆
者
と
し
て
、
要
人
と
の
対

談
な
ど
が
海
外
で
も
好
評
を
得
た
。
ジ

ェ
ン
テ
ィ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。
一

般
社
団
法
人
フ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
理
事
。
愛
地
球
党
代
表
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
ら
れ
る

場
の
医
学
健
康
法

　
　
　
　

講
師　

生
一　

智
之�

氏

日
時　

2
0
2
0
年
7
月
18
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

講
演
内
容

健
康
な
と
き
は
と
も
か
く
、
重
い
病

気
に
か
か
っ
た
時
に
は
誰
も
が
健
康
の

あ
り
が
た
さ
を
認
識
し
ま
す
。
人
体（
生

体
）
に
は
変
動
す
る
電
磁
場
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
が
生
き
て
い
る
証
と
な

っ
て
い
ま
す
。
体
に
異
常
が
あ
る
と
電

磁
場
に
乱
れ
が
生
じ
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
電
磁
場
の
乱
れ
を
感
知
し
て
乱
れ

を
無
く
し
た
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、「
場
の
医
学
」
と
は
電
磁
場

の
医
学
で
あ
り
、
体
内
の
電
磁
場
の
乱

れ
を
整
え
る
医
学
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
達
が
死
ぬ
の
は
、
主
要
臓
器
の
少

な
く
と
も
一
つ
が
不
全
に
な
る
か
ら
で

す
が
、
劣
化
し
た
臓
器
を
自
分
で
確
認

し
て
改
善
し
て
い
け
ば
、
不
必
要
な
早

死
に
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
化

を
早
め
る
の
は
、
腎
臓
、
副
腎
、
肝
臓

の
悪
化
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
臓
器
を
改

善
す
れ
ば
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で

な
く
、
若
返
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
殆

ど
の
病
気
は
、
血
液（
体
液
）障
害
・
停

滞
の
長
期
化
で
発
生
す
る
慢
性
炎
症
も

し
く
は
そ
の
結
果
で
す
が
、
慢
性
炎
症

の
原
因
は
慢
性
ス
ト
レ
ス
で
す
。

こ
こ
で
は
、
健
康
を
維
持
す
る
方
法

と
し
て
、

1
．
健
康
を
維
持
す
る
呼
吸
の
仕
方

2�

．
心
筋
こ
う
そ
く
な
ど
、
心
疾
患
の

有
無
を
確
認
し
て
、
そ
の
症
状
を
改

善
す
る
方
法

3�

．
脳
こ
う
そ
く
な
ど
、
脳
血
管
の
疾

患
の
有
無
を
確
認
し
て
、
そ
れ
を
改

善
す
る
方
法

4�

．
内
臓
疾
患（
慢
性
炎
症
）の
有
無
を

確
認
し
て
、
そ
れ
を
改
善
す
る
方
法

な
ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
可
能

で
、
肺
炎
も
1
～
2
週
間
で
治
り
ま
す
。

い
ま
世
界
を
騒
が
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍

も
簡
単
に
防
げ
、
ま
た
治
せ
る
は
ず
な

の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
も
解
説
、
さ
ら

に「
10
種
類
の
性
格
と
そ
の
見
分
け
方
」

に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

生
一
智
之（
キ
イ
チ　

ト
モ
ユ
キ
）

1
9
8
0
年
代
後
半
に
静
岡
で
大
学

の
設
立
に
関
与
す
る
も
体
を
壊
し
、
薬

や
手
術
に
頼
ら
な
い
医
学
、
体
に
優
し

い
医
学
の
模
索
と
追
究
を
始
め
た
。

2
0
0
0
年
代
初
め
故
郷
で
あ
る
大

阪
に
戻
り「
場
の
医
学
」
を
確
立
、「
病

気
社
会
か
ら
健
康
社
会
へ
」
世
界
を
変

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
難
病
快
復
の
ボ

● �●
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ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
物
理

化
学
コ
ー
ス
博
士
課
程
満
期
退
学
。
物

性
理
論
、
量
子
化
学
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ル

ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス（
電
子
冷
光
）を
専
門
分

野
と
す
る
。
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
足
柄

研
究
所
研
究
員
、
学
校
法
人
静
岡
理
工

科
大
学
大
学
設
立
準
備
委
員
及
び
常
勤

講
師
、
未
来
型
発
光
素
子
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
協
同
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

現
在「
場
の
医
学
協
会
」「
ト
ル
ー
レ
イ

キ（
療
）法
研
究
会
」代
表
。
著
書
に「
な

ぜ
医
者
の
治
療
を
受
け
る
と
早
死
す
る

の
か
―
健
康
社
会
へ
の
道
―
」な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2�

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�
百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」
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◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�
欽
子�
氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら

判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）�

氏

「�『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造
（
仮
説
）
に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976 : USL） ・・・・・・・190 円  （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974 : 英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

   FAX 047-330-4091



　→�形成的因果作用の仮説（形態形成場・形
態共鳴）=「木の葉が揺らいでも宇宙は振
動する」。つまり、森羅万象すべてがつな
がりあっているというわけだ。

最後になるが、超能力いわゆるEPS（Extra�

Sensory�Perception）は、超能力というより知覚
領域を拡張する技術。ダウジングは、人間（生物）
のもつ潜在的知覚能力の活用（ESP=Extended�
Sensory�Perception）であってだれもがもって
いる能力といえる。鍛えれば、だれでもダウ
ジングができるようになるのである。

● �●

福来友吉先生は、今から110年前の1910年
に「念写」を発見いたしました。そして、念

｛心｝は時間や空間を超えて宇宙に広く充満し
ている、と述べました。心は、意識と変性意識
状態（ASC）と無意識から構成されております。

脳波をさげて（7～8Hz）ASCになり、肉眼
を使わないで｛目隠し｝、物を見ようと強くイ
メージ（意念）すると、透視が可能になります。
実験の結果は次記です。透視時には、無意識
の一部が体外に放出されて意識体になり、肉
眼にかわって物を見て、意識に伝えます。

つまり、脳内スクリーンに部分的、局部的に
伝え、これを受けた意識の働きによって、そ
れらが再構築されて、全体像ができあがりま
す。なお、意識体は、体外の空間にも存在し
ております。

変性意識状態（ASC）になった人の願い｛祈
り｝の一部は、信仰対象物｛掛け軸｝に、意識
体として保存されていると考えられます｛透視
と同一機構｝。そこで、いま、掛け軸の「サイ
エネルギー」を（水に転移して）測定いたしま
した。結果として、エネルギーは測定されまし
た｛現在は3個所×8dayのみ｝。なお、念写像
の分析の結果から、意識体は陰陽サイspin対

｛光子｝、｛類電子｝、であると、判断しており
ます。以上等から、「掛け軸・信仰対象物」に
も、信仰者のサイ｛気｝が保存されている事が
分かりました｡ また、これらにより、福来博士
の主張の正当性がほぼ確かめられた、と思い
ます。ご指導戴いた品川次郎先生にお礼申し
上げます。

図1．水の電気伝導度の測定装置

図2．掛け軸のエネルギー測定（1）

図3．掛け軸のエネルギー測定（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐

「掛け軸・信仰対象物」にもサイ{気}が保存されている「掛け軸・信仰対象物」にもサイ{気}が保存されている



山のM食品工場での水脈リサーチ、深井戸掘
削などを進行、その過程でわたし自身もダウ
ジング技術を習得した可能性がある。「当ても
の」でなく「サイエンス」としての「ダウジング」
をコックス氏から学んだわたしは、大脳や感
覚器官との関連、形体やイメージの共鳴現象
などに知見を拡げることができた。その結果、
マップダウジングによる各種のリサーチやフォ
トダウジングにより、医師や鍼灸師と連携して
困難な症状を改善するといった事例をいくつ
か確認するに至っている。したがって、ここで
は目に見えぬ霊的現象としてではなく、エネル
ギーの流れやその強さなどを追跡する技術と
してのダウジングの有用性について、お伝え
したい。

◆
古代からおこなわれてきた水脈探知術「ダウ

ジング」の応用範囲は広く、都市（まち）づくり
（風水）から埋蔵資源の発掘、災害時の生存者
や破損水道管の発見などに役立てられている。
遠隔透視（RV）やラジオニクスもダウジングか
らの派生技術。近年では電磁波や放射線、超
音波などによる可視化が進んでいるが、「感覚」
を拠り所とした「ダウジング」は最も簡便で安
上がり、しかも微細なエネルギーが測定でき
るという点では「科学技術」に勝っているかも
しれない。左右脳の使い分けによって知覚脳
力をアップ、未来予知を可能にするのもダウジ
ングの効用といえる。
「ダウジング」は、ラブドマンシー（棒占い）

ともいわれ古代から井戸掘りや埋蔵物を探す
技術として知られており、僧・空海が用いた
錫杖（しゃくじょう）もこれにあたるかもしれ
ない。ダウジングの語源は英語の「DOWSE

（PLUNGE）」で、わが国なら、下駄を放り上げ
て裏が出るか表が出るかといったイメージに
近い。もともとは水源や鉱脈を見つける技術と
して発達したダウジングだが、現在では、行
方不明者の追跡、戦場での地雷回避、地震断
層の発見、水質や毒物検査、水道管や電線の
破損箇所探知、古代遺跡や埋蔵資源の発掘な
ど広範囲に利用されている。もちろん競馬や
宝くじなど、ギャンブルにも応用できようが、
ここでは「占い」や「ゲーム」とは区別したい。

機械類の故障箇所や人体における不調箇所
の特定も可能。ラジエステスア（遠隔医療）、

遠隔透視（RV）、ホメオパシー（同種療法）、
オーリングテスト（キネシオロジー）、「風水」

（環境テクノロジー）などはダウジングからの
派生、あるいは類似の技術である。有害なガ
スや電磁波、放射能、さらにピラミッド・パ
ワーや人体オーラ（エネルギー場）の検知、水
や食品の品質チェックなどにもダウジングは役
立つし、震災時には生存者の発見にも大きな
手助けとなりそうだ。

ところで、なぜ探知できるのか、といったダ
ウジングの原理だが、基本的にはわたしたち
の大脳と感覚器官による情報探知と振り子な
どかんたんな器具によるフィードバックとかん
がえられる。情報をもたらすのは右脳（無意識、
潜在意識）で、これを解釈するのが左脳（顕在
意識）。左右の脳を統合する前頭葉は、「直観」
の場所といえるかもしれない。

では、未知の（顕在化されていない）情報を
受容、収集するのは、どのような原理によるの
だろうか。

　→�脳は類似の音やパターン、事例に反応（共
振、共鳴）しやすい

　→�意識にのぼらない（目に見えない）未知の
エネルギー放射でも脳が感知している可
能性がある

　→�必要とする情報を地球上のさまざまな情
報源から右脳が探している

といった仮説がなりたつが、ダウジングによ
り、脳や知覚器官が感知したパターン（情報）
が同種のパターン（波動）に共振、共鳴、さら
に木の枝や振り子などに伝達されると推測さ
れる。探していた情報が、たまたま本棚から
落ちてきた本に記載されていたり、思わず口
からでた言葉が現実になったりする（シンクロ
ニシティ）のは、すでに右脳が探知した情報
が、“偶然を装って”私たちに伝えられている
だけという見方もできよう。
「システムとシステムの間にどんな空間的・

時間的隔たりがあろうとも、そこに起きる形の
共鳴の強さは必ずしも減じられない」、「過去
に存在した同じような形態の存在の影響を受
けて、過去と同じような形態を継承する」こと
を看破したルパート・シェルドレイクの「形態
形成場理論」がこの仮説を補強するだろう。

●� ●



〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.org  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 453

2020.9･10

はじめに

1980年9月14日の夜半、わたしは高校時代
の後輩で音楽仲間のM君（故人）と共に、「空
飛ぶ円盤」いわゆるUFO（未確認飛行物体）と
接近遭遇し、至近距離での撮影に成功した。
待ちに待った結果として実現した出来事だが、
抑え難いうれしさといった感情はともかく、そ
れまでにはなかった特別な意識の状態を初め
て体験した。つまり、興奮していて夢中になっ
ていたにもかかわらず、目前の現象を冷静に
観察、撮影している、といった相反する事象
を同時に、あるいはパラレルに実行、知覚し
ているという現象である。つまり「意識」がい
くつかの行動を正確にモニターしているので
ある。たとえば、無音で空中をスライスするよ
うに飛行する物体に気をとられながらも、わた
しは付近の住宅から漏れ聞こえるピアノの練
習音を聞いていた、というようなことを記憶し
ているのである。哲学的にいえば「二元論」の
統合、あるいは並列化された知覚の一元的共
有といった意識場であるかもしれない。一種
の「変性意識」（ASC）でもあろう。

このような不思議な、あるいは異常な体験
の結果生じた疑問を解決したいと思っていた
矢先、わたしは「日本PS学会」（現日本サイ科
学会）の研究集会に参加した。東京（関英男会
長）と同時に大阪（木村六郎会長・副会長）で
も研究集会がスタートし、電気炊飯器やエレ
キギター、バイオライトや低周波治療器の発
明者として、またフーチ占いなどで知られる
大阪大学の政木和三先生が、毎回かならず同

席しておられたことが記憶に新しい。木村六
郎氏の長女・のり子さんが事務を担当してお
られたが、数年前他界され事務局は新体制と
なった。長男の陽一氏（KPS名誉顧問）はご健
在で、傘寿を超えた現在もドラム奏者として、
松下の音響研究所勤務時代の部下でピアニス
トの小川理子氏（パナソニック役員）とトリオ
を組むなどご活躍である。
「UFO」との出会いを契機として接近したPS

学会（現関西日本サイ科学会）であるが、当時
勤務していた産経新聞社（大阪）の仕事が忙し
く、かなりの期間離れていたが、研究集会の
講師で招かれたことも何度かあり、副会長を
経て会長職で再登場することになった。関西
日本サイ科学会の会長をお引き受けした矢先、
親戚筋となる和歌山県立医大の高木先生も
UFO研究家であることがわかったが、すでに
10月17日の研究集会講師としてお招きしてい
る。家内の法事を契機として拙著「未知の彼方
へ」（浪速社刊）が目に留まり知遇したらしい。

さて、約40年前UFOとの接近遭遇をきっか
けとして入会したサイ科学会であるが、現在
は「ダウジング」のニーズが高まっているため
か、昨年スタートした分科会「ダウジング講座」
はすでに6回と数回の補講を終了、「ダウジン
グ研究会」として継続中である。ダウジングに
ついては、90年代の初めころ、「サイ・テクノ
ロジー」（工作舎）の著者、故井村宏次先生に
アメリカのトップ・ダウザー、ビル・コックス
氏（故人）を紹介され「スーパーサイエンス・
シンポジウム」（産経新聞社主催）を実施、ま
たコックス氏と協同で淡路島のY学園や福知

日本サイ科学会と『ＵＦＯ』。そして『ダウジング』の現在日本サイ科学会と『ＵＦＯ』。そして『ダウジング』の現在

　　　　　　　　　　　　　関西日本サイ科学会会長　　和田�高幸
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昌
治　

様

金
三
千
円
也　
　
　

石
川　

允
朗　

様

金
二
千
円
也　
　
　

柴
山　

春
美　

様

金
二
千
円
也　
　
　

塩
島　

博
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�
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★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

（
No.�
1
（
創
刊
号
）
～
No.�

15
）
販
売
開
始

の
お
知
ら
せ

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）
復
刻
版

第
１
巻
［
No.�

1
（
創
刊
号
）
～
No.�

15
］
が

発
売
に
な
り
ま
す
。

１
冊�

1
0
0
0
円
（
税
別
）
で
す
。

発
売
予
定
は
2
0
2
0
年
11
月
15
日
で

す
が
、
都
合
に
よ
り
前
後
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

購
入
方
法
は
、A

m
azon

で
購
入
す

る
か
、
一
般
書
店
で
は
注
文
に
よ
る
購

入
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式

サ
イ
ト
の
左
メ
ニ
ュ
ー
の
「PSIJ

復
刻

版
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
詳
細
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

★�

佐
々
木
茂
美
先
生
の
新
刊
本
2
冊
の

ご
紹
介

◎
佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著

「
心
と
物
質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K
indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎
佐
々
木
茂
美
著

「
サ
イ（
気
）の
計
測
と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　

U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・
紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

　

A
m
azon�PO

D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円
（
税
別
予
定
価

　

格
、
12
月
上
旬
発
売
予
定
）

※
い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

人
生
の
質
を
高
め
る
「
魂
」
リ

ー
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�
氏

（�

医
療
法
人
春
鳳
会�

は
し
も
と
内
科

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、

医
学
博
士
）

日
時　

令
和
2
年
11
月
21
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
2
0
年
放
談
会
（
懇
親
会
）

日
時　

令
和
2
年
12
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
4
時
～
7
時

参
加
費　

三
五
〇
〇
円（
飲
食
費
共
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

電
話　

0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

交
通　

阪
堺
電
車「
松
虫
駅
」下
車

　

す
ぐ
、
地
下
鉄
「
阿
倍
野
駅
」
か
ら

　

徒
歩
10
分

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
ご
希
望
の
方
は
11
月
26
日
（
木
）
ま

で
にkps@

ladies.jp
ま
で
、
メ
ー
ル
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

※
十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
41
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回�

異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ�

神
秘
！（M

YSTIC
A�!

）

宇
宙
＊
自
然
＊
社
会
＊
生
命
等
の
神

秘
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
!

日
時　

令
和
2
年
12
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会�

場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ス
カ
イ
サ

ロ
ン（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
、

又
は
60
歳
以
上
）�

一
般�

2
0
0
0
円

宇
宙
人　

0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
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参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
3
年
1
月
17
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

　

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

2
0
2
1
年
本
格
的
な
「
水
瓶

座
の
時
代
」
の
促
進
と
個
人
の

運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

2
0
2
0
年
12
月
17
日
に
土
星
が
、

12
月
20
日
に
木
星
が
、
相
次
い
で
水
瓶

座（
ア
ク
エ
リ
ア
ス
）に
入
り
ま
す
。�

私
は
1
9
8
5
年
、
潮
文
社
か
ら
最

初
の
著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア

ス
の
時
代
」
を
出
版
し
、
潮
文
社
で
は

閉
社
し
た
3
年
前
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現

在
は
古
書
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
等
で
販
売

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
、
既
に
欧
米
で
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の
時
代
」
を

ほ
ぼ
最
初
に
日
本
で
取
り
上
げ
た
単
行

本
な
の
で
す
が
、
1
9
9
5
年
開
設
の

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座

で
あ
る
水
瓶
座
に
入
る
1
9
9
6
年
が

「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の
時
代
」
の
ス
タ
ー
ト

と
告
知
し
ま
し
た
。

そ
の
年
か
ら
、
天
王
星
が
水
瓶
座
を

通
過
し
た
2
0
0
3
年
ま
で
に
、
水
瓶

座
を
象
徴
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、

本
格
的
に
世
界
に
普
及
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
12
月
に
木
星
と
土
星

が
ほ
ぼ
同
時
に
水
瓶
座
に
入
り
、
20
年

ぶ
り
に
会
合
し
ま
す
。
木
星
は
1
年
間
、

土
星
は
約
2
年
半
、
水
瓶
座
を
通
過
し

ま
す
。
そ
の
後
、
2
0
2
3
年
3
月
に

冥
王
星
が
一
旦
水
瓶
座
に
入
り
、
6
月

に
逆
行
し
て
山
羊
座
に
戻
り
ま
す
が
、

ま
た
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
2
0
4
3

年
3
月
ま
で
の
長
期
間
、
冥
王
星
が
水

瓶
座
を
通
過
し
ま
す
。

こ
の
期
間
、
水
瓶
座
の
時
代
の
促
進

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
き
っ
か
け
が
つ

く
ら
れ
た
世
の
中
の
大
き
な
変
革
と
人

々
の
精
神
の
進
歩
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
サ
イ
科
学（
気
や
P
K
・
E
�S�

P
の
解
明
と
実
用
化
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関
等
）
の
進
展
と
世
の
中
へ
の
貢

献
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
具
体

的
な
方
向
に
つ
い
て
、
西
洋
占
星
学
の

観
点
か
ら
詳
細
に
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
参
加
者
の
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
の
2
0
2
1
年
1
月
か
ら
の
月
運

チ
ャ
ー
ト「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
S
」
18
カ
月
分
を
お
渡
し
し
て

（
1
人
分
無
料
）、
一
カ
月
ご
と
の
詳
細

な
先
天
運
の
波
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
対
処
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
2
0
2
1
年
1
月
～
2

0
2
2
年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
星
の
星
座
運
行
に
よ
る
、
環
境
運
の

見
方
と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図（
太
陽
が
春
分
点
＝

牡
羊
座
0
度
に
あ
る
チ
ャ
ー
ト
）
を
使

っ
て
、
2
0
2
1
年
度
の
日
本
と
世
界

の
情
勢
予
測
を
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
1
月
の
分
科
会
で
、
2

0
2
0
年
の
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図
で
、「
周
波
数
4
」

と
「
周
波
数
8
」
の
パ
ワ
ー
が
強
い
こ

と
か
ら
、
国
家
間
で
の
国
益
フ
ァ
ー
ス

ト
に
よ
る
対
立
・
紛
争
と
、
国
家
間
や

民
族
間
で
の
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
抑
制

さ
れ
て
、
各
国
の
国
内
に
お
け
る
発
展

を
促
す
努
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
予

測
し
ま
し
た
。

今
回
も
複
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
よ
り
深

く
診
断
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
経
済
面
も

含
め
て
2
0
2
1
年
の
日
本
と
世
界

の
情
勢
を
診
断
致
し
ま
す
。

※
12
月
21
日
か
ら
ほ
ぼ
毎
週
月
曜
日
に
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
通
信
」を
配
信
致
し
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
金
言

・�

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
社
会
情
勢
批
評

・�

西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。
過
去
の
分
科
会
参
加
者
に
は

す
べ
て
配
信
致
し
ま
す
が
（
配
信
停
止



は
い
つ
で
も
O
K
）、
参
加
し
て
い
な

い
方
も
配
信
希
望
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
」を
主
宰
、
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
12
日

（
火
）ま
で
に

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

に
参
加

メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致

し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
は

公
式
サ
イ
ト
の「
問
い
合
わ
せ
」フ
ォ
ー

ム
か
ら
1
月
12
日（
火
）ま
で
に
送
信
い

た
だ
く
か
、
F
A
X
で
送
信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名　

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
長　

浪
平�

博
人

◎�

令
和
元
年
度（
2
0
1
9
）本
部
事
業

報
告

1�

．
会
員
の
現
状
（
令
和
2
年
5
月
末

現
在
）

令
和
2
年
5
月
末
現
在

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
5
1
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　

1
9
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　

4
6
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
2
0
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
28
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
13
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
31
年

4�
月
21
日
（
日
）
佐
々
木�

茂
美
、
佐
藤

禎
花
、
苗�

鉄
軍「
オ
ー
ブ
研
究
の
最

近
に
つ
い
て
」

令
和
元
年

6�

月
9
日（
日
）小
久
保�

秀
之「
マ
イ
ク

ロ
P
K
現
象
の
検
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
」

7�

月
21
日
（
日
）「
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

9�

月
14
日（
土
）志
賀�

一
雅「
脳
波
と
バ

ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
振
に
つ
い
て
」

10
月
14
日（
月
・
祝
）第
28
回
全
国
大
会

　

�「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

12�

月
14
日
（
土
）「
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会
」

令
和
2
年

2�

月
2
日（
日
）ア
マ
ナ（
呉�

清
恵
）氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

令
和
元
年

7�

月
14
日（
日
）第
37
回「
第
13
回
U
�F�

O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
21
日（
土
）第
38
回「
第
7
回
異
能

科
学
会
議
」

令
和
2
年

3�

月
28
日（
土
）第
39
回「
第
2
回
ソ
ク

ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

● ❹●



　
（
世
話
役　

小
林�

信
正
）

令
和
元
年

5�

月
12
日（
日
）第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

11�

月
4
日（
月
・
祝
）第
10
回
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

☆�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会　
（
世
話
役　

瀬
尾�
泰
範
）

令
和
2
年

1�

月
13
日
（
月
・
祝
）
第
5
回
占
星
学

と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

3
．
通
常
総
会

　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）北
と
ぴ
あ

　

7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）北
と
ぴ
あ

　

7
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
1
6
回
～
第

2
2
0
回
）を
4
月
、
7
月
、
9
月
、

12
月
、
2
月
と
5
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
41
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
4
5
号

か
ら
第
4
5
0
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
2
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
24
日（
土
）に
第
29
回
全
国
大
会

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

も
含
め
て
～
」）を
開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
4
回
（
7
、
9
、
12
、

2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
10
月
）開
催
す
る
。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�
本
部
理
事
会
を
4
回（
7
、
9
、
12
、

2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
9
月
）開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
2
0
1
9
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
1
9
年

4
月
13
日　

第
2
2
4
回
研
究
会
総
会

＊
2
0
1
8
年
度
事
業
報
告
、
2
0
1

　

9
年
度
事
業
計
画

＊
「
我
々
に
は
な
ぜ
感
情
や
欲
望
が
あ

　

る
の
か　

優
良
宇
宙
人
的
視
点
」

　

佐
佐
木
康
二

6
月
8
日　

第
2
2
5
回
研
究
会　

＊
「
楽
し
み
過
ぎ
は
老
化
を
早
め
る
!�

　

フ
ロ
ー
体
験
へ
の
道
」　

佐
佐
木
康
二

8
月
10
日　

第
2
2
6
回
研
究
会

＊
「
電
磁
波
は
金
運
も
下
げ
て
い
た
!
」

　

佐
佐
木
康
二

10
月
12
日　

第
2
2
7
回
研
究
会

＊
「
人
類
の
運　

5
G
に
よ
り
天
変
地

　

異
10
倍
増
!
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
14
日　

第
2
2
8
回
研
究
会

＊
「
悟
り
へ
の
道
は
運
気
ア
ッ
プ
と
同

　

じ
こ
と
だ
っ
た
」　

佐
佐
木
康
二

2
0
2
0
年

2
月
8
日　

第
2
2
9
回
研
究
会

＊
「
肥
満
と
霊
能
と
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ

　

ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

●❺ ●



持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2�

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4�

．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

�

眞
野　

博
英

◎
2
0
1
9
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
元
年
9
月
7
日
（
土
）　

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
2
年
3
月
21
日
（
土
）　

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
2
年
9
月
5
日（
土
）　

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
3
年
3
月
20
日
（
土
）　

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
元
年
度（
2
0
1
9
）事
業
報
告

令
和
元
年
5
月
5
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
生
命
の
循
環
と
ニ
ュ
ー
ト

　

リ
ノ　

～
素
粒
子
の
世
界
～
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
元
年
8
月
18
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
月
の
マ
ン
ダ
ラ　

～
た
ま

　

ゆ
ら
の
癒
し
～　

1
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
元
年
10
月
13
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
月
の
マ
ン
ダ
ラ　

～
た
ま

　

ゆ
ら
の
癒
し
～　

2
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

◎
令
和
2
年
度（
2
0
2
0
）事
業
計
画

令
和
2
年
6
月
28
日（
日
）　

　

テ
ー
マ
『
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
セ

　

ル
フ
ケ
ア
』

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
2
年
7
月
26
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
神
道
の
呼
吸
法
と
神
道
の

　

霊
魂
観
』
人
体
の
生
理
作
用
と
心
理

　

作
用
と
心
霊
作
用

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

令
和
2
年
9
月
6
日（
日
）

　

テ
ー
マ
『
食
べ
る
投
資
』
う
つ
病
な

　

ど
の
心
の
病
を
発
症
す
る
大
き
な
原

　

因
の
一
つ

　
「
現
代
型
栄
養
失
調
」
と
言
わ
れ
て

　

い
る
。

　

心
の
不
調
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い

　

精
神
力
は
食
事
か
ら
。

　

講
師　

佐
藤�
禎
花

　
（�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸

日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

和
田　

高
幸

◎
令
和
元
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
1
9
年
（
会
場　

大
阪
市
立
阿
倍

野
学
習
セ
ン
タ
ー
）

4�

月
20
日
「
目
に
見
え
て
変
化
す
る
こ

の
一
年
を
具
体
的
に
予
測
す
る
」

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛

5�

月
18
日「
御
代
替
わ
り
以
降
の
日
本
、

世
界
」
～
ど
う
な
る　

こ
れ
か
ら
の

社
会
～

　

講
師　

水
口�

清
一

6�

月
15
日
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
現
代
（
い
ま
）」
～
P
P
K
背
骨

健
康
法
～

　

講
師　

中
垣�

光
市

7�

月
20
日
「
孝
明
天
皇
は
切
紙
神
事
で

太
平
洋
戦
争
を
予
言
し
た
」
～
誰
も

知
ら
な
い
幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口

王
仁
三
郎
～

　

講
師　

出
口�

恒

9�

月
21
日
「
実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
�F�

O
現
象
」
～
U
F
O
―
飛
翔
体
、
遭

遇
と
そ
の
軌
跡
～

　

講
師　

加
藤�

純
一

10�

月
19
日「
ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ

● ❻●



ク
」～
お
笑
い
の
効
用
～

　

講
師　

若
井�

ぼ
ん

11�
月
16
日
「
海
の
神
さ
ま
住
吉
大
社
」

～
物
語
と
神
異
に
み
る
神
秘
～

　

講
師　

小
出�
英
詞

1�

月
18
日「
令
和
2
年
、
2
0
2
0
年
」

～
ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛

2�

月
15
日
「
目
に
見
え
な
い
『
場
』
の

法
則
」
～
未
来
を
動
か
す
「
場
」
と

い
う
妖
怪

　

講
師　

水
口�

清
一

3�

月
21
日
「
前
世
療
法
の
現
場
か
ら
」

～
宇
宙
人
、
霊
界
、
天
界
、
未
来
世
、

胎
内
記
憶
・
・
・
見
え
な
い
世
界
の

リ
ア
ル
～

　

講
師　

根
本�

恵
理
子

◎
令
和
2
年
度
事
業
計
画

（
会
場　

10
月
ま
で
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

※
2
0
2
0
年
4
月
、
5
月
は
非
常
事

態
宣
言
に
よ
り
休
会
。
8
月
、
12
月
は

恒
例
の「
放
談
会
」を
実
施
す
る
予
定
。

6�

月
20
日
「
病
め
る
地
球
の
処
方
箋
」

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　

講
師　

小
澤�

頼
仁

7�

月
18
日
「
死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
ら

れ
る『
場
の
医
学
』健
康
法
」

　

講
師　

生
一�

智
之

9�

月
19
日
「
知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ

う
た
）
の
世
界
」
～
童
謡
は
「
言
霊
」

の
結
晶
～

　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）

（
ピ
ア
ノ
は
津
村�

和
泉�

氏
）

10�

月
17
日
「
現
役
医
師
が
体
験
し
た
未

知
の
サ
イ
現
象
に
つ
い
て
」
～
U
�F�

O
の
目
撃
を
巡
る
異
常
体
験
と
身
体

的
影
響
な
ど
～

　

講
師　

高
木�

伴
幸

11�

月
21
日
「
人
生
の
質
を
高
め
る
『
魂
』

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

　

講
師　

橋
本�

和
哉　
（
会
場
：
大
阪

市
立
阿
倍
野
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
）

※
こ
れ
以
降
、
会
場
は
阿
倍
王
子
神
社

参
集
殿

2
0
2
1
年

1
月
16
日
：
タ
イ
ト
ル
未
定

　

講
師　

水
口�

清
一

2
月
20
日
：
タ
イ
ト
ル
未
定

　

講
師　

上
森�

三�

郎

3�

月
20
日「
癒
し
の
チ
ャ
イ
ム
」～「
音
」

の
身
体
的
影
響
と
治
療
の
可
能
性
～

　

講
師　

牧
野�

持
侑

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
令
和
元
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
元
年

5
月
19
日（
日
）研
究
集
会

　

�

小
林�

信
正「
天
運
に
導
か
れ
る
!
ひ

ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

　

�

寺
山�

心
一
翁「
意
識
の
受
容
と
健
康

の
関
係
」

7
月
14
日（
日
）研
究
集
会

　

講
師　

森
安�

政
仁

11
月
10
日（
日
）研
究
集
会

　

講
師　

森
安�

政
仁

令
和
2
年

1
月
25
日（
土
）新
年
会

　
（
会
場　

割
烹�

大
判
）

◎
令
和
2
年
度
事
業
計
画

　

今
後
の
予
定
は
、
現
時
点
に
お
い
て

は
未
定
で
す
。

［
令
和
元
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
2
年
度
予
算
］

●❼ ●

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額

会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,195,000 ジャーナル発行 600,000 600,600 会費 1,600,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 300,000 308,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 400,000 会費（準） 185,000 人件費 920,000 1,125,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 146,215 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,044,287 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 107,000 繰越金 1,377,527 講師謝礼 120,000
合計 3,644,287 入会費 34,000 事務用品 120,000 174,691 合計 3,877,527 事務用品 120,000

例会収入 489,000 郵送・配送料 50,000 50,921 郵送・配送料 50,000
本会寄付 937,000 通信費 40,000 35,653 通信費 40,000
本・他 196,390 会議・打合せ 60,000 73,821 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,044,287 事務所維持費 150,000 148,749 事務所維持費 150,000
合計 4,254,677 郵便・銀行振込料 2,000 400 郵便・銀行振込料 2,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 106,100 予備 100,000
来期繰越金 1,022,287 1,377,527 来期繰越金 1,255,527
合計 3,644,287 4,254,677 合計 3,877,527

収入 支出 収入 支出



◎�
令
和
2
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川�

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey�A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木�
茂
美

会
長　
　
　

浪
平�

博
人

理
事
長　
　

久
保
田�

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林�

信
正
＊

顧
問　
　
　

品
川�

次
郎
＊

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野�

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木�

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野�

博
英
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花
＊

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

和
田�

高
幸
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安�

政
仁
＊

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
＊
、
石
川�

允
朗
＊
、

　

大
木�

高
伸
＊
、
小
林�

泰
樹
、

　

小
牧�

昭
一
郎
＊
、
志
賀�

一
雅
、

　

徳
永�

康
夫
、
中
島�

敏
樹
、

　

鯰
江�

勇
、
橋
本�

和
哉
＊
、

　

前
田�

知
則
＊
、
苗�

鉄
軍
、

　

渡
辺�

宙
明

幹
事��

小
澤�

佳
彦
＊

評
議
員

　

占
部�

浩
一
＊
、
瓜
生�

昌
代
司
、

　

鴨
川�

裕
司
、
川
村�

隆
夫
、

　

小
林�

隆
文
、
佐
藤�

ひ
ろ
子
、

　

谷
口�

五
月
、
飛
田�

洋
子
＊
、

　

三
浦�

良
江

監
事　

今
年
度
よ
り
交
代
し
ま
す

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

基
幹
論
文
賞

�　
　

福
島
県　

佐
々
木�
茂
美�

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
2
年
9
月
19
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

題
目「
陰
・
陽
サ
イspin

対（
光
子
）の

発
見
」

三
日
月
型
の
動
念
写
像
の
画
像
解
析
の

結
果
か
ら
サ
イ
（
気
）
の
実
体
を
推
定

し
た

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

◎
小
久
保
秀
之
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
。
名
古
屋
大
学
理
学

部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
員
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
客
員
協
力
研

究
員
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長

を
経
て
、
現
在
は
明
治
大
学
兼
任
講
師
。

専
門
は
超
心
理
学
と
気
功
研
究
。
人

体
科
学
会
、
国
際
生
命
情
報
科
学
会
、

N
euroQ

uantology

な
ど
の
理
事
・
編

集
委
員
も
務
め
て
い
る
。

http://kokubo.cool.coocan.jp/
講
演
内
容

本
日
は
「
マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検

出
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ

と
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
と
い
い
ま
す
と
、

乱
数
発
生
器
、
電
子
的
な
サ
イ
コ
ロ
で

す
ね
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
念
力
の
研
究

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
そ

う
い
う
も
の
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
購
入
し
て
、
自
分
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
つ
な
い
で
、
実
験
は
で
き

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
電
子
的
な
サ
イ

コ
ロ
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
念

力
が
作
用
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
、
念
力
で

自
由
に
目
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
の
を
、
電
気
的
に
置
き
換
え
た
だ
け

だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
だ
い
た
い
皆

さ
ん
は
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
検
出
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
、
そ
の
電
子
回
路
の
中
を
考

え
て
み
る
と
、
そ
う
と
う
変
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
な
い
と
、
念
力
は
検
出
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
特
殊
な
仮
説
が
提
案
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

で
も
そ
の
一
方
で
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
か
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
か
心
霊
治
療
の
よ

う
な
、
我
々
の
目
に
見
え
る
サ
イ
ズ
で

起
こ
る
マ
ク
ロ
P
K
、
巨
視
的
な
サ
イ

ズ
の
念
力
現
象
、
あ
る
い
は
生
体
に
対

す
る
念
力
現
象
：
バ
イ
オ
P
K
、
こ
う

い
っ
た
も
の
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

● ❽●



言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
部
が
全
部
つ
じ
つ
ま
が
合
う
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
遠
隔
で

も
で
き
る
」
と
か「
広
が
り
を
も
っ
て
い

る
」と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
乱
数
発
生
器
に

対
す
る
念
力
の
作
用
と
は
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
よ
う
な
説
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
を
な
ん
と
か
整
合
性
を
も
た
せ
る
よ

う
な
解
釈
が
で
き
な
い
か
と
い
う
の
が
、

そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
研
究
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
超
能
力
の
研
究
、
超
心

理
現
象
の
研
究
は
ど
ん
な
ふ
う
に
対
象

を
絞
っ
て
い
る
の
か
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
不
思
議
現
象
を
全
部
研
究
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
学

術
的
に
や
ろ
う
と
す
る
と
、
対
象
を
あ

る
程
度
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
超
能
力
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
：
サ
イ
（psi
）
で
す
ね
、
こ
れ
は

大
き
く
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
1
つ

は
、
E
S
P（
超
感
覚
的
知
覚
）と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
、
E
S
P
は
透
視
、

テ
レ
パ
シ
ー
、
予
知
の
3
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

も
う
一
つ
サ
イ
の
中
で
重
要
な
の
が
、

P
K（
念
力
）で
す
が
、
P
K
も
マ
ク
ロ

P
K
、
マ
イ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K

の
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
マ
ク
ロ

P
K
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ
と
か
、
目
に
見

え
る
巨
視
的
な
サ
イ
ズ
で
念
力
が
働
く

現
象
、
マ
イ
ク
ロ
P
K
は
電
子
回
路
の

中
な
ど
で
働
く
、
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で

の
念
力
現
象
、
バ
イ
オ
P
K
は
ヒ
ー
リ

ン
グ
な
ど
こ
れ
も
目
に
見
え
る
現
象
で

す
が
、
生
体
に
対
す
る
P
K
現
象
で
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
超
心
理
現
象
の

研
究
で
重
要
な
の
が
、
死
後
存
続
問
題

（Survival�problem

）
で
す
。
簡
単
に

言
い
ま
す
と
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
問
題
、

幽
霊
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
験
室
で
簡
単
に
実
験
が
で
き
る
の

は
、
E
S
P
現
象
と
P
K
現
象
で
し
て
、

死
後
存
続
問
題
は
、
じ
ゃ
あ
実
験
す
る

か
ら
ち
ょ
っ
と
試
し
に
死
ん
で
み
て
、

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
調
査
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
非

常
に
重
要
で
、
文
化
人
類
学
、
宗
教
学

等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
研
究
者
が
興
味

を
も
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
メ
イ
ン
の
お
話
の
マ
イ
ク
ロ

P�

K
は
、
念
力
実
験
の
1
つ
で
す
が
、
電

子
回
路
を
使
っ
た
乱
数
発
生
器（RN

G

：

Random
�N

um
ber�Generator

）を
使

い
ま
す
。

下
の
写
真
の
左
上
の
装
置
は
初
期
の

頃
の
乱
数
発
生
器
で
す
。
現
代
の
乱
数

発
生
器
は
も
っ
と
小
さ
く
な
り（
写
真

右
上
の
装
置
）、
乱
数
発
生
器
で
0
か
1

を
ラ
ン
ダ
ム
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
テ
ー
ブ
ル
上
を
ラ
ン
ダ
ム
に
動
く

お
も
ち
ゃ（
写
真
左
下
）の
動
き
を
、
自

分
の
思
う
方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
、
モ
ニ
タ
ー
上
で
赤
と
緑
の
2
台
の

車
の
レ
ー
シ
ン
グ
競
争（
写
真
右
下
）を

さ
せ
た
り
し
ま
す
。

乱
数
発
生
器
を
使
っ
た
実
験
に
は
2

種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は

先
ほ
ど
の
よ
う
な
乱
数
発
生
器
に
つ
な

が
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
に
、

念
力
を
か
け
る
実
験
で
す

も
う
一
つ
は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G

実
験
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
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は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
い
い
ま
す
と
、

私
は
カ
バ
ン
の
中
に
乱
数
発
生
器
を
持

ち
歩
い
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
イ
ベ

ン
ト（
野
球
場
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
、
宗
教
的
儀
式
会
場
等
）な
ど
、
人
々

の
意
識
が
1
点
に
集
中
す
る
場
所
に
持

ち
込
む
と
、
そ
の
無
意
識
的
な
念
力
に

よ
り
、
乱
数
発
生
器
に
異
常
な
出
力
を

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
者
の
実
験
は
、「
は
い
、
実
験
に

来
て
く
だ
さ
い
」、「
今
か
ら
念
力
を
出

し
て
く
だ
さ
い
」、「
は
い
、
終
了
で
す
」

と
い
う
よ
う
な
、
古
典
的
な
念
力
実
験

の
タ
イ
プ
で
す
。

後
者
は
実
験
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
普
通
に
日

常
生
活
を
し
て
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。

例
え
ば
映
画
館
等
で
映
画
を
見
て
い
る

人
々
は
映
画
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、

映
画
館
の
中
に
乱
数
発
生
器
を
持
ち
込

む
と
、
映
画
の
シ
ー
ン
に
応
じ
て
、
観

客
が
一
斉
に
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
と

か
感
情
の
変
動
が
あ
る
と
、
乱
数
発
生

器
が
異
常
な
出
力
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
瞑
想
の
パ
ー
テ
ィ
や
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
に
人
々
が
行
っ
た
と
き
に
、
乱

数
発
生
器
が
ど
う
い
う
反
応
を
示
す
か

を
測
定
し
た
り
し
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G
実
験
で
最
も
有

名
な
も
の
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に

い
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
が
主

催
し
た
、
世
界
意
識
計
画
（GCP

：

Global�Conscious�Project

）で
す
。

こ
れ
は
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
乱
数
発
生
器
を
置
き
、
常
時
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
乱
数
発
生
器
の
出
力
を
観
察
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
世
界
規
模
、
地
球

規
模
で
何
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

て
、
人
々
の
意
識
が
そ
こ
に
集
中
す
る

と
、
世
界
中
の
乱
数
発
生
器
が
変
動
し

た
り
、
非
常
信
号
を
出
す
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
仮
説
の
も
と
に
行
わ
れ
て

い
る
研
究
で
す
。

こ
の
研
究
が
動
き
始
め
て
す
ぐ
に
、

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
9
月
11
日
の
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
す
。
あ
の
と
き

皆
さ
ん
は
、
飛
行
機
が
ビ
ル
に
突
っ
込

む
と
こ
ろ
と
か
、
2
つ
の
ビ
ル
が
崩
れ

る
と
こ
ろ
を
テ
レ
ビ
等
で
見
た
と
思
い

ま
す
が
、
確
か
に
あ
の
前
後
は
世
界
中

で
非
常
に
多
く
の
人
々
の
意
識
の
状
態

が
一
斉
に
変
わ
り
ま
し
た
。

9
・
11
事
件
前
後
1
週
間
の
乱
数

発
生
器
の
出
力
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、

9
・
11
前
は
特
に
異
常
な
動
き
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
9
・
11
後
か
ら
70
台

位
あ
る
世
界
中
の
乱
数
発
生
器
が
同
期

的
に
異
常
な
出
力
を
出
し
ま
し
た
。

地
球
上
の
10
億
人
規
模
の
人
々
が
、

驚
い
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
、
あ
る
い
は

喜
ん
だ
り
し
て
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
興

奮
し
た
と
い
う
点
で
は
非
常
に
大
き
な

出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
乱
数
発
生
器
が
人
間
の
無
意
的
念

力
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
研
究
が
さ
れ
て
い
て
、
ま
あ
間

違
い
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
P
K
検
出
の
仮
説

物
理
乱
数
発
生
器（
R
N
G
）は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
P
K（
念
力
）を
検
出

し
て
い
る
の
か
?�

主
に
3
つ
の
仮
説
が

あ
り
ま
す
。

1�

．
直
接
R
N
G
に
P
K
が
働
い
て
、

出
力
が
変
わ
る
（
特
に
呼
び
名
が
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
直
接
作
用
説
と

す
る
）。

2�

．
最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
直

　

�

接
P�

K
が
作
用
す
る（Goal-oriented

仮
説
、
観
測
理
論
）。

3�

．
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予

知
し
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
R
�N�

G
を
作
動
さ
せ
る（
決
定
増
大
理
論
）。

い
ず
れ
の
説
も
、
R
N
G
出
力
乱
数

の
Z
や
換
算
Z
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
を
定
量
的
に
予
測
す
る
具
体
的

な
モ
デ
ル
は
提
唱
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

● �●
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ま
た
、
バ
イ
オ
P
K
や
マ
ク
ロ
P
K
の

研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
整
合
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
オ
P
K
（
生
体
念
力
）
は
手
か

ざ
し
、
祈
り
に
よ
る
治
癒
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
療
法
、
気
功
外
気
療
法
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

・
18
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
→
メ
ス
メ
リ
ズ

　

ム（
動
物
磁
気
）

・
19
世
紀
日
本
→
霊
術（
手
か
ざ
し
）

・
20
世
紀
中
国
→
外
気
療
法

・
20
世
紀
後
半
の
世
界
→
色
々
な
技
法

　

流
派
が
登
場�

現
代
の
学
術
的
な
バ
イ
オ
P
K
研
究

は
、
カ
ナ
ダ
の
グ
ラ
ッ
ド
に
よ
る
、
マ

ウ
ス
に
ケ
ガ
を
さ
せ
、
ヒ
ー
ラ
ー
に
ヒ

ー
リ
ン
グ
さ
せ
て
治
り
が
ど
れ
だ
け
早

か
っ
た
か
を
実
験
し
た
り
、
植
物
に
同

じ
よ
う
に
処
置
し
て
、
植
物
の
成
長
速

度
が
早
ま
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

以
降
、
補
完
代
替
医
療
・
統
合
医
療

の
分
野
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
1
9
9
2
年
に
米
国
に
代
替
医
療

局
が
設
立
さ
れ
、
研
究
予
算
が
つ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
が
加

速
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
は

社
会
科
学
・
人
文
科
学
的
な
研
究
、
そ

れ
か
ら
超
能
力
と
し
て
み
る
超
心
理
学

的
・
生
物
物
理
学
的
な
研
究
が
あ
り
ま

す
が
、
医
学
的
な
研
究
が
現
在
は
最
も

盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
る
お
医
者
さ
ん

や
看
護
師
さ
ん
達
が
、
実
際
に
手
か
ざ

し
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん

の
健
康
状
態
に
ど
れ
だ
け
い
い
効
果
が

あ
っ
た
か
、
を
報
告
し
て
い
る
の
で
、

医
学
系
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索

を
か
け
る
と
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
。

念
力
で
探
す
と
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
ヒ

ー
リ
ン
グ
と
か
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ラ

ピ
ー
で
探
す
と
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
補
完
代
替
医
療
の
論
文
数
の

グ
ラ
フ
で
す
が
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

増
え
て
き
て
、
1
9
9
0
年
代
か
ら
は
、

ネ
ッ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。

　

補
完
代
替
医
療
論
文
の
内
容
別
構
成

比
の
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、Acupuncture

（
鍼
灸
治
療
）、M

ind-Body

（
心
身
相

関
）、M

usculoskeletal

（
筋
骨
格
系

治
療
）
が
大
き
く
伸
び
て
、Spiritual�

T
herapies

（
心
霊
治
療
）
は
少
し
伸
び

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
前
に
も
ご
紹
介
致
し
ま
し
た

私
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
手
か
ざ
し
）
の
研

究
で
す
が
、
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
に
手
か

ざ
し
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
も
の
と
、
ヒ

ー
リ
ン
グ
し
な
か
っ
た
も
の
の
バ
イ
オ

フ
ォ
ト
ン
の
発
光
強
度
を
比
較
す
る
と

い
う
研
究
方
法
で
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
パ

ワ
ー
を
数
値
化
し
て
計
る
、
さ
ら
に
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の



● �●

周
囲
に
沢
山
の
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
等

間
隔
に
置
い
て
、
そ
の
周
囲
に
及
ぼ
す

パ
ワ
ー
も
測
定
し
ま
し
た
。

4
・
5
メ
ー
ト
ル
四
方
の
場
で
、
超

能
力
者
2
名
4
デ
ー
タ
と
、
一
般
公
募

ヒ
ー
ラ
ー
5
名
10
デ
ー
タ
の
解
析
を
し

ま
し
た
。「
生
体
P
K
場
」
は
距
離
に

反
比
例
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
の
波
形
を
形
成
し
な
が
ら
、

減
衰
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

下
図
は
「
生
体
P
K
場
」
の
パ
ワ
ー

を
横
か
ら
見
た
も
の
で
す
が
、
真
ん
中

で
痛
み
を
取
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
を

強
く
出
し
て
い
る
と
、
そ
の
1
歩
横
に

い
る
人
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
で
か
え
っ

て
痛
く
な
る
、
も
う
一
歩
横
に
い
る
と

ち
ょ
っ
と
痛
み
が
和
ら
ぐ
、
と
い
う
効

果
で
す
。

こ
の
波
の
形
は
、
ガ
ウ
ス
分
布
と
コ

サ
イ
ン
で
近
似
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
生
体
P
K
場
」の
基
礎
方
程
式
は

波
動
方
程
式
が
候
補
と
な
り
ま
す（
右

図
下
段
）。
波
動
の
波
長
、
振
幅
等
を
決

め
る
パ
ラ
メ
ー
タ
は
複
数（
少
な
く
と

も
3
個
）必
要
と
な
り
ま
す
。

波
動
現
象
と
い
う
こ
と
は
ト
ン
ネ
ル

現
象
（
障
壁
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
現
象
）
が
起
こ
る
の
は
当
た
り

前
で
す
。

次
に
マ
ク
ロ
P
K
現
象
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

・
物
体
の
異
常
な
移
動
→
念
力
で
物
が

　

動
く
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象

・
体
表
面
へ
の
物
体
の
異
常
吸
着
→
ロ

　

シ
ア
や
東
欧
に
多
い

・
物
体
の
変
形
→
ス
プ
ー
ン
曲
げ
、
ス

　

プ
ー
ン
折
り

・
念
写
→
隔
離
さ
れ
た
空
間
に
光
が
発

　

生
す
る

・
マ
ク
ロ
P
K
現
象
に
伴
っ
て
、
異
常

　

な
電
磁
信
号
が
検
出
さ
れ
る

下
図
の
写
真
は
、
物
体
移
動
能
力
で

有
名
な
超
能
力
者
ニ
ナ
・
ク
ラ
ギ
ナ
氏

が
コ
ン
パ
ス
（
磁
針
）
の
針
を
念
力
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
動
画
の
写
真

で
す
。
最
初
は
磁
針
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
が
、
途
中
か
ら
、
コ
ン
パ
ス
本
体

も
動
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ン
と
張

ら
れ
た
糸
も
軽
く
触
る
だ
け
で
切
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

次
の
写
真
は
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
（
山

下
氏
）
と
念
写
（
清
田
氏
）
を
し
て
い

る
と
き
に
、
2
人
の
左
前
頭
部
か
ら
異

常
な
電
波
が
検
出
さ
れ
た
と
き
の
写
真

で
す
。

テ
レ
ビ
局
で
超
能
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
る
と
き
に
、
ガ
リ
ガ
リ

と
ノ
イ
ズ
音
が
入
る
の
で
、
頭
部
に
特

別
製
の
何
本
か
の
ア
ン
テ
ナ
が
付
い
た

も
の
を
か
ぶ
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中

の
電
波
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
山
下
氏

は
21
～
28
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
清
田
氏
は
30

～
40
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
異
常
電
波
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。



上
の
左
の
写
真
は
、
気
功
師
が
手
か

ら
気
を
発
す
る
と
、
非
常
に
微
弱
な
光

を
捉
え
る
光
電
子
増
倍
管
（
P
M
T
）

の
暗
電
流
の
異
常
低
下
が
計
測
さ
れ
た

図
で
す
。
P
M
T
管
自
体
の
暗
電
流

の
異
常
と
い
う
よ
り
、
電
気
回
路
に
何

か
異
常
現
象
が
起
こ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ
う
た
）

の
世
界

～
童
謡
は「
言
霊
」の
結
晶
～

　
　
　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）氏

（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
）

　
　
　

ピ
ア
ノ
：
津
村
和
泉
氏

日
時　

9
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

慈
の　

Y
O
SH

IN
O

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
。

東
京
都
出
身
。
1
9
8
9
年
よ
り
東
京

の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
活
動
を
開

始
。
そ
の
後
渡
米
し
て
バ
リ
ー
・
ハ
リ

ス
に
師
事
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
研
鑽
を

積
む
。
帰
国
後
は
し
ば
ら
く
活
動
を
休

止
す
る
も
東
日
本
大
震
災
の
慰
問
演
奏

を
機
に
活
動
を
再
開
。
近
年
は《
童
謡

～
わ
ざ
う
た
、
秘
め
唄
》
に
込
め
ら
れ

た
日
本
人
の
心
と
美
し
い
音
霊
に
魅
了

さ
れ「
童
謡�

J
A
Z
Z
」
と
い
う
異
色

の
ジ
ャ
ン
ル
を
展
開
、
日
本
各
地
の
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
歌
声
は
、
聴
く

も
の
を
深
く
慈
愛
に
満
ち
た
豊
か
な
世

界
へ
い
ざ
な
い
、
そ
し
て
包
み
込
ん
で

い
く
・
・
と
評
さ
れ
、
2
0
1
6
年
に

は
国
歌「
君
が
代
」、
明
治
天
皇
御
製

（
本
居
長
世
作
曲
）を
滋
賀
県
日
吉
大
社

の
荘
重
な
る
儀
式
の
中
で
献
歌
す
る
な

ど
新
た
な
境
地
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る

音
楽
表
現
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。

講
演
要
旨

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
わ

た
し
た
ち
が
幼
少
の
頃
に
親
し
ん
だ

「
童
謡
」の
旋
律
や
歌
詞
に
は
深
い
意
味

が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
国
内
外

で
活
動
す
る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、
慈
の

（
よ
し
の
）さ
ん
は
、
童
謡
の
歌
詞
に
秘

め
ら
れ
た「
言
霊
」「
音
霊
」
に
魅
了
さ

れ
、
ま
た
子
供
た
ち
が
歌
う
こ
と
で
発

現
す
る
日
本
人
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は「
祈
り
」の
波

動
と
も
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
り

ふ
れ
た
歌
と
し
て
見
過
ご
し
て
い
る「
童

謡
」
に
つ
い
て
、
演
奏
を
交
え
音
楽
と

「
言
霊
」の
視
点
か
ら
考
察
し
ま
す
。�

【
童
謡
は
祈
り
の
言
霊
】

童
謡
は
、
西
洋
の
7
音
音
階
と
異
な

り
、
五
音
音
階（
い
わ
ゆ
る
ヨ
ナ
抜
き

音
階
）で
で
き
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
、

古
代
日
本
の
音
楽
と
中
国
の
音
楽
が
融

合
し［
雅
楽
］と
な
り
ま
し
た
が
、
平
安

時
代
、
こ
れ
が
大
改
革
さ
れ
1
0
0
年

も
の
年
月
を
掛
け
て“
律
音
階
”（
ド
レ

フ
ァ
ソ
ラ
）と
い
う
日
本
独
自
の
五
音
音

階
が
誕
生
し
ま
し
た
。

五
音
音
階
は
さ
ら
に
、
都
節
音
階（
ミ

フ
ァ
ラ
シ
ド
）
の
陰
音
階
と
田
舎
節
音

階（
レ
ミ
ソ
ラ
ド
）の
陽
音
階
に
分
類
さ

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奈
良

時
代
か
ら
ず
っ
と
日
本
人
に
染
み
つ
い

て
い
る
伝
統
的
な
音
階
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

●� ●



国
家
権
力
が
介
入
し
て
い
な
い
童
謡

（
唱
歌
は
文
部
省
が
介
入
し
た
）は
、
悲

し
い
事
を
悲
し
い
、
あ
る
い
は
辛
い
事

を
辛
い
、
と
言
わ
な
い
一
見
な
ん
の
変

哲
も
な
い
牧
歌
的
で
平
和
的
な
歌
詞
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
子
供
達
が
大
人
に
な

っ
て
何
か
重
大
な
場
面
に
直
面
し
た
り
、

ま
た
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
は
自
然
と
そ

の
人
の
心
を
癒
し
、
支
え
て
く
れ
る
と

い
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

野
口
雨
情
は
、「
物
質
文
明
の
行
き

詰
ま
り
に
は
、
必
ず
童
謡
教
育
が
必
要

に
な
る
」と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

お
な
じ
み
の
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
中

村
雨
紅
作
詞
）
は
、
完
成
後
ま
も
な
く

関
東
大
震
災
で
譜
面
が
焼
失
し
ま
し
た

が
、
歌
を
覚
え
て
い
た
雨
紅
の
妹
が
震

災
孤
児
を
集
め
て
教
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、
こ
の
歌
を
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
も
と

も
と
は
震
災
の
鎮
魂
歌
と
し
て
人
々
に

歌
い
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

夕
焼
け
小
焼
け
で�

日
が
暮
れ
て

山
の
お
寺
の�

鐘
が
な
る

お
手
々
つ
な
い
で�

皆
か
え
ろ

烏
と
一
緒
に�

帰
り
ま
し
ょ
う

「
震
災
の
火
事
も
下
火
に
な
っ
た
が
一

面
焼
け
野
原
。
山
で
は
弔
い
の
鐘
が
鳴

っ
て
い
る
。
手
を
繋
い
で
遊
ん
で
い
た

友
達
は
も
う
い
な
い
。
カ
ラ
ス
が
そ
の

魂
を
黄
泉
（
よ
み
）
の
国
へ
連
れ
て
行

っ
た
…
」

震
災
の
鎮
魂
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ

た
こ
の
童
謡
は
、
悲
し
い
歌
だ
が
「
安

心
」
を
与
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
「
祈

り
」
が
込
め
ら
れ
た
「
祝
詞
」
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

古
来
、
日
本
に
は［
国
褒
め
］と
い
っ

て
、
万
世
に
祝
福
を
送
っ
て
世
を
鎮
め

て
き
た
習
い
が
あ
り
ま
す
が
、「
言
霊
」

の
霊
的
な
チ
カ
ラ
は
、
特
に
子
供
た
ち

に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
霊

力
が
増
し
現
象
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
恐
れ
た
の
か
、
た
と
え

ば「
蝶
々
」の
元
歌
は
1
～
4
番
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
す
が
、
1
番（
野
村

秋
足
作
詞
）
は
改
作
さ
れ
、
2
番
以
降

は
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
童
謡（
わ
ざ
う
た
）】

日
本
書
紀
が
書
か
れ
た
時
代
、
童
謡

は「
わ
ざ
う
た
」と
読
ま
れ
ま
し
た
。「
わ

ざ
う
た
」
と
は
す
な
わ
ち
暗
号
で
あ
り
、

つ
ま
り
細
工
さ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
。

戦
乱
や
ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
、
そ
の
内

容
を
歌
に
仕
組
み
、
人
々
に
記
憶
さ
せ

て
巧
妙
に
伝
達
し
た
の
で
し
ょ
う
。「
隠

喩
」
と
い
う
方
式
が
用
い
ら
れ
、
当
事

者
や
そ
の
関
係
者
に
だ
け
は
、
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
に
は
、

隋
の
国
が
没
落
し
て
い
く
様
子
が
、「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
に
は
戊
辰
戦
争
の

様
子
が
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。

【
秘
め
唄
、
予
言
唄
と
し
て
】

終
末
の
世
に
お
い
て
は
、
色
々
な
ヒ

ン
ト
を
世
に
流
し
、
国
民
が
歌
う
事
で

世
を
鎮
め
、
祈
り
、
と
し
た
よ
う
で
す
。

童
謡「
さ
く
ら�

さ
く
ら
」の
作
者
は
、

弘
法
大
師（
空
海
）の
可
能
性
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
神
隠
し
」の
唄
と

も
伝
え
ら
れ
る
こ
の
歌
は
、
歌
詞
を
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
し
て
母
音
を
抜
く
と

「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
」で
も
読
め
る
そ
う
で
す
。

空
海
の
次
元
を
超
越
し
た
霊
歌
、
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Sa�K
u�Ra�

→SK
R

（
シ
ャ
ケ
ラ
）…

隠
れ
た

Y
a�Y

o�H
i

→Y
Y
H

（
ヤ
ハ
エ
）…
唯

一
の
神

So�Ra�H
a

→SRH

…
耐
え
て

「
神
が
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
の
神

が
迫
害
を
受
け
耐
え
忍
び
、
犠
牲
と
な

り
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
素
晴
ら
し
い
神
の
計
画
で
あ

る
救
い
が
成
就
す
る
」

通
り
ゃ
ん
せ�

通
り
ゃ
ん
せ

こ
こ
は
ど
こ
の�

細
通
じ
ゃ

天
神
さ
ま
の�

細
道
じ
ゃ

ち
っ
と
通
し
て�

下
し
ゃ
ん
せ

御
用
の
な
い
も
の�

通
し
ゃ
せ
ぬ

こ
の
子
の
七
つ
の�

お
祝
い
に

お
札
を
納
め
に�

ま
い
り
ま
す

行
き
は
よ
い
よ
い�

帰
り
は
こ
わ
い

こ
わ
い
な
が
ら
も

通
り
ゃ
ん
せ�

通
り
ゃ
ん
せ

「
七
つ
の
お
祝
い
…
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ

ナ
ミ
の
時
代
か
ら
七
千
年
紀
に
入
る
お

祝
い
に

お
札
を
納
め
に
…
そ
の
前
に
人
類
に
産

み
の
苦
し
み
が
あ
る

行
き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
怖
い
…

そ
の
時
は
世
の
初
め
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
か
つ
て
な
く
今
後
も
な
い
よ
う
な

大
き
な
患
難
が
…
決
し
て
戻
る
な
」

と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

● �●



生活の人ほど、呼吸に意識を向ける呼吸法が大
事になります。吐く息に意識を向けて、しっか

り吐き切るようにしましょう。寝る前に布団の
上で行うと良いですよ。

●� ●

零（ゼロ、0）は、−1と+1の間の「無」を表
す整数、または単なる数字の空位として使用さ
れている。一般にマクロな現象を取り扱う場合
における「零」は無であり、「無」には実体は無
いと考えられている。しかし、古代の東洋では、
例えば太極図（無、混沌）で示される様に陰と
陽が交わって（加算して）諸物が生成する。つ
まり「無」を創造神とするイメージがあった様子
である。他方、近代物理学のミクロの真空では、
ZPF（ゼロポイント・フィールド）と言われるよ
うに、そこには電子と陽電子の対発生と対消滅
があると云われている。

メタル（軟鋼）で実験した（1975、佐々木、越
智）ところ、メタルの降伏点付近にマクロPKの
発生点のある事がわかった。メタルに力を加え
ると、力に比例して（直線的に）変形する（弾性
変形）が、閾値（変曲点､ 降伏点）に達すると、
直線状変形から外れて塑性変形（永久変形）に
なる。

降伏点（変曲点）以下は弾性変形（結晶の原
子間隔以内の変形）となり、降伏点以上は塑性
変形（部分的に、原子間隔以上の変形がある）
である。内部に発生する力（陰）と外部からの力

（陽）とが拮抗対峙して、変曲点には、相殺零場
（ゼロ場）が出来る。降伏点（変曲点）は、エネ
ルギー一定の条件（積算値）で形成されている。
また別の検討結果によると、このゼロ場（ゼロ
点）は、マクロ現象とミクロ現象の変換、物質
と精神の変換、超常現象生起などの異常現象
の発生点でもある。

また、此処で陽と陰の力を繰り返して衝突さ
せると、縦波（スカラー波）が発生する。スカ
ラー波は、マクロPK（念力）時のサイ（気）の搬
送波になっている。ところで、上記の「変曲点」
を造る為には、異常現象が生起するその基板材
料（場所）のエネルギー値を高めて、或一定値
にする必要がある。つまり、異常現象はエネル

ギー一定条件で生起する事になる。
筆者らは、体外の空間に存在している「オー

ブ・たまゆら」を変化させて（加算して）動的に
念写像を造り、これをビデオ撮りする実験に成
功している（2018）。この実験から得られたサイ

（気）の実体は、陰・陽が拮抗対峙する（巴型の）
光子spin対であった（動画、佐藤禎花師）。

他方、瞑想効果を向上させる為に開発され
たクリスタル・セブン（CR−7）の実験・測定

（1989）によって、上記のサイ（気）、つまり、陰・
陽が拮抗対峙する光子spin対を、陰spin（陰性）
と陽spin（陽性）に分離（2つに）する事に成功し
た。つまり、上記に示した陰と陽の拮抗対峙が、
この実験・測定によって、確かめられたことに
なる。

実験室内で容易にゼロ場を造る方法として、
無誘導コイル（NIC）を用いた零磁場がある。筆
者らは、過去数年間にわたって、中国との共同
研究として、数種類の零磁場が水、植物、卵、
幼雛、淡水魚に与える影響の実験を実施した。
結果をみると、（a）サイ（気）は微弱で、しかも
不安定であり、弱い効果しか示さない。（b）サ
イ（気）には（+）の効果と（−）の効果があり、同
一方向への加算性は弱い。（c）物理的な条件に
従わない傾向がある。（d）植物類、鶏類、魚類
等と相互作用がある。（e）人間の意識と関係が
深く、時間・空間の枠組みには適合しない性質
がある。これらの（a）～（e）の結果は、サイ（気）
の陰の力と陽の力が拮抗して（ゼロ場上で）い
る事を意味しており、陰・陽の対峙そのもので
ある事が判る。つまり、サイ（気）が諸環境、諸
条件と、どのような内容で、物質（事柄）と関係
を持っているか、の回答の一部を示している事
になると思う。従って、サイ（気）の実用化と応
用面を実施・計画する場合には、希望する片方
のみに、サイ（気）が作用するように、ゼロ場の
エネルギー値を考慮する事が望まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐

ゼロ場、ゼロ磁場とは何かゼロ場、ゼロ磁場とは何か
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人が人として生きるのに欠かせない事。心が
おだやかに平安である事。ストレスのない、又
は少ない状態で過ごす事。なかなか無理な事で
すが、二十一世紀は心の時代と言われ、見えな
い心が見えるあり方として表面に出て来ました。

愛と調和に向かうのか、不安や恐怖、苦しみ
や悲しみの多い、ともすれば破壊に向かうのか。
特に今現在、新型コロナウイルスという、とて
つもない、目に見えない、手強い相手が世界を
襲い、世界的に様々な出来事が表面化してきて
います。

毎日のテレビ中継は、コロナに関する見えな
い事への恐怖と不安が映し出されています。そ
して実の所はそれぞれの仕事の仕方、生活のあ
り方、心・精神力のあり方、知恵の使い方、人
との連携、大切な事、大切な物は何なのかを問
われています。苦しい時ほど、辛い時こそ、悲
しみの心がつのる時に人々はどちらへ向かうの
でしょう。

一人では無理なのです。力を合わせて頑張ろ
うとする心が生まれ、それぞれの役割分担で、
もちろん家庭内も仕事も学校も地域社会でも、
出来る限りの努力をしながら、少しでも自分以
外の人や、物事の為に出来る事から無理せず、
役に立ち合う為の事をして行く事と思います。

世の中は、えっと思えるような状態に戻りつ
つあります。車が渋滞だったり、あちこち大勢
の人達が行き交う様になりました。どうか、基
本であります手洗い・うがい・マスク・空気の
入れ替え、個人々の気をつけるべきことをしっ
かりしましょう。毎日ニュースの中に家族の殺
人という痛ましい事件が流れてきています。本
人にしか分からない事だと思いますが、お願い

します、殺さないで下さい、死なないで下さい。
途中でダメと思えば終わります。やり続けなが
ら、時を待つのです。必ず道は開けると思うか
らです。

当たり前にきた事が当たり前でなくなり、物
事のどんでん返しが起きています。今までがこ
うだったから、では済まされない大きく見直し
やあり方が変わる時、変わらなければいけない
時にきているのです。

雑多な情報やストレスが充満していて、常に
脳内であれこれ余計なことを考えている状態が
起り、ストレスでいっぱいになっています。マ
インドフルネス・セルフケアという指導法の一
つとして、禎花式呼吸法をお伝えしています。

マインドフルネスとは、今、ここにある事に
意識を向ける事。今、目の前にある事に集中し
て、過去の記憶や未来に意識が向くのを可能
な限り抑えることで、脳が休まり、脳疲労がと
れ、頭がリセットされます。そうすると物事の
判断力のアップ、集中力アップ、ストレスの減
少、免疫力の向上へとつながります。マインド
フルネスは、科学的に認められた脳の休息法で
す。呼吸に意識を向けると良いでしょう。セル
フケアで30年以上皆さまにお伝えしてきた呼吸
法が、ハーバード大学医学部で研究されている
呼吸法と同じだったことを最近知りました。

禎花式呼吸法
4・4・8⇒　①息を吐ききる　②息を4秒か

け、鼻から吸う　③4秒かけて息を止める　
④8秒かけて息を吐ききる　口をすぼめるよう
に、お腹をへこませて息を出しきる

交感神経が優位となりやすいストレスの多い

新型コロナウイルスの見えないことへの不安と見えない心の向かいかた新型コロナウイルスの見えないことへの不安と見えない心の向かいかた

　　　　　　　　　　　　　北陸日本サイ科学会会長　　佐藤�禎花



新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
異
常
な
年

で
し
た
。
日
本
の
被
害
は
世
界
に
比

べ
れ
ば
数
値
的
に
は
軽
い
ほ
う
な
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
社
会
へ
の
影
響
は
甚

大
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
自
体
の
害
に
加
え

て
、
そ
れ
が
揺
り
起
こ
し
た
情
報
技
術

（
A
I
、
I
O
T
）の
影
響
が
今
後
の
社

会
を
変
え
て
い
く
可
能
性
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
で
す
。

情
報
技
術
が
も
た
ら
す
も
の
の
本
質

は
、
こ
れ
ま
で
我
々
の
社
会
で
は
当
然

で
あ
っ
た
場
所
・
時
の
制
限
を
取
り
払

っ
た
こ
と
で
す
。
会
議
を
す
る
に
も
、

時
間
を
合
わ
し
場
所
を
確
保
し
全
員
が

そ
こ
に
移
動
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
で
、
移
動
を
前
提
と

し
た
社
会
基
盤
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
す
べ
て
が
同
時
に
変
わ
る
の
で

す
か
ら
、
非
線
形
な
激
変
に
な
り
ま
す
。

日
を
経
る
に
つ
れ
、
巨
大
な
う
ね
り
と

し
て
襲
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

情
報
技
術
は
人
類
自
ら
が
創
り
出
し

た
も
の
と
は
い
え
、
人
類
は
こ
の
よ
う

な
文
化
・
文
明
を
変
え
る
ほ
ど
の
急
激

な
変
化
に
耐
え
う
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
自
分
た
ち
の
得
た

大
き
す
ぎ
る
殺
傷
能
力
を
抑
え
る
た
め

の
適
切
な
対
処
方
法
を
生
み
出
し
た
も

の
と
し
て
、
オ
オ
カ
ミ
の
儀
式
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
オ
オ
カ
ミ
は
強
力
な
攻

撃
力
で
の
種
族
間
の
殺
し
合
い
を
抑
え

る
た
め
に
、
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
を
相

手
に
見
せ
る
と
相
手
は
攻
撃
で
き
な
く

な
る
と
い
う
一
種
の
儀
式
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
相
手
が
首
を
見
せ
る
と
決
し

て
攻
撃
し
な
い
の
で
す
。

人
類
は
、
オ
オ
カ
ミ
が
進
化
の
過
程

で
生
み
出
し
た
平
和
の
儀
式
を
謙
虚
に

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻
と

　

佐
々
木
茂
美
名
誉
会
長
の
最
新
著
書

　

販
売
開
始

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
研
究
集
会
、

　

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

　

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
五
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
報
告

◎
念
写
を
実
現
す
る
為
に（
そ
の
3
）

学
び
、
無
制
限
な
情
報
技
術
の
進
化
に

制
御
の
枠
を
か
け
る
知
恵
に
気
付
き
た

い
も
の
で
す
。

変
化
の
波
に
で
き
る
だ
け
早
く
順
応

し
、
皆
様
の
事
な
き
年
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
3
波
に
よ

り
、
一
月
の
「
第
6
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会
」
と
二
月
本
部

例
会
は
延
期
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
月
は
本
部
例
会
通
常
の
休

会
と
な
り
ま
す
。
四
月
以
降
の
本
部
例
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月 刊

第 号455
3−1･2

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人



● ❷●

会
、
分
科
会
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
と

公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

［
創
刊
号（
1
9
7
6
年
1
月
号
）～
第

15
号（
1
9
7
7
年
3
月
号
）］販
売
開

始
の
お
知
ら
せ

　

価
格　

1
0
0
0
円（
税
別
）

【
購
入
方
法
】

購
入
方
法
は
以
下
の
2
つ
の
方
法
が

有
り
ま
す
。

（
1
）Am

azon

で「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

　

で
検
索
を
か
け
れ
ば
、
書
籍
が
表
示

　

さ
れ
、
注
文
で
き
ま
す
。

（
2
）一
般
書
店
で
購
入
す
る
方
法

　

 

書
店
に
左
記
書
籍
情
報
を
伝
え
、
注

文
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
リ
ン
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
出
版

の
た
め
、
店
頭
に
は
並
ん
で
い
ま
せ
ん
。

※
書
店
に
よ
っ
て
は
扱
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
書
籍
情
報
】

・  ISBN

：978 -4 -8150 -2308 -9

・ 

書
名
：
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）

復
刻
版
第
1
巻

・
著
者
名
：
日
本
サ
イ
科
学
会

・
出
版
社
名
：
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社

★�

佐
々
木
茂
美
先
生
の
新
刊
本
2
冊
の

ご
紹
介

◎ 
佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著
「
心
と
物

質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎ 

佐
々
木
茂
美
著「
サ
イ（
気
）の
計
測

と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　

U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・ 

紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

A
m

azon PO
D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円（
税
別
）

※ 

い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は
～
新
し
い
文
明
の

始
ま
り
を
予
感
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
3
年
1
月
16
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・ 

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

懇 

親
会
：
場
所
未
定　

会
費 

三
千
円　

定
員
15
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※ 
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
の
響
き
で
生
き
る
～
「
ゼ

ロ
磁
場
発
生
装
置
」の
神
秘
～

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎�

氏

　
（�

一
級
建
築
士
、
ネ
オ
ガ
イ
ヤ
株
式

会
社�

代
表
取
締
役
）

日
時　

令
和
3
年
2
月
20
日（
土
）　

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・ 

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

会
場
未
定　

会
費
三
千
円　

定
員
10
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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★�
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究

分
科
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
3
年
1
月
17
日
（
日
）
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た「
第
6
回

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
」

は
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
3
波
に
よ
り
、
本
年
8
月
以
降
に

延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
の
皆
様
に
お

伝
え
す
る
予
定
で
あ
っ
た
、
様
々
な
情

報
を
早
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
2
年
12
月

21
日（
木
星
と
土
星
が
水
瓶
座
で
会
合
）

か
ら
配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通

信
」（
毎
週
月
曜
日
に
希
望
者
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
無
料
配
信
）
で
、
お
伝
え

し
て
い
く
所
存
で
す
。

過
去
の
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
致
し
ま
す
が
（
配
信
停
止
は
い
つ

で
も
O
K
）、
参
加
し
て
い
な
い
方
も
配

信
希
望
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に

お
名
前
と
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
希
望
」
と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
の

主
な
内
容

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・ 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・ 

瀬
尾
泰
範
の
今
後
の
予
測
・
社
会
情

勢
批
評
、
読
者
か
ら
の
質
問
に
対
す

る
お
答
え
（
随
時
）

・ 

西
洋
占
星
学
と
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検
出

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

念
写
を
す
る
と
き
に
、
周
り
の
環
境

が
影
響
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
清
田
益
章
さ
ん
の
連
続
8
枚

念
写
写
真
の
内
の
4
枚
で
す
。

こ
れ
を
実
験
し
た
の
は
笠
原
敏
雄
先

生
で
す
け
れ
ど
、
本
当
は
真
っ
暗
な
所

な
ん
で
す
が
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
に
光

が
一
杯
写
り
込
ん
で
い
ま
す
。

念
写
の
研
究
は
宮
内
力
氏
と
か
稲
田

豊
氏
が
一
生
懸
命
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
ポ
ラ
ロ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
へ
の
念

写
で
す
が
、
室
内
光
の
影
響
を
受
け
る

ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

以
下
の
写
真
は
天
井
に
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ

ァ
ン
等
を
使
っ
て
、
部
屋
の
灯
り
の
状

態
を
変
え
た
ら
、
念
写
に
ど
う
影
響
す

る
の
か
を
実
験
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
黄
色
光
、
紫
色
光
、
赤
色

光
、
緑
色
光
の
下
で
の
写
真
を
見
ま
す

と
、
室
内
光
の
色
に
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
。



と
こ
ろ
が
念
力
を
発
す
る
被
験
者
の

調
子
が
良
い
と
、
右
の
写
真
の
紫
色
光
、

や
緑
色
光
の
下
で
の
写
真
の
よ
う
に
真

白
に
な
っ
て
、
環
境
の
効
果
は
見
え
な

く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
念
写
の
程

度
が
弱
い
と
き
は
環
境
の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
佐
々
木
茂
美
先
生
の
念
写
実
験

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
陽
電
池
の
装
置
を
使
っ
た
念
写
の

実
験
に
お
い
て
も
、
同
様
な
結
果
が
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
横
軸
が
時
間
（
秒
）、

縦
軸
が
太
陽
電
池
の
電
流
値
（
μ
A
）

で
す
が
、
念
写
信
号
の
波
形
が
記
録
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

被
験
者
の
調
子
が
良
く
な
い
と
き
に

は
、
念
写
の
大
き
い
波
形
の
上
に
細
か

い
シ
グ
ナ
ル
の
波
形
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
室
内
照
明
の
1
0
0
ヘ
ル
ツ
の

信
号
が
念
写
信
号
に
重
畳
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
被
験
者
の
調
子
が
良
い
と

き
に
は
、
室
内
照
明
の
信
号
は
重
畳
し

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
超
能
力
者
の
周
囲
に
発
生

し
た
P
K
場
が
環
境
と
干
渉
し
て
、
電

磁
信
号
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
起
こ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
方
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
80

年
代
に
か
け
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
大
学
で
少
年
、
少
女
達
の
ス
プ

ー
ン
曲
げ
実
験
・
研
究
を
し
た
ヘ
イ
ス

テ
ッ
ド
博
士
で
す
。

こ
れ
が
そ
の
当
時
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ

の
写
真
で
す
。

ス
プ
ー
ン
の
お
皿
の
と
こ
ろ
ま
で
曲

が
っ
て
い
ま
す
。
ス
プ
ー
ン
の
首
の
と

こ
ろ
は
、
て
こ
の
原
理
で
私
で
も
曲
げ

た
り
、
1
回
捻
り
く
ら
い
は
で
き
ま
す

が
、
皿
の
と
こ
ろ
を
曲
げ
る
の
は
、
ち

ょ
っ
と
で
き
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら

相
当
P
K
能
力
の
強
い
被
験
者
が
沢
山

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
ヘ
イ
ス
テ
ッ
ド
博
士

の
と
こ
ろ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
玉
の
中
に

針
金
を
封
入
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
ガ

ラ
ス
玉
の
外
か
ら
念
力
で
、
写
真
の
よ

う
に
絡
ま
せ
る
の
で
す
。

ま
た
、
特
定
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
に

歪
み
計
を
付
け
て
、
曲
が
る
と
き
に
ど

● ❹●



う
い
う
ふ
う
に
ど
の
く
ら
い
曲
が
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
測
定
す
る
と
い
う
、

定
量
測
定
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
被
験
者
に
様
々
な
セ
ン

サ
ー
の
付
け
方
を
し
て
実
験
し
て
お
り

ま
す
。
横
軸
が
距
離（
c
m
）、
縦
軸
が

歪
み
計
の
電
圧（
m
V
）で
す
が
、
P
K

の
焦
点
箇
所
の
近
傍
の
歪
み
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
次
の
よ

う
な
ガ
ウ
ス
分
布
で
近
似
で
き
る
と
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
の
図
は
、
佐
々
木
茂
美
先
生
の
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
へ
の
直
接
念
写
実
験
の
装

置
で
す
。

右
の
写
真
は
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
念
玉
が
写
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
光
の
玉
の
よ
う
な
も
の
は
、
実
際

に
光
が
発
生
し
た
と
解
釈
す
る
方
法
と
、

撮
像
管
の
表
面
で
電
気
的
な
状
態
が
変

わ
っ
た
の
だ
と
解
釈
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
取
り
あ
え
ず
、
そ
こ
に
念
力
の

フ
ィ
ー
ル
ド
が
で
き
て
い
る
の
は
、
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
念
玉
は
極
小

な
単
位
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
大
き

さ
を
も
っ
て
、
こ
の
場
合
は
写
っ
て
お

り
ま
す
。
P
K
の
焦
点
に
は
広
が
り
が

あ
る
、
す
な
わ
ち
P
K
場
が
形
成
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
ヘ
イ
ス
テ
ッ
ド
博
士
の

実
験
と
同
様
な
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
新
潟
の
市
村
俊
彦
氏
が
主
宰

さ
れ
て
い
た
超
心
理
研
究
会
の
機
関
誌

「
テ
レ
パ
シ
ー
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

針
金
曲
げ
の
実
験
で
す
。

東
京
に
い
る
P
K
能
力
者（
清
田
益

章
氏
）
に
新
潟
か
ら
何
種
類
か
の
針
金

の
形
を
毎
回
テ
レ
パ
シ
ー
で
送
り
ま
す
。

P
K
能
力
者
が
そ
の
形
を
受
け
て
、
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
針
金
を
上
に
放
り
投

げ
て
、
念
力
で
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
に

針
金
を
曲
げ
て
落
ち
て
く
る
と
い
う
、

お
遊
び
的
な
実
験
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
P
K
能
力
者
の
側
に
あ

っ
た
針
金
ま
で
触
ら
ず
に
曲
が
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り「
曲
が
れ
!
」と
言
っ
て
放
り
投

げ
た
針
金
が
曲
が
る
よ
う
な
強
い
能
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
投
げ
た

針
金
に
P
K
の
焦
点
が
あ
た
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
も
身
体
の
周

囲
の
場
に
、
念
力
の
作
用
が
及
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
。

マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
か

ら
推
定
さ
れ
る
重
要
な
性
質
を
述
べ
ま

す
。

1 

．
ス
プ
ー
ン
曲
げ
や
念
写
の
焦
点
箇

所
に
数
ミ
リ
か
ら
数
セ
ン
チ
の
P
K

場
が
形
成
さ
れ
る

2 

．
そ
れ
と
同
時
に
能
力
者
の
周
囲
に

波
型
の
P
K
場
が
形
成
さ
れ
る

3 

．
P
K
場
が
異
常
な
電
磁
現
象
を
伴

●❺ ●



う
こ
と
が
あ
る

4
．
環
境
と
P
K
場
が
干
渉
す
る

　
（
電
磁
的
な
結
合
も
起
こ
る
）

こ
う
い
う
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P�

K
の
研
究
か
ら
、
重
要
な
念
力
の
性
質

が
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
乱
数
発
生
器

に
対
し
て
、
ど
う
や
っ
て
念
力
が
作
用

し
て
い
る
の
か
に
つ
き
ま
し
て
、
以
上

の
現
象
と
矛
盾
の
な
い
、
こ
れ
ら
の
性

質
と
整
合
す
る
理
論
モ
デ
ル
を
考
え
て

み
た
い
。

い
き
な
り
量
子
力
学
の
観
測
問
題
を

持
ち
出
し
て
、
観
測
し
た
と
き
に
状
態

が
決
ま
る
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
こ
う
い

う
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
の
で
、
説
明

で
き
る
も
の
が
ほ
し
い
の
で
す
。

さ
て
次
に
乱
数
発
生
器
に
つ
な
が
る

J
．
B
．
ラ
イ
ン
博
士
の
実
験
で
す
が
、

統
計
的
な
手
法
を
使
っ
た
念
力
の
検
出

に
な
り
ま
す
。
J
．
B
．
ラ
イ
ン
博
士

が
著
書
「
超
心
理
学
概
説
―
心
の
科
学

の
前
線
」
を
出
版
し
た
後
、
非
常
に
有

名
に
な
り
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ギ
ャ
ン
ブ

ラ
ー
が
ラ
イ
ン
博
士
を
訪
れ
ま
し
た
。

彼
は
、「
私
は
サ
イ
コ
ロ
の
目
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
」 

と
主
張
し
た
の
で
す
。

ラ
イ
ン
博
士
は
興
味
を
も
っ
て
、
サ

イ
コ
ロ
を
使
っ
た
P
K
実
験
を
始
め
ま

し
た
。
初
期
の
頃
は
、
直
接
6
個
の
サ

イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方
法
、
そ
の
後
機
械

的
に
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方
法
、
さ
ら

に
電
子
回
路
で
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方

法
を
使
い
ま
し
た
。

1
9
8
0
～
90
年
代
は
、
パ
チ
ン

コ
玉
を
使
っ
た
雪
崩
れ
装
置
を
使
っ
た

方
法
、
そ
の
後
電
子
的
な
乱
数
発
生
器

を
使
っ
て
、
念
力
で
光
を
右
回
り
、
あ

る
い
は
左
回
り
に
回
転
さ
せ
る
装
置
も

で
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
電
気
的
な
乱
数
発
生
器
を

使
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
意
識
の
長
期
定
点

測
定
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

私
が
前
に
お
り
ま
し
た
国
際
総
合
研

究
機
構
は
、
雑
居
ビ
ル
の
4
階
に
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
2
階
と
3
階
の
半

分
と
5
階
に
韓
国
系
カ
ル
ト
教
団
の
施

設
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
教
団
の
フ
ィ

ー
ル
ド
意
識
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
五
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
質
を
高
め
る
『
魂
』
リ
ー

デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�

氏

　
（�

医
療
法
人
春
鳳
会
理
事
長
、
は
し

も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

医
師
、
医
学
博
士
）

日
時　

11
月
21
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

初
め
て
会
っ
た
人
な
の
に
以
前
に
も

会
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
、
そ
ん
な
経

験
を
お
も
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
あ
な
た
の「
魂
」が
過
去
世
に

お
い
て
既
に
何
度
か
会
っ
て
い
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
魂
」
は
あ
な
た
の

奥
深
い
無
意
識
の
な
か
で
相
手
の「
魂
」

を
感
じ
、
気
の
お
け
な
い
仲
間
か
そ
う

で
な
い
の
か
？ 

ま
で
瞬
時
に
見
分
け
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
幼
い
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
が
う
ま
く
弾
け
る
な
ど
驚
く
よ
う
な

才
能
を
発
揮
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
過
去
世
で
何
十
年
も
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
い
た
こ
と
を「
魂
」が
覚
え
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
才
能
と
は
何
な
の

か
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
魂
」
に
は
何
世
代
に
も
わ
た
る
過

去
世
の
歴
史
な
ど
莫
大
な
情
報
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
も
し
「
魂
」
の
情
報
を

読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
人
生
が

生
き
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
そ
の
質
も

き
っ
と
高
ま
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
仕
事
が
向
く
か
？ 

誰
を
雇
え

ば
良
い
か
？ 

誰
と
仲
間
に
な
れ
ば
良

い
の
か
？ 

な
ど
が
判
断
で
き
て
良
い

こ
と
づ
く
め
で
す
。

講
座
で
は
、「
魂
」
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
上
手
く
い
っ
た
症
例
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
実
習
を
交
え
、「
魂
」
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
さ

ら
に「
魂
」
を
複
数
個
持
っ
て
い
る
人
、

「
魂
」
を
身
体
か
ら
出
し
た
ら
ど
う
な

る
、「
魂
」の
大
き
さ
、「
魂
」が
喜
ぶ
事

と
私
が
喜
ぶ
事
に
は
微
妙
に
ず
れ
が
あ

る
、「
魂
」
は
宇
宙
を
遍
歴
す
る
、
神
の

分
け
御
霊（
み
た
ま
）、
な
ど
総
合
的
な

見
地
か
ら
、「
魂
」
と
は
何
か
？ 
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
健
康
で
イ
キ

イ
キ
と
生
き
ら
れ
る
の
か
、
に
つ
い
て
、

実
習
を
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本 

和
哉（
は
し
も
と
・
か
ず
や
）氏

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大
学

院
修
了
。
医
師
、
医
学
博
士
。
医
療
法

人
春
鳳
会
理
事
長
、
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
内
科
、
神
経
内

科
、
漢
方
な
ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に

医
療
ヨ
ガ
や
気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自

に
開
発
し
た
気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功

で
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
診
療
も
し
て
い
る
。

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専
門

医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法
医
、

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理

事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研
究
会

理
事
。

著
書
に
、「
医
師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸

社
）、
ほ
か
医
療
ヨ
ガ
に
関
す
る
本
な

ど
多
数
。

（
講
演
内
容
）

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
で
は「
魂
」

と
言
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す

が
、
た
い
て
い
は
自
分
自
身
の
心
の
こ

と
や
、
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
と
言
っ
た
り
、

自
分
の
本
質
と
捉
え
て
い
ま
す
。

「
魂
」の
定
義
自
体
が
あ
い
ま
い
な
上

に
様
々
な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
私（
橋
本
）が
、「
魂
」と
意
識
し
て

気
当
て
診
断
を
し
た
胸
あ
た
り
に
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
魂
と
し
て
話
を
進
め

ま
す
。

「
魂
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
「
魂
」

と
意
識
し
て
「
気
当
て
診
断
」
を
し
ま

す
。「
気
当
て
診
断
」
法
と
は
コ
ウ
モ
リ

が
超
音
波
を
当
て
た
跳
ね
返
り
で
物
を

探
る
よ
う
に
、「
気
」（
意
識
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
を
当
て
て
何
が
あ
る
か
を
探
る
方

法
で
す
。

探
り
た
い
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

対
象
物
に
気
を
当
て
る
と
、
共
鳴
が

あ
れ
ば
気
が
跳
ね
返
っ
て
く
る
感
じ
、

共
鳴
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
癌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
身
体
の
こ

と
、
感
情
や
ト
ラ
ウ
マ
、
霊
、
気
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
、
食
材
の
良
し
悪
し
、
相

性
な
ど
、
何
を
意
識
す
る
か
で
、
い
ろ

ん
な
分
野
で
応
用
で
き
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
気
当
て
診
断
法

（https://kiate-shindan.com
/

）
を
ご

参
照
願
い
ま
す
。

胸
の
あ
た
り
で
チ
ェ
ッ
ク
反
応
が
あ

り
「
死
後
も
残
る
」、「
輪
廻
転
生
を
す

る
」、「
私
」と
い
う
意
識
と
は
別
物
で
、

「
魂
」
に
は
「
こ
れ
ま
で
生
き
て
来
た
記

憶
が
あ
る
」、
な
ど
の
反
応
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
「
魂
」
の
大
小
で
検
討
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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「
魂
」
の
大
き
さ
は
、
肉
体
の
胸
か

そ
れ
よ
り
少
し
大
き
い
の
が
一
般
的
で

す
。
患
者
さ
ん
を
診
療
し
て
い
て
思
い

ま
す
が
、
し
ば
し
ば
「
魂
」
の
小
さ
い

人
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
般
に
「
魂
」
が
小
さ
い
と
き
、
そ

の
人
の
「
魂
」
は
喜
ん
で
お
ら
ず
、
辛

い
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し

て
い
る
人
は
「
魂
」
が
小
さ
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
時
に
も
の
す
ご
く
小

さ
い
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
辛
い

人
生
を
送
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。中

に
は
規
律
的
な
生
活
を
し
て
、
人

の
お
役
に
立
っ
て
い
る
人
で
も
、
そ
れ

が
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

人
な
ど
に
「
魂
」
の
小
さ
な
人
が
い
ま

す
。
規
律
的
な
生
活
も
、「
魂
」の
レ
ベ

ル
で
は
本
当
に
良
い
の
か
と
疑
問
に
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
、「
魂
」
が
大
き
い
人
は
、
充

実
し
た
ワ
ク
ワ
ク
し
た
生
き
方
を
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
人
が
喜
び
、

ま
た
充
実
感
の
あ
る
時
に
「
魂
」
は
大

き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
理
的
あ
る
い
は
肉
体
的

な
喜
び
、
例
え
ば
美
味
し
い
物
を
食
べ

た
と
か
、
美
し
い
男
女
と
接
し
て
喜
ん

だ
と
し
て
も
「
魂
」
は
大
き
く
は
な
ら

な
い
よ
う
で
す
が
、「
魂
」
が
喜
ぶ
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

た
い
て
い
の
人
の
「
魂
」
は
胸
の
中

心
に
あ
る
の
で
す
が
、
ご
く
た
ま
に
中

心
か
ら
左
右
の
い
ず
れ
か
に
ず
れ
た

「
魂
」
を
も
つ
人
が
い
ま
す
。
会
場
に

も
そ
の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
魂
」
が
そ
の
人
に
入
る
の
を
躊
躇

（
た
め
ら
）っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
「
魂
」
が
そ
の
人
の

肉
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
嫌
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
憑

依
な
ど
、
他
の「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

押
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
場
合
は
、
押
し
て
い
る
「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
修
復
す
る
だ
け
で「
魂
」

は
中
心
に
戻
り
ま
す
。

「
魂
」に
は
、
年
齢
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。「
魂
」の
年
齢
を「
気
当
て
診
断
」

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
分
か
っ
た
の
は
、
五
千

年
く
ら
い
だ
と
若
い
方
で
、
一
億
五
千

か
ら
二
億
年
と
な
る
と
齢
を
と
っ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
の
で
す
。「
魂
」の
若

い
人
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

た
が
る
傾
向
が
あ
り
、「
魂
」の
年
齢
が

高
い
人
ほ
ど「
魂
」の
知
恵
や
知
識
は
多

い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
魂
」の

傷
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
反
応
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

「
魂
」が
攻
撃
さ
れ
た
り
、「
魂
」を
入
れ

て
い
た
人
が
辛
い
経
験
を
し
た
の
か
な

ど
と
推
定
さ
れ
る
の
で
す
が
、「
魂
」の

年
齢
の
高
い
人
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は「
魂
」を
癒

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま

す
。チ

ャ
ク
ラ
と
は
ヨ
ガ
で
よ
く
言
わ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
で
す

が
、
会
陰
部
に
あ
る
第
一
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
順
に
身
体
の
セ
ン
タ
ー
を
上
が
り
、

頭
頂
に
あ
る
第
七
チ
ャ
ク
ラ
ま
で
達
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ク
ラ
と「
魂
」

は
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
現
象
が
あ
り
ま
す
。

「
魂
」
の
位
置
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ

の
場
所
の「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
両
手

で
掴
み
前
方
に
出
す
と
、
第
一
か
ら
第

七
ま
で
の
チ
ャ
ク
ラ
も
繋
が
っ
て
前
方

に
出
ま
す
。「
魂
」
を
出
し
て
い
る
時

間
が
数
秒
な
ら
あ
ま
り
問
題
な
い
の
で

す
が
、
20
秒
を
超
え
て
長
く
な
る
と
全

身
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
き
ま

す
。
お
そ
ら
く
「
魂
」
は
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
場
で
も

「
魂
」
を
前
方
へ
出
す
実
習
を
し
ま
し
た

が
、
次
第
に
し
ん
ど
さ
が
出
て
き
ま
し

た
。「
魂
」を
長
時
間
身
体
か
ら
出
し
て

お
く
こ
と
は
危
険
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
訳
で
、「
魂
を
前
方
に
出

す
」を
さ
ら
に
進
め
て
、「
魂
が
抜
け
る
」

と
ど
う
な
る
か
？ 

を
文
献
的
に
検
討
し

ま
し
た
。

死
ん
だ
ら「
魂
は
抜
け
る
」と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て「
魂
が

抜
け
る
と
死
ぬ
」、
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
文
献
上
か
ら
み
て「
魂
」

は
死
な
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

シ
ャ
ー
マ
ン
が
「
魂
」
を
出
し
て
霊

界
な
ど
で
神
や
霊
に
合
う
こ
と
は
、
文

献
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般

の
人
で
も
、
び
っ
く
り
し
た
り
、
高
い

所
か
ら
落
ち
る
な
ど
で
「
魂
」
を
ど
こ

か
に
落
と
す
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
脱
魂
現
象
に
つ
い

て
で
す
が
、
沖
縄
で
は
「
魂
」
は
「
マ

ブ
イ
」
と
呼
ば
れ
よ
く
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
脱
魂
状
態
で
は
、
意
識
は
ぼ
ん

や
り
、
倦
怠
感
、
眠
い
、
微
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
ユ
タ
の
呪
文「
○
○（
人

の
名
前
）の
マ
ブ
ヤ
ー　

ウ
ー
テ
ィ
ー
ク

ヨ
ー
」
で
抜
け
た
魂
を
拾
い
に
行
く
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ

と
に
、
落
と
し
た
「
魂
」
を
拾
っ
て
戻

す
と
先
ほ
ど
の
症
状
が
直
ぐ
に
改
善
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
写
真

で
は
「
魂
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？ 
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で
す
が
、
生
き
て
い
る
人
の
写
真
に
は

「
魂
」
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
異
論
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
が
死
ぬ
と
「
魂
」
は
肉
体
か
ら
抜

け
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
で
は
、
死
後
、

そ
の
人
の
写
真
か
ら
も
「
魂
」
の
反
応

は
消
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
気
当
て
診

断
」
を
す
る
と
、
亡
く
な
る
と
生
前
の

写
真
か
ら
も
「
魂
」
は
抜
け
て
い
る
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
作
家
の
太
宰
治
や
夏

目
漱
石
の
写
真
で
は
「
魂
」
の
反
応
が

消
え
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
亡

く
な
っ
て
か
ら
の
写
真
に
も
「
魂
」
の

反
応
が
あ
る
人
も
居
ま
す
。
た
と
え
ば

念
写
研
究
さ
れ
た
福
来
友
吉
博
士
は
死

後
の
写
真
に
も
魂
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
何
故
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
か
、
に
つ
い
て
は
ま
だ
自
分
な
り

に
納
得
の
い
く
説
明
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。複

数
の
「
魂
」
を
持
つ
人
も
い
ま
し

た
。
一
般
の
人
は
「
魂
」
を
一
つ
持
っ

て
い
る
だ
け
で
す
が
、
ご
く
稀
に「
魂
」

を
2
個
以
上
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

ど
う
い
う
意
味
か
は
症
例
経
験
が
少
な

く
未
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
活

動
さ
れ
て
い
る
人
に
興
味
を
持
っ
て
魂

が
入
り
こ
ん
だ
の
で
は
？ 

と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
こ
で
生
ま
れ
た
「
魂
」
か
？ 

は
適

応
障
害
を
考
え
る
上
で
役
に
立
ち
ま

す
。
そ
の
人
の
「
魂
」
が
地
球
で
生
ま

れ
た
か
、
あ
る
い
は
地
球
外
の
宇
宙
で

生
ま
れ
た
か
、
に
つ
い
て
で
す
が
、
地

球
生
ま
れ
の
「
魂
」
の
場
合
は
こ
こ
が

地
球
な
の
で
あ
ま
り
問
題
に
な
り
ま
せ

ん
。
宇
宙
生
ま
れ
の
「
魂
」
は
地
球
で

の
適
応
障
害
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
特

に
地
球
へ
の
転
生
回
数
が
少
な
い
場
合

は
「
魂
」
が
地
球
の
こ
と
を
全
く
学
習

し
て
い
な
い
が
故
に
、
地
球
に
馴
染
め

ず
適
応
障
害
、
自
閉
症
を
起
こ
し
が
ち

で
す
。

よ
く
「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
チ
ル
ド
レ
ン
」

は
地
球
を
救
う
た
め
に
こ
の
地
球
に
や

っ
て
来
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人

も
い
ま
す
が
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、

地
球
に
馴
染
め
な
い
で
悩
ん
で
い
て
、

ご
本
人
も
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
の

で
す
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
初
め
て

地
球
に
転
生
し
た
「
魂
」
で
あ
る
事
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
球
で
の
対
処
法
を

伝
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、「
魂
」の
再
会
回
数
に
移
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
初
め
て
会
っ
た
の
に
初
め

て
会
っ
た
気
が
し
な
い
、
ま
る
で
同
窓

会
で
も
し
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

た
っ

た
一
度
会
っ
た
だ
け
な
の
に
初
め
て
会

っ
た
気
が
し
な
い
人
が
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
す
で
に
過
去
世
で
何
度
か「
魂
」

が
会
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
逆
に
過
去

世
で
会
っ
て
い
な
い
人
と
は
、
今
世
で

何
度
会
っ
て
も
疎
遠
な
感
じ
が
す
る
も

の
で
す
。

人
に
会
う
場
合
は
、
そ
の
人
と
の

「
魂
」
の
再
会
回
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
般
に
「
魂
」
の
再
会
回
数
が
多
い
人

ほ
ど
懐
か
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。
ま
た

再
会
回
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
て
も

親
し
く
す
ご
し
た
過
去
世
が
あ
れ
ば
懐

か
し
さ
が
生
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
く

稀
に
、
再
会
回
数
が
多
く
て
も
敵
対
し

て
い
る
「
魂
」
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
応
用
す
れ
ば
、

協
力
者
を
「
魂
」
の
視
点
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
過
去
世
で
複
数
回
会

っ
た
人
か
ら
協
力
者
を
選
べ
ば
、
馴
染

み
や
す
く
事
細
か
に
説
明
し
な
く
て
も

お
互
い
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
に
性

格
や
適
性
な
ど
を
検
討
す
れ
ば
、
共
に

働
く
時
に
も
し
っ
く
り
く
る
し
、
長
く

勤
め
て
も
ら
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
世
に
会
っ
た
こ
と
が
な

い
人
を
選
ぶ
と
、
同
じ
よ
う
に
働
い
て

い
て
も
い
つ
ま
で
も
疎
遠
な
感
じ
が
す

る
の
で
、
雇
わ
れ
る
人
も
雇
う
人
も
楽

し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
「
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
人
を
採
用
す
る

に
あ
た
り
先
ず
は
写
真
で
「
魂
」
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
の
た
め
か
私
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
が
出
て
い
て
、
働
く
の
が
楽
し
い
と

言
う
職
員
も
い
ま
す
。

才
能
も
、「
魂
」
を
読
み
取
る
こ
と
で

分
か
り
ま
す
。
才
能
が
有
る
人
は
大
し

て
努
力
し
な
く
て
も
物
事
を
達
成
し
て

し
ま
い
ま
す
。
逆
に
才
能
が
な
い
人
は

同
じ
成
果
を
出
す
に
も
か
な
り
の
努
力

を
強
い
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
3
歳
く
ら

い
で
ピ
ア
ノ
を
ス
ラ
ス
ラ
と
弾
け
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。「
魂
」
の
観
点
か
ら
、

才
能
と
は
過
去
世
で
、
そ
の
こ
と
を
ど

れ
だ
け
や
っ
た
か
？ 

と
い
う
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
日
本
人
は
英
語
を
喋
る

の
が
得
意
で
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
中
に
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
の
人
も

い
ま
す
。
そ
ん
な
人
は
大
抵
、「
魂
」
が

過
去
世
で
英
語
を
喋
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
過
去
世
で
お
こ
な
っ
た

回
数
が
多
い
ほ
ど
、
努
力
少
な
く
達
成

で
き
る
し
、
逆
に
、
過
去
世
で
や
っ
て
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い
な
い
こ
と
を
す
る
に
は
、
か
な
り
の

苦
労
が
必
要
な
の
で
す
。
適
職
を
検
討

す
る
場
合
、
過
去
世
で
そ
の
こ
と
を
お

こ
な
っ
た
か
ど
う
か
、
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
生
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
進
路
指

導
相
談
で
は
「
魂
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め

る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
私
」
と
「
魂
」
と
の
関
係
も
見
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

「
魂
」
と
は
何
か
？ 

と
い
っ
た
根
源

的
な
質
問
に
答
え
る
の
は
か
な
り
難
し

い
で
す
が
、
一
般
的
に
、
生
き
生
き
と

充
実
感
の
あ
る
時
は
「
魂
」
も
大
き
く

な
り
ま
す
。

一
方
、「
魂
」が
喜
ん
で
い
て
も
、「
私
」

に
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
時
が
あ
り

ま
す
。
以
下
、
私（
橋
本
）の
体
験
で
す

が
、「
魂
」だ
け
が
喜
び「
私
」が
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
例
で
す
。

橋
本
の
「
魂
」
が
喜
ぶ
仏
像
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
出
て
き
た
の
が
、
興
福

寺　

東
金
堂　

維
摩
居
士
で
し
た
。
橋

本
、
本
人
は
写
真
で
こ
の
像
を
見
て
も

別
に
喜
び
は
な
く
、
何
の
こ
と
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
し

た
。
実
物
を
見
た
ら
違
う
の
で
は
、
と

奈
良
県
興
福
寺
に
実
物
を
見
に
行
き
ま

し
た
。

結
果
、
実
物
を
見
て
も
「
私
」
の
意

識
で
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
「
魂
」
は
大
き
く
な
り
確
か

に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
き
っ
と
「
魂
」

に
刻
ま
れ
た
過
去
世
に
お
い
て
何
か
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
魂
」が
喜
ん
で
い
て
も
、「
私
」

に
は
分
か
ら
な
い
例
と
し
て「
第
3
の

涙
」
が
あ
り
ま
す
。
大
自
然
を
見
た
と

き
と
か
、
聖
な
る
も
の
を
見
た
時
と
か
、

悲
し
い
、
嬉
し
い
を
遥
か
に
超
え
た
次

元
で
、「
私
」
は
そ
の
理
由
が
よ
く
分

か
ら
ず
に
涙
を
流
す
と
い
っ
た
現
象
で

す
。
こ
の
よ
う
に「
魂
」の
喜
び
と
自
分

の
喜
び
が
違
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も「
魂
」
は「
私
」
と
い
う
概

念
の
も
の
と
は
異
質
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
私
」
は
個
を
維
持
す
る
た
め
の
便
宜
上

の
意
識
で
あ
っ
て
、「
魂
」は「
私
」に
乗

っ
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
も

の
、
た
と
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が

「
私
」で
、「
魂
」は
乗
客
と
の
解
釈
が
今

の
時
点
で
は
し
っ
く
り
す
る
よ
う
で
す
。

今
後
も「
魂
」
に
関
す
る
知
見
を
集
め
、

こ
れ
を
さ
ら
に
拡
げ
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、「
魂
」
を
喜
ば
せ
て
生
き
生
き

と
生
き
る
方
法
で
す
が
、
先
ず
は
意
識

し
て
生
き
生
き
と
充
実
感
の
あ
る
こ
と

を
実
行
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
既
に
解
説
し
た
通
り
で
す
。

さ
ら
に
こ
こ
で
は
簡
単
に
出
来
る
方

法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
一
つ
は
愛
す
る

人
と
向
き
合
っ
て
ハ
グ
す
る
こ
と
で
す
。

背
後
か
ら
ハ
グ
し
て
も
効
果
は
減
弱
し

ま
す
。

そ
れ
か
ら「
魂
」
の
小
さ
な
人
に
は

「
魂
振
り
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
神
道
で

は「
魂
振
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
こ
で
は
橋
本
独
自
の
や
り
方

を
お
伝
え
し
ま
す
。

上
下
の
起
伏
を
起
こ
し
な
が
ら
、
物

理
的
に
左
右
に
身
体
を
振
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
赤
ち
ゃ
ん
を

振
っ
て
あ
や
す
の
と
似
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
踊
り
を
す
る
と
「
魂
」
は
大
き

く
な
る
こ
と
を
体
験
的
に
知
り
ま
し
た
。

ひ
と
通
り
の
実
習
と
解
説
を
終
え
て
か

ら
、
講
演
の
最
後
に
公
開
で
個
人
相
談

を
し
ま
し
た
。
相
談
事
の
あ
る
参
加
者

に
前
の
フ
ロ
ア
に
出
て
来
て
も
ら
い
、

そ
の
相
談
に
私
が
答
え
、
こ
れ
を
観
て

も
ら
う
と
い
っ
た
実
習
で
す
。
人
材
の

採
用
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
相
性
な
ど
の

相
談
に
、
数
名
の
方
が
出
て
来
ら
れ
ま

し
た
。

雇
用
す
る
に
は
ど
う
か
？　

複
数
の

候
補
者
の
写
真
か
ら
、「
魂
」の
関
係
を

ベ
ー
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
最
適
の
人
材

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
交
際
相
手
に

つ
い
て
も
写
真
を
も
と
に
「
魂
」
の
関

係
を
ベ
ー
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。「
魂
」
に
「
気
当
て
」

し
て
そ
の
反
応
を
診
断
す
る
人
生
相
談

も
行
い
ま
し
た
。

転
居
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
ま
し

た
。「
魂
」に「
気
当
て
」し
た
ら
良
い
と

の
反
応
あ
る
の
で
す
が
40
点
く
ら
い
と

鈍
い
。
よ
く
よ
く
尋
ね
て
み
る
と
、
親

御
さ
ん
が
今
の
住
居
の
近
く
に
居
て
、

引
越
し
す
る
と
遠
方
に
な
る
の
で
ど
う

す
る
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
親

の
こ
と
や
仕
事
を
ど
う
す
る
か
、
な
ど

も
う
す
こ
し
明
確
に
し
て
か
ら
ま
た
相

談
を
さ
れ
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
他
の

公
開
個
人
相
談
も
行
い
ま
し
た
が
、
記

憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
記
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
く
だ
さ

っ
た
役
員
の
皆
様
、
ま
た
多
数
の
参
加

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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第
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講
師　

刀
根　

健�

氏

刀
根�
健�
氏
の
プ
ロ
フ
ー
ル

略
歴

O
FFICE LEELA

（
オ
フ
ィ
ス 

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大
手

商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、
防

衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を
始

め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
2
万
人
以
上
の

指
導
を
行
う
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ

ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
指
導
・

育
成
を
行
い
、
3
名
の
日
本
ラ
ン
カ
ー

を
育
て
る
。

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8
年

に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA

を

設
立
、
現
在
に
至
る

著
作

「
僕
は
、
死
な
な
い
」
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

2
0
1
9
年

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」

フ
ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版 

2
0
0
8
年

（
講
演
内
容
）

2
0
1
6
年
9
月
1
日
、
僕
は
「
肺

癌
ス
テ
ー
ジ
4
」
の
宣
告
を
受
け
ま
し

た
。自

分
的
に
は
何
の
不
調
も
感
じ
て
お

ら
ず
、
た
ま
た
ま
見
つ
か
っ
た
心
臓
の

不
整
脈
か
ら
の
検
査
で
発
覚
し
た
の
で

す
。し

か
し
、
癌
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、

も
う
す
で
に
肺
の
中
だ
け
で
な
く
、
肺

の
リ
ン
パ
や
骨
に
も
転
移
が
あ
り
「
ス

テ
ー
ジ
4
」の
状
態
で
し
た
。

ド
ク
タ
ー
に
「
治
り
ま
す
か
？
」
と

聞
き
ま
し
た
が
「
治
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て「
肺
癌
は
癌
の
中
で
も
難
し

い
病
気
で
、
抗
が
ん
剤
が
効
く
可
能
性

は
4
割
」と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
6
割
は
効
か
な
い
の
で
す
か
」

「
は
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
が
ん
細
胞
は

抗
が
ん
剤
に
必
ず
耐
性
を
持
ち
ま
す
か

ら
、
い
ず
れ
効
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ

う
な
っ
た
ら
、
ま
た
抗
が
ん
剤
を
変
え

ま
す
。
そ
の
抗
が
ん
剤
も
効
く
可
能
性

は
4
割
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
僕

の
が
ん
細
胞
か
ら
採
取
し
た
遺
伝
子
に

は
特
殊
な
遺
伝
子
は
な
く
、
通
常
の
抗

が
ん
剤
し
か
適
用
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

僕
は
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
結
果
、「
治

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
治
療
は
受
け

な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

通
常
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
と

「
が
ん
で
死
ぬ
か
」「
抗
が
ん
剤
の
副
作

用
で
死
ぬ
か
」
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
よ

う
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。

僕
は
通
常
医
療
で
は
な
く
、
東
洋
医

療
や
食
事
療
法
な
ど
の
代
替
医
療
に
賭

け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
徹
底
的
に
考
え
、
調
べ
、

話
を
聞
き
、
代
替
治
療
の
道
を
進
み
始

め
ま
し
た
。

代
替
医
療
を
実
践
し
て
い
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
や
ド
ク
タ
ー
を
訪
ね
、
本
を
30
冊

以
上
読
み
、
サ
プ
リ
を
調
べ
、
生
還
者

に
会
い
…
僕
は
様
々
な
こ
と
を
や
り
ま

し
た
。
出
来
る
こ
と
は
お
金
を
か
け
て

す
べ
て
や
り
ま
し
た
。

そ
の
期
間
は
約
9
か
月
に
及
び
ま
し

た
。
僕
の
心
は
い
つ
も
崖
っ
ぷ
ち
で
し

た
。
振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
『
死
』
が

待
っ
て
い
ま
す
。『
死
』
と
い
う
奈
落

の
底
が
い
つ
も
足
元
に
あ
り
、
1
セ
ン

チ
で
も
後
ず
さ
っ
た
ら
真
っ
逆
さ
ま
に

転
落
し
て
し
ま
い
そ
う
な
気
持
ち
で
し

た
。
で
す
か
ら
そ
の
「
恐
怖
」
に
飲
み

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
常
に
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」を
意
識
し
続
け
ま
し
た
。

い
つ
も
「
俺
は
治
る
」「
が
ん
は
消
え

る
」「
が
ん
を
消
す
」「
こ
の
戦
い
、
負

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」「
勝
つ
し

か
な
い
ん
だ
」。

し
か
し
、
人
は
い
つ
も
意
識
を
集
中

し
続
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ふ
と

気
づ
く
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
反
対
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
う
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

は
同
じ
曲
線
の
右
と
左
な
の
で
す
。
右

に
意
識
を
集
中
す
る
と
、
同
じ
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
左
に
も
集
中
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
無
意
識
に
格
納
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

で
す
の
で
そ
の
頃
の
僕
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
い
う
極
端
な
両
極

を
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、
本
人
は

「
サ
バ
イ
バ
ル
」「
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
恐
怖
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、

全
く
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
だ

た
だ
、
本
当
に
疲
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
だ
ん
だ
ん
と
身
体
の
具
合
が

悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
た
と
き

「
年
を
越
せ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
な
ん
と
か
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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し
か
し
、
年
が
明
け
て
2
0
1
7
年

の
1
月
に
は
首
の
リ
ン
パ
が
腫
れ
だ
し

て
コ
メ
粒
ほ
ど
の
転
移
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
代
替
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ド
ク

タ
ー
か
ら
は
「
転
移
で
す
ね
」
と
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。

1
月
末
に
は
左
の
座
骨
が
ジ
ン
ジ
ン

と
痛
み
出
し
、
柔
ら
か
い
椅
子
に
し
か

座
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

2
月
に
は
左
の
股
関
節
が
痛
み
出
し
、

足
を
引
き
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

肺
は
常
に
圧
迫
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
に

な
り
、
大
き
く
息
を
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
僕
は
心
の
中
で
は
「
こ
れ
は

治
っ
て
い
る
証
拠
だ
」「
こ
れ
は
好
転
反

応
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま

し
た
。

心
が
少
し
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
振
れ

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
暗
闇
と
絶
望

に
持
っ
て
い
か
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、

必
死
で
し
た
。

3
月
に
入
る
と
階
段
を
上
る
の
が
き

つ
く
な
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
探
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
に
は
体
中
が
だ
る
く
な
り
、
起

き
て
い
る
こ
と
が
辛
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
僕
は
経
過
観
察
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
抗
が
ん
剤
治

療
を
断
っ
た
大
学
病
院
で
は
「
う
ち
で

の
治
療
を
断
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち

が
や
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
過

観
察
も
致
し
ま
せ
ん
。
お
好
き
な
と
こ

ろ
で
勝
手
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
5
月
下
旬
、
頼
ん
で
い
た
サ

プ
リ
の
配
達
時
に
、
自
分
の
名
前
を
サ

イ
ン
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
自
分
の

名
前
の
漢
字
が
思
い
出
せ
な
く
な
っ
て

愕
然
と
し
ま
し
た
。
何
十
年
も
書
い
て

い
た
自
分
の
名
前
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は「
ひ
ら
が
な
」
に
も

及
び
ま
し
た
。「
く
」
が
ど
っ
ち
に
曲
が

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。「
き
」
が

ど
っ
ち
に
ふ
く
ら
む
の
か
わ
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
同
じ
こ
ろ
、
右
目
の
視
野
が
狭

く
な
り
ま
し
た
。
目
が
見
え
な
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
。「
視
野
欠
損
」で
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
こ
れ
は
緑
内
障
の

症
状
で
し
た
が
「
脳
腫
瘍
」
で
も
同
じ

症
状
が
で
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

僕
は
心
の
中
で「
い
や
違
う
、
こ
れ

は
緑
内
障
だ
。
き
っ
と
明
日
に
な
れ
ば

治
っ
て
る
」
と
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
が
、

翌
日
も
そ
の
翌
日
も
、
ど
ん
ど
ん
視
野

が
狭
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

「
こ
れ
は
ま
ず
い
こ
と
が
起
き
て
い

る
」
さ
す
が
の
僕
も
そ
う
思
い
、
不
整

脈
を
定
期
観
察
し
て
い
た
だ
い
て
た
循

環
器
の
先
生
に
肺
の
C
T
を
撮
影
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
肺
は
悪
く
な
っ
て

い
る
」「
肝
臓
に
も
転
移
の
可
能
性
が
あ

る
」
そ
し
て
「
脳
も
怪
し
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

循
環
器
の
先
生
は
「
こ
れ
は
そ
ろ
そ

ろ
ち
ゃ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
診
て
も
ら

っ
た
方
が
い
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
僕
が
通
っ
て
い
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
紹
介
で
本
郷
の
東
大
病
院
へ
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
大
病
院
の
ド
ク
タ
ー
は
僕
の
C
T

画
像
を
見
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。

「
肺
癌
は
だ
い
ぶ
進
ん
で
い
ま
す
が
、

い
ま
す
ぐ
に
ど
う
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
は
脳
で

す
」そ

う
い
う
と
、
脳
の
C
T
を
指
さ
し

ま
し
た
。

「
脳
が
こ
れ
だ
け
腫
れ
て
い
ま
す
」

僕
の
脳
は
4
分
の
1
ほ
ど
腫
れ
あ
が

り
、
脳
の
し
わ
が
無
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
こ
れ
だ
け
腫
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
相
当
大
き
な
腫
瘍
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
脳
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

下
手
を
す
る
と
、
来
週
に
で
も
呼
吸
が

止
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

呼
吸
が
…
止
ま
る
…
来
週
？

ド
ク
タ
ー
は
続
け
ま
し
た
。

「
医
者
が
1
0
0
人
い
る
と
す
れ
ば
、

1
0
0
人
全
員
が
入
院
を
勧
め
る
レ
ベ

ル
で
す
。
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
」

ド
ク
タ
ー
は
僕
が
1
回
標
準
治
療
を

断
っ
た
い
わ
ゆ
る
“
難
し
い
患
者
”
で

あ
る
こ
と
を
気
に
留
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
提
案
を
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

「
血
液
検
査
を
し
た
30
分
後
に
入
院
す

る
か
ど
う
か
の
お
返
事
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
」

僕
は
一
回
退
出
し
、
血
液
検
査
を
し

た
の
ち
に
、
ま
た
診
察
室
の
前
の
待
合

の
椅
子
に
座
り
、
天
井
を
見
上
げ
ま
し

た
。

「
や
れ
る
こ
と
は
、
全
部
や
っ
た
」

「
あ
れ
も
こ
れ
も
、
考
え
て
、
調
べ
て
、

や
っ
て
、
や
っ
て
や
り
つ
く
し
た
…
」

「
そ
し
て
、
す
べ
て
が
無
駄
だ
っ
た
…
」

「
す
べ
て
、
は
ね
返
さ
れ
た
」

「
完
全
な
る
、
K
O
負
け
だ
…
」

し
か
し
、
そ
の
と
き
僕
に
訪
れ
た
の

は
『
絶
望
』
で
は
な
く
『
解
放
』
だ
っ
た

の
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
僕
は
圧
力
釜
の
中
で
下

か
ら
火
で
あ
ぶ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。
死
の
恐
怖
、
未
来
へ
の
不

安
、
そ
う
い
っ
た
言
語
を
絶
す
る
ス
ト



レ
ス
の
空
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。

そ
れ
が
一
気
に
青
空
の
下
へ
解
放
さ

れ
た
気
分
で
し
た
。

気
持
ち
い
い
～

そ
し
て
、
つ
づ
い
て
言
葉
と
し
て
出
て

き
た
の
は

自
分
で
考
え
て
、
調
べ
て
、
計
画
立
て

て
、
行
動
し
て
、
や
っ
て
や
っ
て
や
り

つ
く
し
て
ダ
メ
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
も

う
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
何
も
な
い

す
べ
て
、
お
任
せ
す
る
し
か
な
い
じ
ゃ

ん
か
…

そ
う
だ
、
も
う
お
任
せ
し
よ
う

今
か
ら
振
り
返
る
と
、
そ
の
と
き
の

僕
は
『
思
考
ゼ
ロ
』『
ノ
ー
マ
イ
ン
ド
』

の
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
気
持

ち
が
良
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
ド
ク
タ
ー
に
入
院
す
る
こ
と

を
伝
え
、
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
し
て
心

配
し
て
待
っ
て
い
た
長
男
に
入
院
す
る

経
緯
を
伝
え
ま
し
た
。

す
る
と
長
男
が
言
い
ま
し
た
。

「
父
さ
ん
、
も
う
楽
し
む
し
か
な
い
よ
」

そ
う
、
そ
う
だ
、
僕
の
人
生
は
あ
と
残

り
少
し
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
残

り
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
は
出
来
る
ん

だ
、
そ
う
、
残
り
時
間
を
徹
底
的
に
楽

し
ん
で
や
ろ
う
。

そ
う
思
っ
た
ら
心
の
底
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
て
き
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
らFacebook

で
入
院
す
る

こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
僕
は
近
し
い

人
に
し
か
癌
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
で
抱
え
込
む
必
要
な
ど
、

最
初
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を

や
っ
て
い
た
の
は
僕
の
エ
ゴ
で
し
た
。

そ
し
て
入
院
す
る
ま
で
の
4
日
間
に

本
当
に「
神
の
時
間
割
」と
も
呼
べ
る
よ

う
な
不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
に
続
き

ま
し
た
。
詳
し
く
は
僕
の
著
書「
僕
は
、

死
な
な
い
。」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
そ
の
4
日
間
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、

僕
は「
僕
は
、
死
な
な
い
」「
僕
は
、
治

る
」「
僕
の
癌
は
、
消
え
る
」
と
い
う
心

の
底
か
ら
の
確
信
を
得
た
の
で
す
。

入
院
は
6
月
13
日
で
し
た
。
入
院
す

る
と
き
は
も
う
す
で
に
「
治
る
確
信
」

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
入
院
時
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
病
状
に
つ
い
て
」「
入
院
に

つ
い
て
」
と
い
う
2
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
の
両
方
に
「
全
く
心
配
し
て
い
な

い
」
に
し
る
し
を
つ
け
た
と
き
、
担
当

の
看
護
師
さ
ん
が
不
思
議
そ
う
に
言
い

ま
し
た
。

「
こ
れ
を
両
方
と
も
こ
こ
に
し
る
し
を

つ
け
た
人
、
初
め
て
な
の
で
す
が
、
ど

う
い
う
ご
心
境
な
の
で
す
か
」

僕
は
笑
い
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。

「
僕
は
治
る
っ
て
確
信
が
あ
る
ん
で
す
」

き
っ
と
看
護
師
さ
ん
は
変
な
患
者
が
来

た
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。

そ
の
後
、
1
週
間
ほ
ど
の
脳
の
放
射

線
治
療
を
受
け
終
わ
っ
た
こ
ろ
の
深
夜

に
ド
ク
タ
ー
が
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
刀
根
さ
ん
、
生
体
検
査
の
結
果
が
出
ま

し
て
、
刀
根
さ
ん
の
遺
伝
子
に
A
L
K

が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
!
」

A
L
K
と
は
肺
腺
癌
患
者
の
約
4
%

し
か
持
っ
て
い
な
い
珍
し
い
遺
伝
子
で
、

こ
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
れ

に
適
合
す
る
分
子
標
的
薬
と
い
う
薬
が

使
用
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
A
L
K
は
最
初
の
大

学
病
院
で
も
調
べ
て
い
た
は
ず
…
し
か

し
2
か
月
半
経
っ
て
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
な
か
っ
た
の
で
、
僕
は
て
っ
き
り

自
分
に
は
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

僕
は
ド
ク
タ
ー
の
言
葉
を
聞
い
て
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
心

の
裏
で
は
「
や
っ
ぱ
り
…
あ
た
り
ま
え

だ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
自
分
も
い
ま
し

た
。そ

の
晩
遅
く
僕
は
お
手
洗
い
に
出
か

け
、
便
器
に
座
っ
て
空
を
見
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
ふ
と
言
葉
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

生
か
さ
れ
た
…

生
き
残
っ
た
の
で
は
な
く
、
生
か
さ
れ

た
…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

僕
は
便
器
に
座
っ
て
泣
き
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
日
、
正
式
な
ド
ク
タ
ー
か
ら

の
診
察
結
果
と
し
て
僕
の
A
L
K
の
適

合
率
が
こ
れ
ま
た
珍
し
い
1
0
0
%
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
副
作
用
も
少
な

く
、
服
用
し
て
か
ら
わ
ず
か
約
10
日
で

退
院
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

退
院
の
日
は
、
こ
れ
も
ま
た
何
か
の

導
き
な
の
で
し
ょ
う
か
、
24
回
目
の
結

婚
記
念
日
で
し
た
。

こ
う
し
て
2
0
1
7
年
7
月
10
日
に

僕
は
妻
と
一
緒
に
約
1
か
月
間
入
院
し

て
い
た
東
大
病
院
を
退
院
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
々
日
に
は
南
伊
勢
の
ヒ
ー
ラ
ー

を
訪
ね
、
大
自
然
の
中
で
ヒ
ー
リ
ン
グ

●� ●



と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
18
日
に
帰
省
、

19
日
に
C
T
撮
影
、
20
日
に
診
察
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
20
日
の
診
察
で
僕
の
C
T

を
見
て
い
た
ド
ク
タ
ー
が
言
い
ま
し
た
。

「
癌
が
顕
著
に
消
失
し
て
い
ま
す
ね
」

そ
う
、
あ
れ
だ
け
全
身
に
あ
っ
た
僕
の

癌
が
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
た
の
で
す
。

僕
の
癌
は
上
か
ら
脳（
3
セ
ン
チ
）、
両

目（
網
膜
）、
首
の
リ
ン
パ
、
肺
の
リ
ン

パ
、
右
肺（
数
百
個
）、
左
肺（
大
き
い

の
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
）、肝
臓
。
腎
臓（
左
右
）、

脾
臓
、
頚
椎
・
肋
骨
、
肩
甲
骨
・
背

骨
・
腰
椎
・
骨
盤
。
座
骨
、
股
関
節
・

大
腿
骨
と
、
全
身
癌
だ
ら
け
だ
っ
た
の

で
す
。

こ
れ
ら
が
見
事
に
た
っ
た
20
日
間
で

消
失
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
約
3
年
半
前
に
起
こ
っ
た
、

僕
の
癌
か
ら
の
生
還
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

僕
の
癌
が
こ
れ
だ
け
き
れ
い
に
消
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
の
原
因
は
、
僕
な
り

に
い
く
つ
か
考
え
て
み
ま
す
と
、

① 

ま
ず
、
徹
底
し
た
食
事
療
法
で
血
液

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と

② 

心
の
中
に
た
ま
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

感
情
を
排
出
し
た
こ
と

③ 

す
べ
て
は
魂
の
計
画
だ
と
、
腑
に
落

と
し
た
こ
と

④ “
自
分
”
を
落
と
し
、
す
べ
て
を
お

任
せ
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
た
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
は“
自
我
”
で
生
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
の
僕
た
ち
は

“
自
我
”
を
超
え
た
存
在
で
す
。
自
我
は

考
え
ま
す
。
自
我
は
執
着
し
ま
す
。
自

我
は
抵
抗
し
ま
す
。
自
我
は
判
断
し
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
自
我
は
こ
の
人
間
社
会

に
適
合
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
僕
た
ち
は
い
つ
の
ま
に
か

自
我
＝
自
分
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
我

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
飲
み
込
ま
れ
て
、
不

安
や
恐
れ
、
後
悔
や
心
配
に
と
り
つ
か

れ
て
い
ま
す
。

自
我
は
思
考
で
す
。
そ
し
て
思
考
は

常
に
「
過
去
」
と
「
未
来
」
に
意
識
を
フ

ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
ま
・

こ
こ
に
は
い
な
い
の
で
す
。

僕
が
ド
ク
タ
ー
か
ら
「
来
週
に
で
も

呼
吸
が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
て
、
思
考
停
止
に
陥
っ
た
と

き
、
僕
の
自
我
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
「
頑
張
っ
て
き
た
自
分
」

「
必
死
に
な
っ
て
き
た
自
分
」「
恐
怖
や

不
安
・
心
配
に
占
領
さ
れ
て
き
た
自
分
」

が
一
気
に
壊
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
現
れ
た
の
は
、
自
我

（
小
我
）
を
超
え
た
大
我
（
全
体
）
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
気

持
ち
よ
さ
、
心
地
よ
さ
、
開
放
感
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
必
死
に
し
が
み
つ
い
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
開
放
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
僕
は
「
自
分
は
自
我
で
は

な
い
」
と
い
う
稀
有
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
自
我
も
自
分
の
大

事
な
一
部
で
す
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
3

次
元
世
界
を
生
き
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
の
自
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
、
知
ら
な
い
か
で
は
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
も

が
み
ん
な
そ
う
な
の
で
す
。

自
我
の
中
で
生
き
て
い
る
と
、
自
我

は
視
野
が
狭
く
、
す
ぐ
に
行
き
詰
ま
り
、

苦
し
み
を
生
み
出
し
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は

苦
し
み
の
原
因
を「
生
・
老
・
病
・
死
」

と
解
説
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
べ

て
自
我
が
生
み
出
す
幻
想
で
す
。

「
い
ま
こ
こ
に
生
き
て
い
る
」

そ
の
「
い
ま
」
に
意
識
が
集
中
し
、
い

ま
の
豊
か
さ
を
受
け
取
る
と
き
、
頭
の

中
に
展
開
し
て
い
た
「
苦
し
み
」
と
い

う
幻
想
は
消
え
て
い
く
の
で
す
。

僕
た
ち
は
「
大
い
な
る
全
体
」
の
一

部
分
で
す
。
小
さ
な
自
我
が
大
い
な
る

全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

の
は
不
可
能
で
す
が
、
自
我
は
視
野
が

狭
く
、
な
お
か
つ
自
分
し
か
見
え
て
い

な
い
た
め
に
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う

と
し
ま
す
。

自
分
が
大
い
な
る
全
体
の
一
部
分
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
余
計
な
自
我
で

出
し
ゃ
ば
ら
ず
、
全
体
に
お
任
せ
し
て

生
き
る
、
そ
れ
が
僕
が
理
想
と
し
て

い
る
「
サ
レ
ン
ダ
ー
」
の
生
き
方
で
す
。

老
子
の
「
無
為
自
然
」
と
も
つ
な
が
る

生
き
方
だ
と
、
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
の
癌
は
現
在
は
「
寛
解
状
態
」
で

す
が
、
ド
ク
タ
ー
は「
必
ず
再
発
し
ま

す
」
と
い
う
見
解
を
解
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
僕
に
も
ド
ク
タ
ー
に
も
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
僕
は
先
の
こ
と
は
考

え
ず
、
い
ま
こ
こ
を
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク

と
気
楽
に
お
任
せ
モ
ー
ド
で
生
き
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
あ
と
30
年
く
ら
い
こ
の

3
次
元
世
界
に
存
在
出
来
た
ら
、
も
う

本
当
に
本
望
で
す（
笑
）。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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いのでリラックスと無意識から来る変数（雑音）
の増加を意味するのであろう。

また、通常人も訓練すれば 1）～ 4）を得る事
ができる。従って通常人に関して、密教六字真
言を唱えた時の音声振動と脈波を測定し、カオ
ス解析を行う事により、未知現象を生起させる
為の前提として、雑念の減少程度（意識集中の
程度、コヒーレンシー）とリラックス（無意識、
雑念の増加）の程度等を判断することが出来る。
つまり、密教六字音声読誦によって6個所のチャ
クラを活性化させ、カオスとしての「ゆらぎ」を
増し、意識と無意識の両者が強く拮抗対峙する
様に、訓練することが要望されている（サイ科
学、Vol.31、No.1、pp.9−17、2009、等参照）。
具体的な条件設定は、脳波を出来るだけ下げて

（α波、θ波の境目まで）零意識（変性意識状態、
ASC）になり、意識と無意識を強く拮抗対峙さ
せた後、無意識層に刷り込んでおいたイメージ

（願い事）を意識に昇らせてサイ（気）現象を生
起させる事がのぞまれている。

（3）マクロPK（念力）
意識と体外にある物質とが、直接に相互作用

しあう現象である。なかでも、意識による物の
変化が研究対象になる。念力の存在は、古くか
ら知られていたが、どの様な機構で生起するか
については、不明であった。著者らは、メタル
ベンデング、透視、念写､ ゼロ磁場、パワー・
スポット等の実験研究を続けてきた。それらの
中から生まれたモデルに「相殺ゼロ場仮説」が
ある。これがより普遍的な仮説であれば、物質
と意識の両者に適用されるはずである。ここで
は、対象を「意識側」にうつして、検討する。

意識的な ｢相殺ゼロ場｣ とは、物質を対峙さ
せて相殺ゼロを造る。相殺ゼロとは、（陰のちか
ら）+（陽のちから）＝0（ゼロ）をいう。離散的
に（原子内電子の量子飛躍の様に）、それぞれ
の陰､ 陽の力を増すと、ゼロの値の累積が生ず
る。この離散的な「ゼロの値の累積値」が閾値

（不安定点、変曲点）に達すると、1）マクロとミ
クロ、ならびに 2）意識と物質、の変換。3）マ

クロPK発生、等の諸変化が生ずる。
1）としては、たとえば「カシミール効果」が

ある。物質の相殺ゼロを進めると、接触局部の
接点では、マクロ現象がミクロ現象に変わる事
になる。つまり、マクロの固体（例、金属）同士
を対峙させて加圧すると、遂には、構成する要
素（分子、原子、素粒子）先端の原子間結合力
が作用し合って、逆に引力が発生して、くっつ
くことになる。これを「カシミール効果」と言う、
これは、マクロ現象 ｢物質｣ がミクロ現象 ｢素粒
子｣に変わる事を示しているのであろう。

2）としては、点状のゼロ場では、意識と物質
は、両者に共通した「ゼロ」の場を介して、交
流しあう。ただし両者は、ともに素粒子状であ
る。この理由として、意識は脳活動に関係があ
り、脳は物質である。上に述べた様に、物質の
より深い所では、オーブも脳も、同様に微細化
が進み、両者は素粒子状であり、また、容易に
変換が生ずる、と判断できる。3）として、両者
は素粒子状で、共通な性質を持つので、共振
や共鳴が起き得る、つまり「マクロPK」が、生
起する。仲介する物質はサイ（気）であり、素
粒子群（光子群）でもある。これがシューマンレ
ゾナンス（地球の共振7.8Hz）をキャリアーとし
て、両者間に同調（共鳴、共振）、を生じさせる
のであろう（マクロPK）。

さきに､ 上記の（1−2）で触れた様に、特異
現象（マクロPK）が生起した時の生体内では、

「緊張とリラックス」､ 換言すれば ｢陽と陰｣ が同
時に進行している。つまり体内でも「物質に類
似した相殺ゼロ場」が形成されている事が推定
できる。これらは「意識」と｢無意識｣｡ ｢交感神
経｣ と｢副交換神経｣ の拮抗対峙を意味するの
であろう。

緊張とリラックスを対峙させて「相殺ゼロ」を
体内に創り、これを離散的に累積する。体内
に形成された「相殺ゼロ」と、体外のオーブ上
の「相殺ゼロ」を同調（共振、共鳴）させる事に
より、意識とオーブ間の情報交換が可能になる

（マクロPKが生起する）。

●� ●



〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.org  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 455

2021.1･2

（1）「オーブ・たまゆら」と「念写」
筆者らは、「オーブ・たまゆら」の動画を変型

して「念写像」を造り、その形成過程をビデオ
撮影する事に成功している（佐藤師）。この念写
成功の基には、ミクロ念写（念球）と透視の実
験があり、条件設定として湿度、温度、場所、
並びに変性意識状態（ASC）の調整等がある。
しかし、通常人の場合には、努力しても､ 如何
にしても成功しない場合がある。成功に向けて
の努力例を紹介する。

（2）六字真言読誦による心身の強化
東洋には、体内を流れるサイ（気）を測定す

る方法として「脈診（手首の脈波）」がある。意
識の科学的な解明は現在のところ不可能なの
で、著者らは、体内を流れる気（サイ）の流れを、

「指尖脈波（指先）」をもちいて、体内の意識と
その働きの面から検討することにした。

1000年以上もの永い期間にわたって修行（訓
練）が継続されており、実技において最高と思
われているチベット密教（医学）では、修行者
の修行の過程でサイ能力（マクロPK等）の得ら
れることは至極当然である､ と言われている。
つまり、修行・訓練を行う事により、｢願い事｣
を得る為の超常能力が得られる。例えば、上級
訓練者（南上師、Master：佐藤禎花師、SDK
など）が密教六字真言を唱えた時の音声振動解
析、― ①唵（ong、オン）、②嘛（ma、マ）、
③呢（ni、ニ）、④叭（bai、ペ）、⑤咪（mi、メ）、

⑥吽（hong、フン）（この内容は、身体の上部か
ら下方へかけての6個所のチャクラに対応して
いる）―、をカオス解析して「フラクタル次元
D2」等を求める事から始める。

例えば、1）音声の順番①−②−③−④−⑤−
⑥に対応して、D2は、↓小−↑大−↓小−↑大
−↓小−↑大、という様に、交互にリズムを伴っ
て変化している。

2）この時のD2は3.82以下になる。
3）音声と同時に測定した指尖脈波（体内の気

血の循環に関係）のカオス解析結果によると、
Lyapunov指数（カオスが生起するか、否かの
判定）は次第に大になっている（カオスに成る）。

また、4）指尖脈波の解析からは交感神経並
びに副交感神経が、同時に、次第に増加してい
る。これらの実施と解析を別の人達（非訓練者、
通常人）にも同様に行って比較・検討したが、
通常人（非訓練者）の場合には、リズムは無く、
D2はそれよりも大であり、3）、4）に見られる様
な変化は存在しない。なお、以上 1）、2）のD2
は、別に、相関次元とも言い、カオスを生み出
すのに必要な変数の数を意味している。また
3）のLyapunov指数は「揺らぎ」を意味し、カ
オスになる事への変化傾向を示している。さら
に 4）は、緊張とリラックスを同時に進行させる
事を意味している。解釈であるが、D2の減少
の傾向は、雑念の数（変数）を減少させる事に
より意識を集中させ、そして、意識を零にする。
次のリズム変動後のD2の増加は、意識は極薄

念写を実現する為に（その３）念写を実現する為に（その３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐　　苗�鉄軍



四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

会
員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論

の
会

日
時　

令
和
3
年
4
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
3
波
に

よ
り
、
残
念
な
が
ら
12
月
の
「
会
員
の

体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会
」
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
1
月
7
日
に
発
令
さ

れ
た
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

感
染
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
だ
、
感
染
者
数
の
変
動
は
あ
り
、

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
開
催
の
12

月
の
会
を
改
め
て
開
催
致
し
ま
す
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
ア
ー
カ

　

イ
ブ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◎「
ム
ー
3
月
号
」オ
ー
ブ
記
事
掲
載

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
42
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
五
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』（
政
木
和
三
博

　

士
）と「
反
重
力
」

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
サ
イ
（
気
）
に
よ
る
念
写
像
の
物
質

　

化（
そ
の
1
）

◎
サ
イ
現
象
は
ア
ク
シ
オ
ン
に
よ
っ
て

　

起
き
て
い
る
!

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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※�
感
染
者
数
が
急
増
し
た
場
合
は
、
本

部
例
会
、
分
科
会
等
の
中
止
も
あ
り

得
ま
す
の
で
、
ご
参
加
前
に
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
願
い
ま
す
。

※�

3
月
と
5
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の

お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
一
万
七
千
円
也　

小
林　

信
正　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
ア
ー

カ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
ア
ー

カ
イ
ブ
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊
号
」（
1

9
7
6
年
1
月
号
）か
ら
、「
3
9
4
号
」

（
2
0
1
0
年
11
・
12
月
号
）
ま
で
の

目
次
と
、「
3
9
5
号
」（
2
0
1
1
年

1
・
2
月
号
）
～
「
4
4
4
号
」（
2
�0�

1
9
年
3
・
4
月
号
）
ま
で
の
目
次
＋

本
文
の
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
過
去
の
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
興
味
の
あ
る
会
員
の
皆
様
は

チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/kokoro/
psij/psij-backnom

ber.htm
l

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎「
ム
ー
3
月
号
」オ
ー
ブ
記
事
掲
載

月
刊
「
ム
ー
3
月
号
」
に
本
会
幹
事

の
小
澤
佳
彦
氏
が
書
か
れ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

●
最
新
サ
イ
キ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト

「
カ
オ
ス
解
析
で
判
明
し
た
念
球
の
メ

カ
ニ
ズ
ム�

オ
ー
ブ
は
念
写
だ
っ
た
⁉
」

（
90
頁
～
95
頁
）

佐
々
木
茂
美
先
生
と
苗
鉄
軍
先
生
の

共
著
「
心
と
物
質
（
念
写
と
透
視
）」
の

解
説
を
、
福
来
友
吉
博
士
の
念
写
写
真

や
、
清
田
益
章
氏
の
念
球
写
真
、
小
澤

佳
彦
氏
の
オ
ー
ブ
写
真
、
佐
藤
禎
花
先

生
が
撮
ら
れ
た
動
画
映
像
写
真
等
も
用

い
て
、
時
系
列
的
に
並
べ
て
書
き
下
ろ

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
楽
し
め
る
読
み
物

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
願
い
ま
す
。

※�「
ム
ー
3
月
号
」は
ア
マ
ゾ
ン
の

　

�Kindle

版
で
も
読
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
と
霊
界
物
語

　
　
　
　

講
師　

出
口　

孝
樹�

氏

日
時　

令
和
3
年
3
月
20
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・�

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　

会
場
未
定�

会
費
三
千
円�

定
員
10
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

講
演
内
容

出
口
王
仁
三
郎
（
明
治
4
年
～
昭
和

23
年
）
は
、
稀
代
の
宗
教
家
で
あ
り
、

京
都
府
綾
部
市
を
発
祥
地
と
す
る
新
宗

教
『
大
本
』
の
教
祖
の
一
人
で
す
（
も

う
一
人
の
教
祖
は
出
口
直
＝
な
お
開

祖
）。
書
画
、
陶
芸
、
歌
の
道
に
も
通
じ

て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
に
膨
大
な
数
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。

大
正
10
年
と
昭
和
10
年
の
二
度
に
亘

り
国
家
か
ら
弾
圧
を
受
け
、
当
時
の
世

間
か
ら
は
、
国
賊
、
逆
賊
、
詐
欺
師
、

怪
物
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
戦
後
か

ら
近
年
に
か
け
て
は
、
宗
教
ブ
ー
ム
や

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
て
王
仁
三
郎
に
対
す
る
評
価
も

変
化
し
ま
し
た
。
予
言
者
、
霊
能
者
な

ど
と
神
秘
的
に
称
さ
れ
た
り
、
破
天
荒

な
行
動
と
気
宇
壮
大
な
人
柄
か
ら
、
大

化
け
物
、
巨
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
没
後
73
年
を
経
た
今

日
も
な
お
、
そ
の
言
葉
に
は
収
ま
り
き
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ら
な
い
ほ
ど
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
出

口
王
仁
三
郎
を
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え

て
解
説
し
、
王
仁
三
郎
の
お
お
よ
そ
の

輪
郭
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
そ
の
宗
教
思
想
の
核
心
と
も
い
え

る
『
霊
界
物
語
』（
全
81
巻
83
冊
）
に
つ

い
て
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
83
冊
に
も
お
よ
ぶ
『
霊

界
物
語
』
を
一
日
で
説
明
し
尽
く
す
こ

と
は
不
可
能
で
す
が
、
そ
の
内
容
で
あ

る
と
こ
ろ
の
、
宇
宙
の
創
造
・
神
々
の

地
位
や
因
縁
・
神
と
人
と
の
関
係
・
霊

界
の
真
相
・
人
生
の
目
的
と
使
命
・
哲

学
・
宗
教
・
政
治
・
経
済
・
教
育
・
芸

術
・
恋
愛
等
々
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
口

王
仁
三
郎
の
魂
に
触
れ
て
い
た
だ
く
良

き
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎�

出
口
孝
樹
（
で
ぐ
ち
こ
う
き
）
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
9
年
京
都
市
生
ま
れ
。
出
口
王

仁
三
郎
が
著
し
た
壮
大
な
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ス
ト
ー
リ
ー
『
霊
界
物
語
』（
全
81

巻
83
冊
）
の
勉
強
会
を
全
国
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。
大
本
宣
伝
使
。
大
本
信

徒
連
合
会
代
表
役
員
。『
霊
界
物
語
コ

ミ
ッ
ク
ス
』な
ど
を
監
修
。

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
四
月
研
究
集

会
に
つ
き
ま
し
て
は
未
定
で
す
が
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
を
と
き
ど
き
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
42
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
3
回�

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
と
国
家
」

日
時��
令
和
3
年
3
月
28
日（
日
）

�

10
：
00
～
16
：
00（
9
：
30
開
場
）

会
場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル�

ス
カ
イ
サ

�

ロ
ン（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員�

一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

開
会
宣
言�

竹
本�

良

　
「
宇
宙
人
時
代
の
国
家
と
は
?
」

常
深
信
彦
選
考
委
員
長

　
「
第
3
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
賞
に
つ
い
て
」

①
港
マ
コ（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

　
「
宇
宙
人
の
思
考
」

②
ゆ
か
り（
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　

�「�

子
育
て
マ
マ
か
ら
見
た
ト
ラ
ン
プ
、

コ
ロ
ナ
、
国
家
」

③
布
施
純
郎（
自
然
療
法
内
科
医
）

　

�「
コ
ロ
ナ
の
陰
謀
と
未
来
医
療
」

④
村
上
正
海（
村
上
水
軍
歴
史
保
存
会
）�

　
「
村
上
水
軍
と
宇
宙
」

⑤
U
C
O�

（
ア
カ
シ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
）

　
「
人
間
存
在
と
宇
宙
と
国
家
」

⑥
ミ
ラ
ク
ル
も
も（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

　

�「�

世
の
中
が
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
だ
と　

気
が
付
い
た
2
0
2
0
年
」

⑦�

ス
ジ
ャ
ー
タ
女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
）

　
「
レ
ム
リ
ア
の
政
治
と
宇
宙
」

⑧�

佐
伯
恵
美
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
＊
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）

　
「
現
象
界
に
お
け
る
宇
宙
と
国
家
」

⑨�

み
ち
よ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
（
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
＊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
「
宇
宙
と
国
家
・
人
類
の
霊
的
進
化
」

⑩�
松
島
幸
樹�

（
マ
ナ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

　

�「�

隠
さ
れ
た
真
実�

映
画
〈
未
知
と
の

遭
遇
〉と
マ
ナ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
」

⑪�

水
月
千
歳（
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
）・
黒
米
真
紀�

（
リ

ン
パ
・
療
法
師
・
ジ
ュ
エ
ル
セ
ラ
ピ

ス
ト〈
つ
ぼ
療
法
師
〉）

　
「
霊
性
を
開
く
、
宇
宙
語
」

⑫�

神
尾�

学（
エ
ソ
テ
リ
ッ
ク
*
サ
イ
エ

ン
ス
＊
ス
ク
ー
ル
主
宰
）

　
「�

秘
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
宇
宙
論
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
類
～
国
家
の
進
路

を
考
え
る
」

　

ほ
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
宇
宙
と
国
家
」

　

�

基
調
講
演�

「
エ
イ
リ
ア
ン��

ブ
ル
ー
ス
」

蘆
三（
ア
ッ
シ
ー
）

閉
会
宣
言�

阿
久
津
淳

　
「
国
家
は
中
宇
宙〈
メ
ド
コ
ス
ム
〉!
」

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
時
間
等
詳
細
は
こ
ち
ら

を
ご
覧
願
い
ま
す
。

http://takem
oto.m

arginalbox.com
/

event/socrates-210328/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ



テ
ー
マ

「
心
霊
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　
　

講
師　

小
林　

永
周�

氏

日
時　

令
和
3
年
5
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

霊
能
者
と
い
う
と
何
と
な
く
胡
散
臭

く
眉
を
ひ
そ
め
る
人
々
が
い
る
反
面
、

妄
信
し
て
金
品
を
騙
さ
れ
る
者
さ
え
い

ま
す
。

確
か
に
目
に
見
え
な
い
心
霊
的
な
も

の
は
現
代
の
科
学
機
器
で
は
捉
え
る
こ

と
が
出
来
ず
、
客
観
的
に
検
証
す
る
の

は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

古
今
東
西
の
預
言
者
や
教
祖
、
シ
ャ

ー
マ
ン
と
か
、
現
代
に
お
い
て
も
霊
視

や
霊
聴
、
霊
言
な
ど
優
れ
た
心
霊
能
力

を
持
っ
た
人
々
か
ら
怪
し
い
自
称
能
力

者
等
々
、
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
様
々
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

私
は
63
年
間
、
こ
れ
ら
の
心
霊
能
力

の
真
偽
つ
い
て
好
奇
心
を
抱
き
、
テ
レ

ビ
局
の
番
組
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
立

場
か
ら
興
味
津
々
、
内
外
の
心
霊
能
力

者
3
3
0
人
の
取
材
を
通
し
て
、
時
に

は
実
験
、
検
証
や
脳
内
で
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
究
明
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
折
の
実
験
、
検
証
の
映
像
を
通

し
て
誰
で
も
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
潜

在
能
力
開
発
法
の
一
端
を
披
露
し
、
さ

ら
に
イ
ン
チ
キ
霊
能
者
に
騙
さ
れ
な
い

た
め
の
心
得
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検
出

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

通
常
、
乱
数
発
生
器（
R
N
G
）は
1

秒
間
に
2
0
0
個
の
1
、
0
を
生
成
し

ま
す
。
偏
り
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
、

1
が
沢
山
出
た
か
、
0
が
沢
山
出
た
か
、

を
ト
ー
タ
ル
で
計
算
し
て
、
図
の
Z
の

数
値
を
出
し
ま
す
。
あ
る
瞬
間
が
ど
う

か
は
1
秒
ご
と
に
Z
の
2
乗
を
出
し
ま

す
。
Z
の
2
乗
の
期
待
値
は
正
規
分
布

か
ら
1
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
足
し
て
い
く
と
、
無
限
に
大
き
く
な

る
の
で
、
Z
の
2
乗
か
ら
1
を
引
く
と

0
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
累
積
加
え
た
数

値
を
p
値
と
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
で
は

扱
い
に
く
い
の
で
、
そ
の
累
積
値
か
ら

換
算
Z（
C
Z
）を
求
め
ま
す
。
冒
頭
で

ご
紹
介
し
た
地
球
意
識
計
画（Global�

Consciousness�Project

）
の
9
・
11

の
偏
り
も
こ
の
換
算
Z
で
計
算
し
た
も

の
で
す
。

で
す
か
ら
1
秒
ご
と
の
偏
り
を
す
べ

て
分
析
し
て
い
っ
て
、
0
か
ら
ど
れ
く

ら
い
離
れ
て
い
る
か
を
見
ま
す
。
乱
数

発
生
器
で
1
に
偏
る
方
が
い
い
の
か
、

0
に
偏
る
方
が
い
い
の
か
、
と
い
う
よ

う
な
素
朴
な
議
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
Z
の
2
乗
な
の
で
ど
ち
ら
に
偏
っ

て
も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

同
じ
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
カ
ル
ト
教

団
に
つ
い
て
、
2
0
1
4
年
か
ら
2
�0�

1
6
年
ま
で
の
3
年
間
、
月
曜
か
ら
土

曜
日
ま
で
毎
日
24
時
間
の
R
N
G
の
定

点
観
測
を
行
っ
て
、
曜
日
に
よ
る
R
�N�

G
の
出
力
の
変
化
が
、
何
ら
か
の
法
則

に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

● ❹●



横
軸
に
累
積
Z
、
縦
軸
に
換
算
Z

の
グ
ラ
フ
を
描
く
と
、
月
曜
日
か
ら
日

曜
日
に
か
け
て
、
右
肩
上
が
り
の
直
線

上
に
並
び
ま
す
。

こ
の
直
線
（
特
性
直
線
と
呼
ぶ
）
は
、

カ
ル
ト
教
団
に
集
ま
っ
て
い
る
方
々
の

集
団
的
な
無
意
識
（
念
力
）
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
解
釈
し
て
お

り
ま
す
。
以
前
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
宗
教
儀

式
に
参
加
し
て
、
R
N
G
を
測
定
し
、

グ
ラ
フ
を
描
く
と
右
肩
下
が
り
の
特
性

直
線
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
意
識
の
感
情
（
清
水
・

石
川
モ
デ
ル
）
は
、
横
軸
に
快
・
不
快

軸
（
Z
）、
縦
軸
に
覚
醒
軸
（
換
算
Z
）

と
す
る
と
、
4
つ
の
象
限
が
「
驚
き
・

歓
喜
」、「
恐
怖
・
怒
り
」、「
悲
し
み
・

退
屈
」、「
う
れ
し
い
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
見
ま
す
と
、
月
曜
は
退
屈

＝
「
ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ィ
」、��
火
曜
と
土
曜

が
歓
喜
、
木
曜
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
金
曜

が
う
れ
し
い
、
水
星
と
日
曜
が
無
表
情

と
な
り
ま
す
。
月
曜
日
は
退
屈
だ
け
ど
、

週
末
は
楽
し
い
よ
ね
、
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
。

特
性
直
線
が
第
3
象
限
→
第
4
象
限

→
第
1
象
限
に
抜
け
て
い
る
の
は
、
全

体
と
し
て
教
会
に
来
る
よ
う
な
人
々
は
、

第
2
象
限
の
「
恐
怖
・
怒
り
」
か
ら
離

れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

「
P
K
検
出
の
仮
説
」
は
次
の
3
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

1�

．
直
接
R
N
G（
物
理
乱
数
発
生
器
）

に
P
K
が
働
い
て
、
出
力
が
変
わ
る

→
直
接
作
用
説

2�

．
最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
、

直
接
P
K
が
作
用
す
る

　

→Goal-oriented

仮
説
、
観
測
理
論

3�
．
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予

知
し
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
R
�N�

G
を
作
動
さ
せ
る
→
決
定
増
大
理
論

2
と
3
は
、
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ

P
K
か
ら
推
定
さ
れ
る
P
K
の
性
質
を

説
明
し
が
た
い
の
で
す
。

R
N
G
出
力
乱
数
の
Z
や
、
換
算

Z
を
定
量
的
に
議
論
で
き
る
モ
デ
ル

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

R
N
G
の
発
生
は
、
最
初
は
放
射
性

同
位
体
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

電
気
回
路
の
熱
雑
音
等
を
使
っ
て
い
ま

す
。
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
信
号

に
直
し
て
、
さ
ら
に
数
学
的
処
理
を
し

て
、
出
力
信
号
（
乱
数
）
を
発
生
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
P
K
は
ア
ナ

ロ
グ
信
号
に
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
過
程
で
、

●❺ ●



反
応
が
弱
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

超
心
理
学
で
使
わ
れ
て
い
る
多
く
の

R
N
G
は
、
X
O
R
処
理
の
み
を
行
い

ま
す
。
X
O
R
処
理
と
い
う
の
は
、
右

図
の
よ
う
に
、
元
信
号
と
参
照
信
号
の

組
み
合
わ
せ
で
、
1
・
1
が
0
、
1
・

0
が
1
、
0
・
1
が
1
、
0
・
0
が
0

の
出
力
信
号
を
出
し
ま
す
。

出
力
異
常
に
は
次
の
3
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

A
．
出
力
信
号
に
全
く
偏
り
が
な
い
。

B
．
0
が
異
常
に
多
い
。

C
．
1
が
異
常
に
多
い

そ
れ
ら
は
元
信
号
と
出
力
信
号
の
関

係
が
右
図
の
3
つ
の
場
合
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
モ
デ
ル
は
ど
ん
な
物
理

現
象
が
、
ど
の
よ
う
な
元
信
号
の
異
常

を
起
こ
す
の
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
1
9
7
0
年
代
以
降
の
実
験

研
究
を
基
に
、
あ
り
そ
う
な
物
理
機
構

を
検
討
し
て
み
ま
す
。

初
期
段
階
で
熱
雑
音
は
1
、
0
に
変

換
さ
れ
、
元
信
号
と
な
る
。
熱
雑
音
に

関
わ
る
ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
部
分
に
直
接

P
K
が
作
用
す
る
と
何
が
起
こ
る
か
を

考
え
る
。

も
し
、
物
理
信
号
源
と
そ
の
ア
ナ
ロ

グ
回
路
の
部
分
に
直
接
P
K
が
作
用
し
、

A�

1
．
熱
雑
音
が
異
常
に
小
さ
く
な
る

と
、
元
信
号
は
0
ば
か
り
に
な
る
。

A�

2
．
熱
雑
音
が
異
常
に
大
き
く
な
る

と
、
元
信
号
は
1
ば
か
り
に
な
る
。

A�
3
．
P
K
が
検
出
可
能
な
電
気
信
号

を
生
じ
さ
せ
れ
ば
、
元
信
号
は
1
ば

か
り
に
な
る
。

結
論
と
し
て
は
、
R
N
G
は
と
て
も

感
度
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

優
れ
た
P
K
能
力
者
で
あ
っ
て
も
、

P
K
の
意
図
的
な
制
御
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
物
理
信
号
源
の
信
号
を
P�

K
で
高
周
波
の
ク
ロ
ッ
ク
信
号
に
同
調

さ
せ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。

た
だ
、P
K
能
力
者
が
P
K
に
よ
り
、

異
常
電
磁
現
象
を
発
生
さ
せ
る
、
例
え

ば
、
物
理
信
号
源
と
参
照
ク
ロ
ッ
ク
信

号
を
同
調
さ
せ
る
場
を
作
れ
ば
、
同
調

が
必
然
的
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

● ❻●



R
N
G
（
物
理
乱
数
発
生
器
）
内
に

生
じ
る
P
K
場
に
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、

ア
ナ
ロ
グ
信
号
異
常
、
波
形
の
場
と
い

う
3
つ
の
性
質
を
仮
定
す
る
こ
と
で
、

R
N
G
の
出
力
異
常
を
説
明
で
き
る
。

こ
の
モ
デ
ル
を
C
A
W
モ
デ
ル
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
ま
す
。

C
A
W
モ
デ
ル
で
は
、
被
験
者
は
R�

N
G
の
出
力
異
常
を
起
こ
す
た
め
に
、

P
K
を
精
密
制
御
し
て
参
照
ク
ロ
ッ
ク

信
号
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

P
K
を
R
N
G
に
作
用
さ
せ
る
だ
け
で

出
力
異
常
が
発
生
し
ま
す
。

適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
が
与

え
ら
れ
る
な
ら
、
被
験
者
が
R
N
G
の

出
力
を
意
図
し
た
方
向
に
偏
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

C
A
W
モ
デ
ル
で
は
R
N
G
の
異
常

出
力
を
3
通
り
に
場
合
分
け
す
る
の
で
、

各
場
合
の
発
生
確
率
と
持
続
時
間
と
い

う
計
6
個
の
変
数
で
異
常
出
力
を
説
明

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
5
変
数
の
場

合
は
連
立
方
程
式
を
解
析
的
に
解
け
ま

し
た
が
、
6
変
数
の
場
合
が
ま
だ
解
け

て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
出
力
デ
ー
タ
か
ら
逆
問
題

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
り
、
R
N
G
内

部
の
元
信
号
を
直
接
記
録
解
析
す
る
方

が
、
現
実
的
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
P
K
検
出
用
の
ア
ナ
ロ
グ
回

路
の
開
発
を
検
討
し
た
方
が
ベ
ス
ト
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は　

～
新
し
い
文
明

の
始
ま
り
を
予
感
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
3
年
1
月
16
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

今
、
世
界
は
政
治
、
経
済
、
加
え
て

コ
ロ
ナ
感
染
で
大
変
革
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
米
中
戦
争
で
世
界
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

我
が
国
日
本
も
菅
義
偉
首
相
が
新
し

い
体
制
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
」、
と
心
配
が
つ
き
な
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
人
類
社
会
の
大
変

革
は
い
っ
と
き
の
混
乱
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
は
あ
ら
ゆ
る
周
期
現
象
の
集

中
地
点
、
つ
ま
り
大
変
化
（
変
革
）
の

入
り
口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
大
袈
裟
に

言
え
ば
宇
宙
規
模
で
の
「
新
し
い
文
明

の
始
ま
り
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

こ
で
、
マ
ク
ロ
的
俯
瞰
的
に
地
球

規
模
で
の
出
来
事
の
周
期
を
眺
め
て
み

る
と
・
・

氷�

河
期
1
2
0
0
0
年
周
期
（
寒
冷
期

の
時
代
に
入
る
）

人�

類
文
明
2
5
0
0
年
周
期
（
戦
い
の

時
代
か
ら
調
和
の
時
代
へ
）

西�

洋
文
明
と
東
洋
文
明
8
0
0
年
周
期

（
ア
ジ
ア
の
時
代
）

覇�

権
国
1
2
0
年
周
期
（
ア
メ
リ
カ
の

覇
権
国
の
終
焉
）

こ
れ
ら
の
周
期
が
一
点
に
集
中
し
て

い
る
時
代
（
転
換
期
）
な
の
で
す
。
一

点
と
言
っ
て
も
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く

る
と
言
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
周
期
に
は
誤
差
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
周
期
の
波
が
干
渉
し
重

な
り
合
い
な
が
ら
大
異
変
が
近
づ
い
て

く
る
の
で
す
。

「
景
気
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
、
政
治

の
舵
取
り
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
、
金

持
ち
で
あ
る
と
か
貧
乏
で
あ
る
と
か
」、

そ
ん
な
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
宇
宙
レ
ベ
ル
で

の
営
み
の
話
で
す
。
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と
は
い
え
、
ど
ん
な
大
異
変
が
起
こ

っ
て
も
「
世
界
が
終
わ
る
」
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ク
ロ
の
話
も
大
切

で
す
の
で
、
近
未
来
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
予
測
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
水
口
清
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
、
1

�
9
�6�

0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の
可
能
性
を

引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発
や
速
読
な

ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実
現
法
、
超

能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す
方
法
な
ど

の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予
知
法
、「
意

識
場
」
に
よ
る
次
世
代
の
会
社
経
営
・

管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ
ミ
ナ
ー
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。

大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全
国

の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅
の

行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

よ
る
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な
ど

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。
潜

在
能
力
の
開
発�

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数

霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開

発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法

な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業

研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由
（
わ

け
）」な
ど
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』（
政
木
和
三

博
士
）と「
反
重
力
」

　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸

1
9
7
0
年
代
後
半
、
初
期
の
P
S

学
会
（
現
日
本
サ
イ
科
学
会
）
大
阪
支

部
（
木
村
六
郎
支
部
長
）
で
は
、
大
阪

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で
月
例
の

研
究
集
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
会
場

で
は
毎
回
政
木
和
三
氏
（
大
阪
大
学
工

学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）
の
姿
を
お
見

か
け
し
た
。
政
木
博
士
は
炊
飯
器
や
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
、
バ
イ
オ
ラ
イ
ト
な
ど

数
々
の
電
化
製
品
の
発
明
者
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
医
学
部
に
在
籍
、
筋
電
位

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
か
、
超
能
力
者
と
し
て
来
日
し
た
ユ

リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
に
触
発
さ
れ
て
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
に
興
味

を
も
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
過
程
で
生
成

し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
バ
ク
ト
ロ
ン

仮
説
』で
あ
る
。

「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
と
は
真
空
を
満
た
す

微
細
な
粒
子
を
想
定
し
た
造
語
だ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
通
過
す
る
際
、
そ

の
量（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）や
方
向
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
物
質
の
結
合
力
を

緩
め
た
り
、
ま
た
浮
遊
さ
せ
た
り
で
き

る
と
い
う
も
の
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
条
件
と
し
て
、
彼
は『
精
神
波
』の
存

在
を
も
仮
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
た『
メ
モ
』（
青
焼

き
の
コ
ピ
ー
：
か
な
り
劣
化
し
て
い
る
）

が
整
理
中
の
資
料
か
ら
出
て
き
た
の
で
、

た
と
え
ば
U
F
O（
い
わ
ゆ
る
反
重
力

機
関
）
と
か
彼
の
発
明
に
よ
る
治
療
器

「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」
と
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る「
低
周
波
治
療
器
」な
ど
の

関
連
で
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
と
思

う
。

（
資
料
）

http://ladies.jp/kps/data/
m
asaki_bactron.pdf

治
療
器「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」

私
事
、
白
内
障
の
手
術
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
昨
年
夏
、
術
前
検
査
で
初

期
の
膀
胱
が
ん
が
見
つ
か
り
処
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
知

っ
た
当
会
会
員
K
氏
が
政
木
博
士
の
発

明
品
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」
を
寄

贈
し
て
く
れ
た
。
効
能
は
と
も
か
く
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
わ
た
し
は
「
反

重
力
」、
あ
る
い
は
「
磁
場
」
と
か
「
超

伝
導
」
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て

み
た
。

「
重
力
」
あ
る
い
は
「
引
力
」
か
ら
の

解
放
は
、
人
類
の
直
立
二
足
歩
行
、
ま

た
重
量
物
を
宇
宙
空
間
へ
運
搬
す
る
際

の
ロ
ケ
ッ
ト
燃
料
「
液
体
水
素
」
の
発

明
（
ア
ポ
ロ
計
画
）
な
ど
エ
ポ
ッ
ク
メ

ー
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
か
か
わ
っ
て
い

る
。
小
宇
宙
と
し
て
の
人
体
を
克
服
す
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れ
ば
、
大
宇
宙
を
自
由
自
在
に
航
海
す

る
の
も
夢
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

「
真
空
」を
満
た
す
媒
質「
バ
ク
ト
ロ
ン
」

さ
て
、
真
空
で
何
も
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
宇
宙
空
間
だ
が
、
重
力（
引

力
）、
あ
る
い
は
光
を
一
種
の
波
動
と

仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
伝
え
る
媒

体（
媒
質
）が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇

宙
空
間
を
満
た
す
媒
体
と
し
て
、
か
つ

て
は「
エ
ー
テ
ル
」（
E
t
h
e
r
）
が

想
定
さ
れ
た
が
、「
バ
ク
ト
ロ
ン
」（
超

微
粒
子
）
は
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
仮
説
で
あ

る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
発
見
に
至
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

あ
る
物
体
周
辺
に
あ
る「
バ
ク
ト
ロ

ン
」
を
取
り
去
れ
ば
、
そ
の
物
体
に
引

力
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り「
無
重
力
」と

な
る
が
、
バ
ク
ト
ロ
ン
が
、
一
般
的
に

反
重
力
機
関
と
想
定
さ
れ
る「
空
飛
ぶ

円
盤
」
い
わ
ゆ
る
U
F
O
の
動
力
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
仮
説
も
成
立
す
る
だ
ろ
う
。
あ

る
方
向
に
重
力
波
の
送
受
口
を
あ
け
れ

ば
、
そ
の
推
力
に
よ
り
一
定
方
向
へ
の

飛
行
が
継
続
で
き
る
と
推
察
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」の
原
理

引
力
は
「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
に
よ
っ
て

生
じ
る
物
質
間
の
「
結
合
力
」
と
も
い

え
よ
う
が
、
こ
の
力
に
抗
う
粒
子
と
し

て
政
木
博
士
は
「
精
神
波
」
を
仮
定
し

て
い
る
。「
精
神
波
」
は
光
に
似
た
波

動
性
の
粒
子
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

光
粒
子
よ
り
小
さ
く
、
し
か
し
「
バ
ク

ト
ロ
ン
」
に
比
べ
る
と
相
当
大
き
な
質

量
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、

金
属
な
ど
物
質
内
に
精
神
波
を
注
入
す

れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
バ
ク
ト
ロ
ン
が
押

し
出
さ
れ
て
希
薄
と
な
る
。
そ
し
て
結

合
力
が
弱
く
、
柔
ら
か
く
な
る
。
こ
れ

が
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
の
原
理
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
仮
説
を
受
け
入
れ
る

な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
超
能
力
者
」
た

ち
は
、
強
い
「
精
神
波
」
を
出
せ
る
人

物
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
空
飛
ぶ
円
盤
」と「
超
伝
導
」技
術

重
力
は
強
い
結
合
力
を
伴
う
が
、
偏

在
す
る
「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
の
量
を
減
少

さ
せ
れ
ば
「
結
合
力
」
を
緩
め
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り「
反
重
力
」

的
作
用
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
「
空
飛

ぶ
円
盤
」
と
目
前
数
メ
ー
ト
ル
の
至
近

距
離
で
接
近
遭
遇
、
撮
影
し
た
経
験
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
直
観
的
に
、

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」
と
い
う
印

象
を
も
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

「
反
重
力
」
が
「
磁
気
」
と
関
連
が
あ

る
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
磁
気

の
反
発
を
利
用
し
て
空
中
浮
揚
す
る

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」
に
は
「
超
伝

導
」
現
象
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
空
中

を
音
も
な
く
飛
行
、
鋭
角
で
タ
ー
ン
す

る
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
は
、
空
気
（
大
気
）

と
の
摩
擦
を
度
外
視
し
た
超
伝
導
現
象

で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
空

中
に
プ
カ
プ
カ
と
静
止
す
る
さ
ま
は
、

か
つ
て
日
航
が
開
発
し
て
お
蔵
入
り
に

な
っ
た
超
伝
導
飛
行
船
「
H
S
S
T
」

と
酷
似
す
る
が
、「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
」
に
し
て
も「
空
飛
ぶ
円
盤
」
に
し

て
も
、
す
で
に
半
世
紀
ほ
ど
前
に
こ
う

い
っ
た
技
術
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い

と
思
う
。

「
大
宇
宙
」と「
小
宇
宙
」（
人
体
）

そ
れ
は
と
も
か
く
、
政
木
博
士
が
実

用
化
し
た
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」

治
療
器
は
、
重
力
（
結
合
、
緊
張
）
と

反
重
力
（
弛
緩
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る

よ
う
だ
。「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
の
関
与
に
つ

い
て
は
未
知
数
だ
が
、
症
状
に
よ
り
効

果
は
異
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

結
論
と
し
て
、『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』

が
、
人
体
（
小
宇
宙
）
に
お
け
る
「
緊

張
」
と
「
弛
緩
」
に
ま
で
発
展
さ
せ
る

ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
メ
モ

か
ら
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2�

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1
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お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�
氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
と
生
命
哲
学
と
哲
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�
信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

「『
運
』が
つ
く
人
、『
霊
』が
憑
く
人
」

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

● �●



対（光子）であり、変成意識状態（ASC）付近で、
目隠し（非肉眼）で物を見る時に、無意識層から

「意識体として、体外に放出されて、物を見る」。
つまり「念」はspin対（光子）であり、視覚を持っ
ている。意識体の視覚とはなにか。

6−2）その2
1）の（4）をみる。霊媒はASCに入り、失神

状態になって霊の媒介をする人。超能力者は、
ASC付近になって（脳波を7～8Hz）、サイ（気）

を用いて特異効能を示す人。両者の比較検討
が必要である。ただし共通項は多い。

6−3）その3
福来先生の（念）、欧米の（霊）、筆者らの（サ

イ・気）の比較検討が望まれている。

　ご指導いただいた品川次郎先生にお礼申し上
げます。

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�
生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�
ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら

判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�
禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）�

氏

「�『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造
（
仮
説
）
に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
2
0
2
0
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
崎�

正
男�

氏

「
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超

能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（
i
P
T�

意
識
）」

◎
2
0
2
0
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

も
含
め
て
～
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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よって計測されることになる。―計画通りに
実験は、進められる。―有難うございました。
―テスト終了後は、クルマで、調布市の実
験室から都内の足立区の自宅まで送ることにな
る。そして、実験者が、調布の自宅に着く頃に
なると、夜が明け始める。

5）念写（物質化）の進行
サイ（気）は空間に充満している。念写実験

に際しては、撮影者に関係した特殊なサイ・気
（ユング、統合的無意識）を集める必要がある。
個性、カルマ、家族、民族、地域、人種等も
関係している。また、念写像は、物質（オーブ）
と素粒子（陰陽サイspin対）の集合体でもある。
癖もある。これらはオーブ出現の状況をみれば
分かる。

初めに、撮影場所の選定が必要になる。
（1）サイ（気）が存在している場所：聖地（神社、
仏閣等）、パワースポットなど。さらには蜜集
した市街地・住宅地の上空、高速道路の上空、
など。多少埃っぽい場所が良い。ただし、これ
らには、濃淡がある。

5−1）（B）と（A）の間にある［マクロPK］によっ
て念写が進行する。

ただし、意識体（サイ・気）の視覚による位置
の確認が必要である。（B）は対象になるオーブ

（物質、実体）でイオンボールとも言われている。
（A）は被験者の意識である。サイ（気）を集め
るためには、（1）湿度：家庭用のキリフキで噴霧
を造り、キリが消えたあと（1～8秒後）。（2）温
度（気温は14～16℃）：（3）実験者自身の準備：
瞑想、呼吸法、催眠などで、脳波を7～8Hzに
下げる事を、練習する。これらを揃えると、オー
ブの出現率は、従来の1/150から1/3にまで上
昇する。実験中の注意事項として、（4）Bの念
写像（オーブ）は白色（マンセル色表示で、各光
の強さ等しい事）。さらに、（5）オーブ（念写像）
の周りには、ノイズ状の微小オーブ（念球）が
取り巻いていて、しかも白色である事。つまり、
撮影者（A）（能力者）から放出される陰陽サイ
spin対と、（B）の意識体（オーブ）とが共振する

（同調する）事によって念写の形成が進行する。
つまり、この時、オーブ周辺にあるノイズ状オー
ブ（白色、念球）の加入（加算）が必要になる。

5−2）「マクロ量子重ねあわせ」によって、念

写像形成が進行する。
量子は原子核を構成する陽子、中性子、電

子などの総称で、光も量子の一種なので光子と
いう。量子の不思議な性質は粒子性と波動性
の二つの性質を兼ね備えていることにある。電
子はフェルミ粒子なので、停止している時は反
発しあうが、移動しているときは光子になるの
で、互いに引き合い、ボース粒子となる。また
電子には「量子もつれ（絡み合い）」、または「観
測問題」などがある。波長などの異なる波が「絡
み合い（重ね合わせ）」になっているので、波動
としてのシュレーディンガー方程式を正確に決
めることは出来ない。しかし、観測すれば、「重
ね合わせ」は瞬間的に壊れて、一点に収束して、
点（実像）が確率的に定まることになる。

以上はミクロな量子の現象である。最近は、
マクロな空間でも「重ね合わせ」が問題にされて
いる。つまり「BEC」である。ただし、問題もあ
る。室温で、レーザ―光もない雰囲気で、BEC
がどの様にすれば生成出来るかが問われてい
る。いま、かりに室温でもBECが可能であると
する。

あらゆる量子状態は、2つ以上の異なる波の
重ね合わせで表すことが出来る。例えば、福来
先生の「念」は、時間や空間を超えて宇宙に充
満している、という。「念」はサイ（気）であろう、
と判断している。先述したが、Aは被験者の意
識、Bは念写像である。AにはBの波が、Bに
はAの波が「重ね合わせ、絡み合い」になって
いるだろう、そして、観測によって、Bが実体
化され、物質化が進むことになる、と考える。
ただし、この場合にも、念写像を加算・形成さ
せるノイズ状の白色オーブ（物質化の素材）の
存在が必要になるだろ。この様な手法によって
も、念写形成が進む事になる。

6）検討並びに討論
筆者は、次記の様に考えております。実験結

果が少ないので、成否が不明です。検討と討
論をお願いします。

6−1）その1
1）の（1）をみる。福来先生は、結論として、

｛念｝は、願いを持ったエネルギーであり、時間
や空間を超えて宇宙・空間に充満している、と
した。筆者らは、（念）はサイ（気）を意味してい
ると判断している。サイ（気）は、陰陽サイspin

● �●



「透視と念写」が発見された。それから約110
年を経た今、私達は、3日月型の月の念写像
を体外の空間に形成させる実験を行っている。
福来先生は、（7）念写の「念」は、時間を超え
る（遙か昔の弘法大師像の念写が可能）、空間
を超える（遠くの、月の裏側の念写像が可能）、
願いを叶える〔数枚重ねの乾板の任意の枚数目
に、任意の念写像を念写する〕等から、念写の

「念」は、時間を超えて宇宙･空間に充満して
いる、また、（8）透視や念写の研究を進めると、

「霊」の本質が分かる様になるだろう、と解説
している。なお、これらの福来先生の実験結
果は、欧米の「霊の物質化現象」に類似してい
る様に思われる。

2）透視・念写実験
筆者らの実験をみる。（1）呼吸法などを用い

て被験者の脳波（思考）の自由度を下げて、変
性意識状態（ASC）付近になり、目隠しをし
て、非肉眼で物を見る（透視の実験）。すると、

（2）大脳の無意識層から「サイ（気）」が体外に
放出されて意識体を形成する、つまり意識体に
も視覚が移り、向こう側からも物を見ることに
なる。（3）判断が難しい文字や図形を見る場合
には、（放出した）向側にいる意識体から、こち
ら側にある事物を見ることになる。これには多
くの実例がある。例えば、（4）透視時には、鏡
像が出現する（佐々木ら）。同様に、（5）念写時
にも鏡像が出現する（福来、佐々木）。ここに、
鏡像とは、右と左が逆で、上下は其の儘（正像）
である事を意味している。つまり、視点が向こ
う側に移った場合〈鏡像〉と、こちら側にもある
場合（正像）、つまり、場合に応じて、視点が2
個所になることを意味している。なお、（6）三日
月型の月の念写像の画像解析によると、意識体
を構成する要素は、陰陽のサイspin対（光子）
である事がわかった。

応用例としては、例えば、（7）念写実験の場
合には、体外にある意識体（向こう側、B）と
意識（こちら側、A、大脳皮質）の間で「マクロ
PK」並びに「マクロ量子もつれ」が成立する事
によって、情報の交換が行われ、念写形成（三
日月型念写像）が進行する、と判断している。

3）念写像（実像）の形成
量子は原子核を構成する陽子、中性子、電

子などの総称である。電子は動いている時は光

子になるので、波としての光も量子の一種であ
る。最近は、マクロな空間でも量子の波の「重
ね合わせ」が生起する事が解ってきた。例えば、
ボース・アインシュタイン凝縮（BEC）がある。
室温での量子の運動は様々であるが、極低温

〈絶体零度付近〉になると、運動は縮小して、あ
たかも一個の量子の様に振る舞う。そして量子
重ね合わせ（絡み合い）の崩壊による固定化（場
所、時間）が起きる。その結果として、AとB
の間で念写が進行する。―ただし、問題が
ある。どのようにして、室温でプラズマ光が無
い環境で、BECが生ずるのか、―が問われ
ている。

他方、今回の三日月型の月の動念写の場合に
は、変性意識状態（ASC）付近になった能力者

（A）から放出された意識体｛サイ（気）｝が、体
外にあるオーブ（B）に付着して（依り代として）、
念写像になる。そして、AとBとの間のマクロ
PK（念力）、つまり同調、共振によって念写が
形成・進行することになる。

4）念球の実現
透視の場合と同様に、念球（念写の小型）を

扱う。この時、体外に放出される意識体（サイ・
気）は球状化〈直径約1mm〉した陰陽サイspin
対（光子対）群である。

清田益章さん（少年時）の場合をみる。実験
者は小川雄二、佐々木茂美。例えば、或る土曜
日の午後。昼間はボール投げ、ふざけ合う、等
で学生と遊ぶ。簡単な夕食を済ませたのち、実
験室内でテスト開始となる。超常現象を見たい
という観察者（学生、数名）と雑談をしている。
2～3時間も待たされると、あきらめて帰る学生
もいる。終電車近くになる。すると、テストは
本番になる。私たちは、サイ（気）の出現を促
すために、例えば「くみ上げポンプの呼び水効
果」を用いている。念球の出現付近になる（勘
で分かる）。清田さんは実験を続けている。し
かし（サイ・気）は出現してこない。―変性
意識状態（ASC）付近になると―実験者は、
暗缶内（光と電磁波を遮断した缶内に太陽電池
と発光ダイオードを入れた）内のダイオードから
既知の光（商用電源、光）を出して、―驚い
てみせる（あー出たー）。―すると、（びっく
りして）これに釣られて、清田さんの無意識層
から（サイ・気）つまり（意識体、念球）が、体
外に放出される。そして、念球は、測定装置に
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1）はじめに
心霊現象研究の開始は、ニューヨーク州の

「ハイズヴィルの幽霊屋敷」のラップ音（叩音）
の発見（1848）であると言われている。実験は
続けられており、多くの結論が得られた。一例
として、（1）霊は煙の塊のような希薄な物質であ
り、普通は、肉眼では見えない。そして、時間
が経過すると、煙のごとく消えて無くなる。し
かし、（2）霊媒の作用によって霊が幻化した時、
つまり魂が霊媒から霊に移った場合には、普通
と同じように、吾人にも見える様になる。なお、

（3）霊媒とは、霊の媒介をする超能力者の事で、

脳波を変性意識状態（ASC）まで下げて失神状
態となり、魂を霊に移す人のことである。さら
に、（4）霊から分現した幻化相と力化相とが、
陰陽2面のごとく交互に呼応して物質を生み出
す。（5）無尽の霊は、宇宙空間の一切空間に偏
在していて、念ずれば念に相応する様相を出
現させることが出来る、これらが心霊現象の根
本原則である、という。以上は、（6）失神状態
の霊媒（の魂）が、霊の媒介になる事によって、
様々な心霊現象を生起させている事を意味して
いるのであろう。

日本では、福来友吉博士によって1910年に

サイ（気）による念写像の物質化（その１）サイ（気）による念写像の物質化（その１）
栗田　慶祐

きてX線に変わり吹き出し状に泳いだ後右側の
隅に50円玉の像半分が感光した姿になってい
る。なおこれらの念写写真はいずれもネガ像な
ので濃い方が感光が進んでいる。

X線は自然でも存在するので長い間金物を歯
科用フィルムの未開封パック上に載せておけば
その金物の像の形が抜けるように感光すること
も考えられる。そこで念のため、歯科用フィル
ムの未開封パックを、念写をしようとする人が
傍にいない状態で、念写に要する時間と同時間
放置した後現像してみたが、やはりそのような
感光は見られなかった。

写真1

　　　　左が磁場非印加で念写したもの
　　　　右が磁場印加で念写したもの

（※モノクロ印刷物になると明暗の区別がつかなくなる
可能性があるので、グレースケール画像の黒白の階調
0～255で示すと、左ではほどんどの画素が階調50に
集中しているのに対し、右では階調1～50まで分布し
平均45になっている）

以上のように、念力や透視予知、念写はアク
シオンによるのではないかと考えられる。ダー
クマターは既にその方面の研究者によって幽体
離脱やスピリットなども説明すると指摘されて
おり、霊的な現象もまたダークマターの最有力
候補であるアクシオンによって起きていると考
えるのは自然である。霊的存在を、磁場が強い
場所で見てしまうというのも頷ける。

写真2

写真3



アクシオン場ψ（x, t）が満たす方程式

と一致する。ここでmはアクシオンの質量であ
る。散乱理論でよくやるように

    ψ（x , t）=φ（x）exp（－E/ℏ･t）

とおいて、アクシオンがH.Forwaldのサイコロ
の被覆 x=0から zまでアクシオンのエネルギー
Eと同程度の、一定値の障壁ポテンシャルによ
り非弾性散乱された結果、被覆を含むサイコロ
が得たエネルギーとして、

    φ（z）=Em［1－exp（－mc/ℏ･ z）］

の形でH.Forwaldによる念力実験式が導ける。
その際H.Forwaldが発見した材料によらない
普遍定数a=0.00655［μ－1］が上述のアクシオン
の質量mの観測値から再現されるのである。上
記全国大会では「念力はまずπ中間子タキオン
に働く」と述べたがπ中間子とアクシオンは量子
物理学でいう混合（Mixing）の関係を構成して
おり、磁流の分布定数回路的には下流と上流の
関係にあたることがわかった。

筆者はすでに「念力計」の開発に成功してお
り、それを用いた実験などを通して、念力に成
功するには、相手（ターゲット）に意識を送る
だけでなくターゲットの位置を透視することも
重要であることがわかっている。そこで透視な
どESPもアクシオンによるのではないかと考え、
当方得意のスカラー波発生技術を用いたアクシ
オン場供給下で、3桁または4桁の数値をコン
ピュータの乱数で特定時間後に発生する装置立
てを用意し、事前にその数値を予知透視する実
験を2万回ほど行い、予知透視に成功したケー
スが偶然確率をどれだけ上回っているか統計学
上の検定を行った結果、p値=10のマイナス56
乗で予知透視能力が発揮されていることが確認
された。

以前このジャーナルでもご説明したように、
（とくにターゲットを残像ができるまでみつめる
方式の場合）念写は、右眼と左眼から出る二つ
のスカラー波の交差領域における縦波成分か
ら横波成分（つまり光）への変換分が感光した
ものだ。アクシオン波はスカラー波のひとつだ

が、サイズから考えて視覚野のミニコラム構造
など、そのニューロンの7回貫通型Gタンパク
共役受容体群からアクシオン波が出ているとみ
られる。こうしたことから、念写もアクシオン
波（アクシオン量子）によると考えられる。

アクシオンは軽くまた基本的に重力相互作用
しかしないのでなかなか「視る」ことができない
が、磁力線に触れるとフォトン（光子）に変わる
といわれている。つまり磁力線のもとでフォト
ンが湧き出すようにみえる。この現象を利用し
てアクシオン波が効率よく横波成分に変換され
るよう、念写用フィルム（歯科用フィルムを使
用）の近傍に磁場をつくることを考えた。因み
に最初の念写能力者長尾郁子の丸亀市は地磁
気の鉛直成分が四国の中では最も強い地区で
ある。

検討の結果、一様な磁場（平行な磁力線の
場）があると人体からのアクシオン波が効率よ
く横波成分に変換されることがわかった。それ
を作るためにはヘルムホルツコイルを用いる方
法もあるが、電流など外部からエネルギーを注
入すると誤解を招くおそれがあるので、理科実
験で用いるような棒磁石を複数束ねて作る方法
を用いた。このN極側の端面上に未開封の歯科
用フィルムを置いた場合と素の場合（磁場非印
加の場合）を比較するのである。もちろん歯科
用フィルムはX線フィルムである。

ターゲットとしては金物を歯科用フィルムの
未開封パック上に載せて、残像ができるまで凝
視する方法で念写を試みた。こうすれば、未開
封パックの内側で両眼からのアクシオン波の焦
点ができてX線に変わればその金物の像の形に
感光し、未開封パックの外側、両眼に近い方で
アクシオン波の焦点ができてX線に変わればそ
の金物の像の形が抜けるように感光するはずで
ある。

実際、東北日本サイ科学会のメンバーなどこ
れまで延べ60名弱の人にこの実験をしていた
だいたが、その9割で磁場を用いた方が明らか
に感光が進んでいた（写真1のサンプル参照）。
そして約5割でターゲットの金物の姿が明確に
写っていた。写真2と3にターゲットの金物を
50円玉にした場合の結果を示す。写真2は50
円玉の部分が感光が抑えられそれ以外が感光
しているサンプルを示す。写真3は50円玉の部
分が感光しているサンプルである。このケース
では未開封パック内にアクシオン波の焦点がで
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PK、ESPなどいわゆるサイ現象は、宇宙物
理学でいわれているダークマターの最有力候補
でもあるアクシオン量子によって起きているの
ではないか、そんなことが明らかとなってきた。

アクシオンは素粒子物理学において標準模型
の未解決問題を解消するためにその存在が期
待されている公式的には未発見の素粒子である
が、既にノーベル賞が与えられているヒッグス
粒子のその位相から出る量子（南部−ゴールド
ストーン粒子）であり、間接的観測ではあるも
のの独立に複数の研究グループにおいて共通の
質量値が求められている存在である。

この話は筆者研究中の「磁流理論」と実験に
よるものなのですこし説明を要する。

磁流理論は時空の表式であるローレンツ変換
が通信線や電力線を表す分布定数回路と同じ
形をしていることに注目した理論。分布定数回
路は神経系の簡単表現であることから意識を含
む物理を扱えるのではないかと考えた。分布定
数回路は複素数（複素電圧や複素電流）を扱う
モデルであるため時空の理論としての分布定数
回路（磁流の分布定数回路と呼んでいる）は必
然的にタキオンも含むことになる。現在のとこ
ろ一般に神経系の電圧、電流はとくに脳波を考
えれば意識の状態を表すと考えられている。こ
の状態は数学的に電圧や電流を各軸にとった
状態空間に表示される。このような場合脳波は
状態空間の渦軌道として表示される。したがっ
て磁流の分布定数回路の状態空間に表示され
る軌道の角運動量は時空の意識を表している
とみることができる。この渦=意識の発想は古
代からある人類の英知や哲学でいうコナトゥス

（conatus）という概念に一致する。この意識の
状態を変化させる力が意志力である。したがっ

て時空の角運動量分布を変化させる力は宇宙の
意志（意図）であるとみることもできる。磁流の
分布定数回路は我々自身も含むので、我々の意
志による角運動量の変化はその一部として起き
ているとみることができる。それが念力（念動
力）だろうというのが磁流理論の考え方である。

磁流理論では我々を含む時空は磁流の分布
定数回路で表されるタキオン・エーテル（タキ
オンでできたストカスティックなエーテル）で出
来ていると考える。そのように考えると、実際、
この宇宙にある粒子はタキオン・エーテルの渦
であり渦にならなかったタキオンは重力などい
われる4つの相互作用をつくっていることをそ
こから量子論のシュレーディンガー方程式や各
相互作用の方程式を導くことで示すことができ
ること、そしてその一環としてH.Forwaldによ
る「サイコロの位置決めテスト」（1950～1960年
代）における念力のエネルギーEについての実
験式

    E = Em（1－e-az）

も導くことができることは、第2～4回の日本サ
イ科学会全国大会（1990～1992年）でも述べた。
ここでzはサイコロの被覆の厚さ、aは被覆の
種類によらない定数でa=0.00655［μ－1］である

（H.Forwaldの念力実験式については「サイ科
学」�Vol.1, No.3�（1976）�pp22−27参照）。

上述のような意識でもあるタキオン・エーテ
ルの角運動量の変化としての運動量と圧力の場
は、現代物理学でいう電磁ポテンシャル（ベク
トル・ポテンシャルとスカラー・ポテンシャルと
呼んでいるもの）を含んでいるとみることができ
る。このポテンシャルが満たすクライン・ゴル
ドン方程式は磁流の分布定数回路から導かれ、

サイ現象はアクシオンによって起きている！サイ現象はアクシオンによって起きている！
� � � � � 東北日本サイ科学会会長　　佐佐木�康二


